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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　口絵・本文イラスト●桜はんぺん
















　ねえ、カミト。

　いつか私が私でなくなってしまったら、そのときは──

　あなたが私を殺して。














　そして、できることなら──

　私のことを忘れて。






プロローグ






「……っ、う……」

　目を覚まして、最初に視界に入ったのは、真っ白な天井だった。

　カーテン越しに射さし込こむ、やわらかな陽よう光こう。洗いたてのシーツの匂い。

　見慣れない風景に、無数の疑問符が浮かぶ。

　自分はいったい何な故ぜ、こんな場所にいるのか？

　というか、そもそも──

（ここは……どこだ……？）

　半身を起こし、周囲を見回そうとして、気付く。

　……身体が動かない。

　真っ先に思い浮かんだのは、拘こう束そくされた可能性だった。

　しかし、寝ね間ま着きの上に、枷かせのようなものを嵌はめられている感覚はない。魔術的な拘束であれば、指一本さえも動かせないはずだ。

（たんに体力が落ちて、衰すい弱じやくしているだけか……）

　そう結論付けると、ひとまず、現状把握のために部屋の中を見回した。

　視界に入ったのは、ベッド脇の棚に置かれた花か瓶びん。それから、中央にある大きめのテーブルと、壁に並んだ箪たん笥す類。とくに華か美びな装そう飾しよくが施ほどこされているわけではないが、それら調ちよう度ど品ひんの数々は、どれも選び抜かれた上等なものだ。

　それに、身体を包み込むような寝心地のこのベッド。

（……貴族の部屋なのか？）

　少なくとも、平民が住むような部屋ではあるまい。

　だとすれば、何な故ぜ、自分は貴族の部屋などに寝かされているのか──

（……監かん禁きん？　いや──）

　この部屋には窓がある。部屋の扉も、木製で簡単に破壊できそうな代しろ物ものだ。

　冷たい石壁に囲まれた、あの施設の牢ろう獄ごくとは違う。

　──と、その時だ。部屋の外で、足音が聞こえた。

　気配を隠すでもなく、こちらに近付いてくる。

　……おそらく、数は一人だ。自分をこの部屋に運び込んだ人間だろうか。その意い図とは分からないが、場合によっては、脅きよう迫はくして聞き出す必要がある。

　訓練された身体は自然と反応した。手近にある武器になりそうなもの──棚に置かれた花か瓶びんに手を伸ばして掴つかむ。武器としては心こころ許もとないが、素す手でよりはマシだろう。

　足音が止まった。鍵の開く音がして、扉がゆっくりと開く。

　思わず、息を呑のんだ。

　扉の向こうから姿をあらわしたのは、紅あかい髪の美少女だった。

　少女と目が合った瞬間、紅玉ルビーの瞳ひとみが大きく見開かれる。

「……カミ……ト……？」

「え？」

　少女の手にしていた水差しが、床に落下して大きな音をたてた。

　だが、彼女は固まったまま、呆ぼう然ぜんと立ち尽くしている。

（……な、なんだ？）

　カミトも花瓶を手にしたまま、固まった。

　自分を監禁した人物に、こんな反応をされるとは思わなかったのだ。

　数秒間の沈黙の後、少女は大きく息を吸い込むと──

「カミト、目を覚ましたのね！」

　なんの警戒心も抱いだかず、まっすぐに駆かけてきた。

（……っ!?）

　その予想外の行動に、カミトの反応が遅れた。

　少女は両手を広げ、シーツの上からぽふっと抱きついてきた。

　そして──

「う、うわああああああああんっ！」

　突然、大声で泣き出したのだ。

「……っ、な、なにを……」

　戸と惑まどうように呟つぶやくカミト。

（……なんなんだ、この娘こは？）

　意味がわからない。この少女がカミトを監かん禁きんしたのではないのか──？

　少女は、泣き腫はらした目をシーツでごしごしとこすり、

「あ、あんた、この一週間ずっと目を覚まさなくて、学院の治癒師ヒーラーにも治せなくて、あたし、カミトがこのまま目を覚まさなかったらどうしようって、ずっと、ずっと……」

「……一週間？　学院？」

　カミトは眉まゆをひそめ、首を傾かしげた。

「そうよっ！　みんな、みんなあんたを心配してたんだからっ、うわあああん！」

　シーツに顔をうずめたまま、また激しく泣き出す少女。

「……みんな？」

「あたりまえでしょ！　エリスも、リンスレットも、エロ王女も──」

「……待て。あんたにひとつ質問させてくれ」

　と、カミトは少女の言葉をさえぎった。

「……え？」

　シーツから顔を上げて、きょとんとする少女。

「──そもそも、お前は誰だ？」

　瞬間、少女の顔が凍りついた。
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第一章　失われた記憶






　──〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉で開催された〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉。

　その閉幕から、すでに一週間が経たっていた。

〈最強の剣舞姫〉率いる〈煉獄の使徒チーム・インフエルノ〉との死闘に勝利を収め、みごと優勝を果たした〈チーム・スカーレット〉の少女達は、帝都での凱がい旋せんパレードを終え、アレイシア精霊学院に戻ってきた。

　わき起こる歓かん迎げいの声の中、しかし当の彼女たちの表情は、重く沈んでいた。

　世界の命運が変わった、あの日。

〈精霊王〉の真しん祭さい殿でんで行われた、あの謁見以来。

　カミトは意識を失い、人間界に戻っても、まったく目を覚まさなかったのだ。

　そして──





　　　　◇






「──おそらく、精神的負荷による、記憶喪そう失しつだろうな」

　学院校舎の三階にある、学院長執務室。

　居並んだ少女達の顔を見回しながら、グレイワースはそう口にした。

「……」

　水を打ったように静まりかえる室内。

　全員が状況を呑のみ込こめずにいる中で──

「記憶喪失──ですか」

　と、エリスが声を発した。

「私も専門家ではないから、確かなことは言えんがな」

　グレイワースは小さくため息をつくと、

「許容量を超えた精神的負荷を受けたとき、心が壊れてしまうのを防ぐため、そのことにまつわる記憶を消去する──そんな機能が人にはあるそうだ。私も過去の戦争で、そんな連中を何人も見てきたよ」

「そんな……！　では、カミトは──」

　執務机に身を乗り出すエリス。

　グレイワースは静かに首を振り、

「幼い頃ころに、あの闇精霊と出会ったという記憶は消去され、必然、彼女にまつわる記憶の多くも失われている──だろうな」

「……」

　突きつけられた冷れい徹てつな結論に、少女達の表情がますます重くなる。

「そ、それじゃあ、カミトは……」

　と、クレアが掠かすれた声で言った。

「あたしたちのことを、完全に忘れてしまったんですか？」

「……君たちだけでなく、この学院や私のこともな」

　グレイワースの灰色の眼めが、微かすかな憂いをおびて伏せられる。

　あの直後、クレアは真っ先に、カミトが目を覚ましたことをグレイワースに報告した。

　グレイワースはカミトに面会し、半はん刻ときほど会話をして、彼の現在の状態を確認した。

　その結果分かったのは、カミトがここ数年分の記憶を失っている──というショッキングな事実だった。

「おそらく、いまの坊やの記憶は〈教きよう導どう院いん〉の暗殺者だった頃ころに戻ってしまっている。人間らしい感情を壊され、殺さつ戮りくの道具として育てられていた、あの頃にな──」

「そんな……」

　グレイワースの言葉に、クレアは唇くちびるを強く噛かむ。

（……あれが、闇精霊と出会う前のカミトなの？）

　──お前は誰だ？

　一切の感情を排除した、鋭い刃やいばのような視線。

　少なくとも、これまで、あんな冷れい徹てつな目をしたカミトは見たことがない。

　ショックを受けると同時に、かすかな嫉しつ妬との感情も芽生えてしまう。

（……それほどまでに、あの闇精霊のことを大切に思っていたのね）

　レスティアの死、という現実を受け入れることができず──

　彼女にまつわる、一切の記憶を消去してしまうほどに。

「あの、でしたら……」

　と、リンスレットが声を上げた。

「カミトさんにもう一度、闇精霊さんのことを話してみては──」

「──それは絶対に止やめたほうがいい」

　首を横に振るグレイワース。

「坊やの記憶喪そう失しつは、あくまで自身の心を守るためのものだ。ふたたび耐えがたい真実を突きつけられれば、今度こそ、坊やの心は完全に壊れてしまうだろう。最悪、精霊契約の力そのものを永久に失ってしまうことになりかねん」

「……そうね。その可能性は十分にあり得るわ」

　フィアナが頷うなずきながら同意する。

　彼女は、過去に精神的なショックが原因で、精霊契約の力を失った経験がある。契約者の精神状態は、精霊との関係に大きな影えい響きようをおよぼすものなのだ。

「そ、そう、ですわね……」

　しゅんと肩を落とすリンスレット。

　グレイワースは眼鏡めがねを押し上げると、ふたたび少女たちの顔を見回した。

「精霊王の祭殿で何があったのか、残念ながら私は知る立場にない。だが、坊やの記憶喪そう失しつの原因は、あの闇精霊が失われたことと関係しているんだろう？」

「……はい」

　こくっと頷うなずくクレア。

〈精霊王〉の祭殿で起きた出来事を、決して人に話してはならない。

　それは、〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉優勝者に課せられた誓せい約やくというだけでなく、〈水の精霊王〉イセリア・シーウォードと交わした約束でもあった。

〈精霊王〉に願いを叶かなえてもらう謁えつ見けんの場で、何かがあった。

　その結果、カミトは闇精霊を喪うしなうことになった。

　それ以上のことは、グレイワースも把握していない。あの日、あの場所であったことを知っているのは〈チーム・スカーレット〉のメンバーだけだ。

　──〈異界の闇〉に浸食され、狂きよう乱らんした〈精霊王〉の解放計画。

　廃はい都とに封ふう印いんされていた〈水の精霊王〉の化け身しん、イセリア・シーウォードの力を借りて、その計画は成功するかに思われた。

　しかし、カミトが〈火の精霊王〉を解放する寸前、〈魔王〉の力が暴走。苦しみ悶もだえるカミトを、玉ぎよく座ざから溢あふれ出だした〈異界の闇〉が呑のみ込こんだ。

　誰だれもが絶望した。〈精霊王〉すら狂わせる異界の闇を、人の身で浴びればどうなるか、考えるまでもない。

　が、次の瞬間。クレアたちの目の前で不可思議な現象が起きた。

　カミトを完全に呑み込んだはずの〈異界の闇〉が、唐突に消滅したのだ。

　そして、闇が晴れたそのとき、クレアたちは信じられない光景を目にした。

　カミトが手にした〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉の刃やいばが──

　レスティアの胸をまっすぐに刺し貫いていた。

　彼女の行動の意味はわからない。

　だが、彼女がそうした理由は理解できた。

　闇精霊レスティアは──

（……カミトを救おうとしたのね）

　あの日の光景を脳のう裏りに呼び覚まし、クレアは胸きよう中ちゆうで呟つぶやいた。

　聖剣に胸を貫かれたレスティアは、ほどなくして消滅。

　同時に、精霊王の玉座から溢れる〈異界の闇〉もまた、その活動を停止した。

　……その後のことは、あまりよく覚えていない。全員が無我夢中だった。

　フェンリルが放心するカミトをくわえてその場を退避し、クレアたちもまた、全力で真しん祭さい殿でんから脱出した。背後で〈無限回廊〉の門が閉じる音が聞こえ、気がつけば──

　五人の〈精霊姫〉の待つ〈神しん儀ぎ院いん〉の祭殿に戻っていたのだ。

　その時、カミトは剣の姿になったエストを手にしたまま、意識を失っていた。

　そして、その〈魔王殺しの聖剣〉もまた──

「……あの、学院長、エストの様子は？」

　と、思い出したように、クレアは訊たずねた。

「観測チームの報告によると、とくに変化はないそうだ。いまだ眠ったままだろう」

「そうですか……」

　カミトが意識を取り戻したので、何か変化があると期待したのだが。

　そう。闇精霊を消滅させた〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉もまた、カミトの手から失われていた。

　カミトの身体が〈神しん儀ぎ院いん〉の祭殿に戻ったのと同時に、消滅したのだ。

　──とはいえ、エストの方は、この世界から完全に消滅したわけではない。

　カミトの右手には精霊刻こく印いんも残っているし、彼女の居場所も判明している。

〈魔王殺しの聖剣〉が消滅したのと、ほぼ同時刻。

　学院の敷地内にある〈精霊の森〉で、莫ばく大だいな神威カムイの放出が観測された。

　そこは、かつてエストが封ふう印いんされていた祠ほこらの地下。

　現在は封ふう鎖さされている、旧軍事施設のある場所だという。

　学院が観測チームを編成し、神威のパターンを分析させたところ、鋼はがねの属性を持つ強大な剣精霊のものであることが判明した。

　エストが何な故ぜ、そんな場所に転移したのか──その理由は不明だ。もしかすると、エストがあの祠に封印されていたことと、何か関係があるのかもしれないが。

（……学院長は、何か知っているみたいだけど）

　地下施設のことは本来、軍の機き密みつらしく、一般生徒に教えられるものではない。実際、これまで学院の敷地内にそんな施設が存在していることも、クレアは知らなかった。

　なんにせよ、本国の許可が下りるまで、地下施設の探たん索さくはできないそうだ。

　本格的な探索は、早くて数日後になるだろう。

「まあ、しばらくは静せい観かんだな。近いうちに帝都から専門家が来る。それまでは、あまり刺激するようなことはせず、そっとしておいてやれ」

「……専門家？」

「ああ。名実共に帝国最高の精霊医だ。彼女なら、何か手立てを打てるだろうさ」

　言って、グレイワースはエリスに視線を移した。

「エリス、監視の騎き士しを四人に増やしておけ」

「騎士を四人？」

　エリスは訊きき返した。

「その、厳げん重じゆうな監視は必要ないと思います。カミトは危険な人物ではありません」

「ほう？」

　その返答に、グレイワースは面白そうな微び笑しようを浮かべた。

　クレアも驚く。エリスが学院長に意見する場面なんて、初めて見た。

「変われば変わるものだな。ほんの二ヶ月前、男の精霊使いなど危険きわまりない、と反対していたのはどこの誰だれだったか──」

「そ、それは……」

　エリスの顔がみるみる真まっ赤かになる。

「気持ちはわかるが、これは決定事項だ。おそらく、いまの坊やの精神状態は〈教きよう導どう院いん〉の暗殺者だった頃ころに戻ってしまっている。残念ながら、お前たちの知るカミトではないと思った方がいいだろう」

「そんな……」

　と、その時。午後の講義開始の鐘かねが鳴り響いた。

「──話は以上だ。君たちは学生の本分に戻れ」

　有う無むを言わせぬ口調で、グレイワースはクレアたちを下がらせた。





　　　　◇






　執務室の扉が開き、部屋からクレアたちが出てきた。

「それでは、またあとでな」

「ええ」

〈風王騎士団シルフイード〉の仕事のあるエリス、調理実習の補講を受けるフィアナと別れ、クレアとリンスレットは反対方向へ歩き出す。

　レイヴン教室最大の問題児である二人は、同時に最高の優等生でもある。本来は上級生になってから受けるべき講義を、それぞれ初等生でありながら受講しているのだ。

　もっとも、それは二人が上級生から疎うとまれる原因のひとつでもあるのだが。

「……せっかく意識が戻ったと思いましたのに、記憶喪そう失しつだなんて」

　廊ろう下かを歩きながら、リンスレットがため息をつく。

「無理もないわよ。心が壊れてしまうよりは、ずっとマシだわ」

　闇精霊レスティア──三年前の〈最強の剣舞姫レン・アツシユベル〉の契約精霊。

〈教導院〉によって心を壊されたカミトに人間らしい感情を与え、育ててきた少女。

　カミトがこの学院に来たのも、ふたたび〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉に出場したのも、三年前に失った彼女を取り戻すことが目的だった。

　だが、ようやく取り戻した彼女は、カミトの目の前で消えてしまった。

　──否いな。カミト自身の手で、彼女を殺あやめてしまったのだ。

「せめて〈精霊刻こく印いん〉が残っていれば、まだ希望は抱いだけたのかもしれませんわね」

「そうね……」

　以前、エストが消滅した時、カミトの右手に刻まれた精霊刻印は消えなかった。

　だからこそ、カミトは絶望に囚とらわれることなく、復活することができたのだ。

　しかし、レスティアの刻印は、完全に消えてしまっていた。

　それは、彼女がこの世界から、完全に消滅したことを意味している。

「彼女はカミトを救ってくれたのよ。それに、きっとこの世界も──」

　呟つぶやきながら、クレアは窓の外に見える青空に視線を移した。

　カミトが〈火の精霊王〉の解放に成功したのかどうか、それはまだ分からない。

　ただ、元素精霊界アストラル・ゼロにとどまって〈精霊王〉を監視しているイセリア・シーウォードによれば、〈精霊王〉の狂きよう乱らんは、いまのところ収まっているという。それは、三年前に〈最強の剣舞姫〉が〈水の精霊王〉を解放したときと同様の結果だった。

「あれから、イセリア様からの連絡はまだないの？」

「ええ、こちらから呼びかけることはできませんの」

　リンスレットは、自身の左手に刻まれた精霊刻こく印いんに目を落とし、そう言った。

　氷の薔ば薇らの刻印──リンスレットが、イセリアから直接賜たまわったものだ。

　精霊契約の証あかしである精霊刻印とは性質が異なるものの、彼女はこの刻印を介して〈元素精霊界〉にいるイセリアの声を聞くことができるらしい。

　とはいえ、彼女からの交信があったのは、意識を失ったカミトを連れて、人間界に戻ったときの一度きり。現在の〈精霊王〉がどうなっているのか、気になるところだ。

　──あの解放計画は、あくまで一時的な措そ置ちに過ぎない。

　こうしているあいだにも、〈異界の闇〉による精霊王の侵蝕は進んでいるのだ。

　これから、世界はどうなってしまうのか──

　ただの学生が背負うには、あまりに重すぎる。

「……その、あんたの妹のことも、早く戻してあげないとね」

「ええ。イセリア様が完全に力を取り戻せば、それも可能なのでしょうけど……」

　ローレンフロスト家の次女、ユーディア・ローレンフロストは、狂乱した水の精霊王の怒りを買い、永遠に溶けない呪じゆ氷ひようの中に閉じ込められている。

　リンスレットが〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉に出場した目的は、彼女を救うことだったのだが、結果的に、真しん祭さい殿でんでその〈願い〉を口にすることはできなかった。

　ユーディア・ローレンフロストは、いまだ呪氷の中に閉じ込められたままだ。

（姉様も、あいかわらず行方不明のままだし……）

　小さくため息をつき、クレアは空から視線を下に向けた。

　中庭にある泉のそばで、初等生の女の子たちが、精霊を祀まつる祭殿を作っている。その周囲には、水着姿ではしゃぐ娘こや楽器を奏でる娘などもいて、和わ気き藹あい々あいと楽しそうだ。

「……まったく。こっちは平和なものね」

「ですわね」

　学院内では、二日後に控えた〈精霊大祭〉の準備が急ピッチで進められている。

〈豊ほう穣じよう祈き祷とう祭〉や〈水霊祭〉など、季節ごとの祭さい事じにはことかかないアレイシア精霊学院だが、その中でも最大のものが、この〈精霊大祭〉だ。

　二日間にわたって開催され、精霊に感謝を捧ささげるこの学園祭は、オルデシア帝国のみならず、諸外国からも見物客がおとずれる一大イベントだ。学院の箱入りお嬢じよう様さまたちにとっては、外部の人間と接触を持つ数少ない機会でもある。

　さらに今年は、学院から〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉の優勝チームが出たこともあり、例年にない賑にぎわいになるであろうことが予想されている。

　帝国に〈精霊王〉の加護をもたらした〈チーム・スカーレット〉も、当然、セレモニーの主役として、二日目のパレードに出ることになっていた。

「やっぱり、カミトさんも出なくてはいけませんの？」

「……そうね。カミトは、あの〈最強の剣舞姫〉を破った優勝の立たて役やく者しやだもの。姿だけでも見せないと、みんな納得しないでしょうね」

　この一週間、カミトが意識不明の状態にあったことは、担任教師のフレイヤなど、ごく一部の者を除いては知らされていない。一般生徒たちには、〈最強の剣舞姫レン・アツシユベル〉との剣舞で負った傷が原因で療りよう養よう中だと説明されていた。

　おかげで、カミトの所属している〈風王騎士団シルフイード〉の本部には、カミトを心配した女の子たちから、花束や手紙や手作りのお菓子が、たくさん届いているらしい。

「……っていうか、学院に帰ってから、なんかモテてるのよね、あいつ」

「そ、そのようですわね……」

　こほん、と咳せき払ばらいするリンスレット。

　そう。編入当初は、男の精霊使いということで恐れられていたカミトだが、今回の〈精霊剣舞祭〉での活躍を見て、密ひそかにファンになった女の子が増えたようだ。

　もっとも、カミトの正体を知ってしまったクレアにしてみれば、それも不思議なことではないと思える。なにしろ、カミトは三年前に、大陸中の少女たちを魅み了りようした、あの〈最強の剣舞姫レン・アツシユベル〉なのだから。

（たしかに、剣舞を舞っているときのカミトは、カ、カッコイイものね……）

　クレアは、ちょっと拗すねるように頬ほおを膨ふくらませた。

　……なんだか、面白くない。モヤモヤした気持ちになってしまう。

　カミトの正体については、いまだに心の整理がついていない。

　レン・アッシュベルは、クレアにとって遠い憧あこがれの存在で、その正体がカミトだと言われても、現実感がまるでわかないのだ。

（……はあ。あたしってば、ずっとカミトのことばっかり考えてる気がするわ）

　頬が自然と熱くなる。誤ご魔ま化かすように、クレアは首を振った。

　廊ろう下かの分かれ道で、リンスレットが足を止めた。

　上級科目を受講する二人だが、専攻は異なるため、教室は別になる。リンスレットは上級儀ぎ式しき演習、クレアが受講するのは召しよう喚かん術じゆつ概論だ。

「では、またあとで。カミトさんには滋じ養ようのあるスープを作ってお見舞いにいきますわ」

「ええ、あたしもなにか消化にいいものを作っていくわ」

「……えっと、クレア、消し炭は消化によくありませんわよ」

「ば、馬ば鹿かにしないで！　あ、あたしだって上達してるんだから！」






第二章　脱走






　クレアたちが廊ろう下かを歩いていたのと、ちょうど同じ頃ころ。

（……そろそろか）

　カミトはベッドの中で意識を覚かく醒せいさせた。

　自然な目覚めではない。あらかじめかけておいた自己暗示によって、能のう動どう的てきに覚醒する──〈教きよう導どう院いん〉で教え込まれた特とく殊しゆ技ぎ能のうだった。

（体力は、ある程度回復したようだな）

　仰あお向むけに寝たまま、自身の身体の状態を確認する。

　あの女の尋じん問もんは、長くはかからなかった。おそらく、こちらの体力を考こう慮りよしたのだろう。目を覚ましたことがわかれば、また尋問を再開するに違いない。

（……しかし、思った以上にまずい状況だな）

　あの女の尋問によって、こちらも置かれている状況をある程度は把握できた。

　アレイシア精霊学院──帝国のエリート精霊使い養成機関。どうやら、自分はそこに囚とらわれているらしく、しかも重度の記憶喪そう失しつの状態にあるようだ。

　たしかに、自分が何な故ぜここにいるのか、その記憶がすっぽり抜け落ちている。

（この施設への潜せん入にゆう任務中に精霊使いと交戦。脳の物理的損そん傷しようか、あるいは魔術による精神操作によって記憶を失った──おそらく、そんなところだろう）

　冷静に結論付けて、次の思考に移る。

〈教導院〉の暗殺技能者が虜りよ囚しゆうになった場合、組織の存在が発覚するのを防ぐため、速やかに自じ死しするように命令されている。

　組織の命令は絶対だ。訓練された暗殺技能者に、生への執しゆう着ちやく心しんなど存在しない。

　たとえ道具がなくとも、自死を実現する方法は幾通りも知っている。奥歯に致死毒を仕込むまでもなく、速やかに自身の生命を絶つことが可能だ。

（しかし──）

　自死を実行するのは、あくまで敵の虜囚になった場合のみである。

　いまのカミトの状態は──

（……とても囚われている状態とは言いがたい）

　枷かせによる物理的拘こう束そくも、魔術的拘束もなされていない。衰すい弱じやくしているとはいえ、それは〈教導院〉の暗殺技能者に対しては、あまりに不十分な対応だ。

（僕ぼくを無力化するつもりなら、封ふう印いん結けつ界かいくらいはかけておくべきだったな）

　帝国の誇るエリート精霊使いの巣も、所しよ詮せんはただの教育機関ということか。

（外の見張りは二人──）

　ベッドに寝たまま、カミトは扉の外の気配を数えた。

　おそらく、精霊魔装エレメンタルヴアツフエを展開できる、それなりの手て練だれだろう。武器もなく、体力もない今の状態で、精霊使いとまともに戦うのはそれこそ自殺行為だ。

　では、こちらのルートはどうか──と、上体を起こして窓の方を向く。下では制服姿の少女たちが大勢集まって、なにか祭さい儀ぎの準備をしているようだ。

（……まあ、あそこに飛び込むよりはマシか）

　カミトは素早く起き上がると、ベッドから音もなく抜け出した。

　途と端たん、ふらっとバランスを崩し、あやうく転倒しそうになる。いつから記憶を失っていたのかさだかではないが、勘かんを取り戻すには、時間がかかるかもしれない。

（なんだか、肉体の感覚が変だ）

　違和感にはすぐに気付いたが、いまは捨て置く。

　カミトは短く息を吸い込むと、

「──解放バースト」

　囁ささやくように呟つぶやいた。

　刹せつ那な。全身の感覚が冴さえ渡わたり、神経が研とぎ澄すまされる。

　強烈な自己暗示マインドセツトによって精神の箍たがを外し、一時的に肉体の限界を超える技ぎ能のうだ。この状態になった暗殺技能者は疲労を覚えることがなく、痛覚もある程度は遮しや断だんされる。

　もっとも、限界を超えるということは、本来肉体に備わっている安全装置を外すということだ。あとで強烈な反作用があるのは覚悟しなければならない。

　そのまま、気配を隠そうともせず、無む造ぞう作さに扉の前まで歩いていく。

　外の二人が緊きん張ちようする気配が、手に取るように伝わってくる。

「……そこの二人、聞きたいことがある」

　カミトは、わざと聞こえるか聞こえないくらいの声で話しかけた。

　と、二人の気配が扉に近付く。

「話だ。僕ぼくの境きよう遇ぐうについて聞きたい」

「あ、あなたと会話するなと、エリス様から命令されています！」

「お、おとなしくベッドに戻ってください」

　なんだか怯おびえた様子の声が返ってきた。

「あ、う……淫いん王おうと話してしまったわ、どうしよう……」

「だ、大丈夫よ。ちょっと言葉を交わすくらいなら、純じゆん潔けつは奪われないわ」

「ちょっと……ってことは、いっぱい話したら？」

「そ、それは私にもわからないわ……」

　扉の向こうで交わされるヒソヒソ声。

　会話の意味は、よくわからなかったが──

「──そうか。わかったよ」

　カミトが答えると、二人の気配がほっと緩ゆるんだ。

　瞬間、扉に向かって掌てのひらを打ちつける。

「……ぅくっ……！」

　うめくような短い悲鳴。少し遅れて、ドサッと少女たちの倒れる音が聞こえた。

〈壊かい衝しよう破は〉──拳こぶしに神威カムイを纏まとわせ、物体越しに衝撃を放はなつ暗殺技だ。

　そのまま鍵穴も破壊し、扉を開く。

　扉に歩み寄っていた少女たちは脳のう震しん盪とうを起こし、気絶していた。





　　　　◇






「こ、これは抜け駆がけではない……そう、断じて抜け駆けではないのだ……」

　学院の長い廊ろう下かを、エリスはぶつぶつと呟つぶやきながら歩いていた。

　手には小さな鍋を持っている。クレアたちと別れ、一度部屋に戻ったエリスは、今朝作ったお粥かゆをあたためて持ってきたのだ。

　数種類の薬草を使った特製の七なな草くさ粥がゆで、消化もよく、滋じ養ようもある。

　目覚めたばかりのカミトには、ぴったりの食事だろう。

「あ、あくまで騎き士し団長の勤めとして、〈風王騎士団シルフイード〉の仲間を見舞うのは当然のこと。シムルグ、お前もそう思うだろう？」

　訊たずねると、エリスの肩にとまった魔鳥がくるると鳴く。

　エリスは満足そうに頷うなずくと、この顔の怖い契約精霊に小さな干し肉を与えた。

「うむ、そうだろうそうだろう。病み上がりにはやはり、消化にいいお粥が一番だ。ただし、うっかりしてちょっと温あたためすぎてしまったから、わ、私がふうふうして、冷ましてやる必要があるな。そ、そして、その、あ、あーんとか……」

　エリスは宙を見上げて妄もう想そうした。

『カミト、ど、どうだ、私のお粥は？』

　ふうふう息を吹きかけて、カミトの口にそっとスプーン運ぶエリス。

　しかし、お粥を口にしたカミトは、

『──まあまあだ。だが、ちょっと塩しお気けが足りないな』

　と、そんな不満を口にする。

『……～っ、そ、そうか、それはすまなかった。今度から気をつけよう……』

『いや、これはこのままでいい』

　落ち込むエリスの肩に、カミトはそっと手をまわし、

『……あっ、な、なにをするのだカミト……きゃんっ♪』

　ぺろっ。と、首筋を優しく舐なめられる。

『これでちょうどいい塩加減になったな』

　ぺろっ。ぺろぺろっ。ぺろっ。

『ひゃんっ……あ、だめだカミト……そ、そんなところを舐めては……』

『力を抜けよ、お堅い騎士団長さん』

　ぺろっ。ぺろぺろぺろぺろっ。

『……っ、そ、そんな……んっ……激しくしたら、だめ、あ、ああっ！』

『お前は俺おれの調味料だ。調味料が口をきくな』

『ち、違う……わ、私は、調味料なんかじゃ、ひゃんんんっ……』

　……なんだか性格まで変わってしまったカミトに、乱らん暴ぼうに押し倒されてしまう。

　そして、そしてそして──

　……つん。つんつん。

　と、首筋を鋭い嘴くちばしでつつかれる。

　歩きながら妄もう想そうに浸ひたっていたエリスは、ハッと我に返った。

（……な、なにを考えているのだ私は！）

　こほん、と咳せき払ばらいして背筋をぴんと伸ばす。

（カミトは、辛つらい思いをして記憶を失っているというのに──）

　ぶんぶん首を振ると、すぐにもとの凜り々りしい騎き士し団長の顔に戻った。

　廊ろう下かの角を曲がったところで──

「……なっ!?」

　エリスは絶句して固まった。

　カミトの部屋の前で、二人の少女が倒れている。

　監視につけていた〈風王騎士団シルフイード〉の騎士たちだ。

「だ、大丈夫か！」

　エリスは鍋を床に置き、あわてて二人のそばに駆かけ寄った。

　……息はある。外がい傷しようもなく、たんに気を失っているだけのようだ。

「……至近距離で、神威カムイの塊かたまりを撃ち込まれたのか」

　呟つぶやく。と、少女の一人が目を覚ました。

「……う……騎士団長……」

「……リュスカ、なにがあった？」

「淫いん王おうが……脱走を……」

　エリスの顔が青くなった。

　やはり、グレイワースの指示通り、早急に監視の騎士を増やすべきだった。

　カミトが女の子に危害を加えるような男でないことを、エリスは知っている。

　しかし、記憶を失ったいまのカミトは、乙女の園に解き放はなたれた野や獣じゆうだ。夜の魔王の本能を剥むき出しにして、清らかな乙女に、あんなことやこんなことを──

「……そ、そんなの、だめ──だめだ！」

　エリスは立ち上がって叫んだ。

「と、とにかく、早急にカミトを捕獲しなければ──」

　何か事件を起こす前に、捕まえなければならない。

　学院の乙女の貞てい操そうだけでなく、カミトの名めい誉よを守るためにも、だ。

　エリスは周囲の風の精霊を呼び集め、騎士団の仲間に指示を飛ばした。





　　　　◇






（……まるで〈教きよう導どう院いん〉の〈岩窟城〉だな）

　その頃ころ、部屋を脱出したカミトは、寝ね間ま着き姿のまま建物の中をさまよっていた。

　長い間眠っていたせいなのか、やはり身体の感覚に違和感がある。

　いまは学舎全体で講義が行われている最中なのか、学生とすれ違うことはない。廊ろう下かを行き交う精霊たちも、とくにカミトを気にとめることはないようだ。

　学院の建物は、人間よりも精霊にとって心地よい環境を重視しているためか、階段は縦じゆう横おうに交こう錯さくし、廊下は幾いく重えにも折れ曲がって分かれていた。

　通路には光球のような精霊がふわふわと浮遊し、さながら騙だまし絵えの世界に迷い込んだかのような錯覚を覚える。

　カミトの育った〈教導院〉の施設もまた、似たような迷宮構造をしていたが、それはたんに外部の敵に対しての備えだったと記憶している。

（そんなことどうでもいいことは覚えているのにな……）

　自分が何な故ぜここにいるのか──一番肝心なことが思い出せない。

（何か手がかりがあれば──）

　ふとカミトの脳のう裏りに、ある少女の顔が思い浮かんだ。

　カミトが目を覚ましたとき、泣きながら抱きついてきた少女。

（……あの娘こは、たしかに僕ぼくのことを知っていた）

　彼女は、記憶を失う前のカミトと、何か深い関わりがあったのだろうか──

　と、カミトは気配を消して、窓のそばに近づいた。

　正門前には姫ひめ巫み女この少女たちが集まって、大掛かりな儀ぎ式しきの準備をしている。

　やはり、数日中に大きな祭さい事じがあるようだ。

（……正門からの脱出は無理そうだな）

　実戦経験の少ない学生相手とはいえ、あれほどの数の精霊使いを相手に、素す手でで立ち回るほど無謀ではない。軍用精霊使いのミュア・アレンスタールなら、あるいは強行突破も可能だったかもしれないが──

　と、思考をめぐらせていた、その時だ。

　……ぎゅるるるるる。

　大きな腹の音が廊下に鳴り響いた。

（……っ、まずいな……）

〈教導院〉の暗殺技能者は、食しよく糧りようがなくても数日間は作戦行動ができるよう訓練を受けている。──が、それはあくまで可能である、というだけの話だ。

　しかも、カミトはこれまでベッドに寝たきりの状態で、おそらくは治癒師ヒーラーのかけた活性の魔術によって肉体を維持していたにすぎない。

　強力な自己暗示のおかげで、いまはなんとか動けているが、このままではいずれ空腹で倒れることになるだろう。

（なぜ、こんな初歩的なことに気付かなかった？）

　通常なら絶対にしないミスだ。

　記憶喪そう失しつという状態に対する、焦りがあったことは否いなめない。

（……なにか、ないのか？）

　願う気持ちで、寝ね間ま着きのポケットを探ってみる。

　が、もちろん、都合よく食料が入っているわけもなく──

「……カミト君？」

　と、背後で少女の声がした。

「……っ!?」

　振り向くと、廊ろう下かに面した扉から、数人の学生が顔を出していた。

　最も目を惹ひくのは、艶つややかな黒髪に薄闇色の眼めをした、飛び抜けて美しい少女だ。なぜか、着ている制服のデザインがほかの少女たちと異なっている。

「カミト君、どうしてこんなところに──」

　と、彼女はハッとして口をつぐむ。

「えっと……ひょっとして、脱走？」

　刹せつ那な。カミトは床を蹴り、少女に一瞬で肉にく薄はくした。

　そのまま、口を押さえて床に押し倒す。

「ちょっ──カミト君っ……む、むぐぐぐ～！」

「──騒ぐな。少しでも声を上げたら、あんたを殺す」

　カミトは少女を組み伏せたまま、冷酷に宣告した。

「おまえたちもだ──」

　と、その姿勢のまま、扉から顔を出した少女たちを睨にらむ。だが──

「きゃ、きゃああああああ！」

「い、淫いん王おうが本性を剥むき出しにしたわ！」

「誰だれか、誰か来てえええ！」

　少女たちは悲鳴を上げながら、ぱたぱたと走り去っていく。

「なっ──」

　カミトは唖あ然ぜんとした。

　黒髪の少女を組み伏せたことは、脅しになるどころか逆効果だったようだ。

（……っ、仲間を呼ばれたら厄介だな）

　こうなった以上、速やかにこの場を離れる必要がある。

　カミトは組み伏せた少女の口から手を離した。と──

「……～っ、も、もうっ、積極的なのはいいけれど、いくらなんでも、み、みんなに見られてるところでなんて、カミト君のえっち……」

　少女は顔を赤らめ、そんな非難の言葉を口にした。

「え、えっち？　……な、なにを言っている？」

　予想外の非難に狼狽うろたえるカミト。

（……というか、この娘こも僕ぼくのことを知っているのか）

　カミトはあらためて少女の顔を見つめた。

　艶つややかな黒髪。夜を溶かし込んだような薄闇色の瞳ひとみ。

　ひと目見ただけで印象に残るであろう、とても美しい少女──

　……ぎゅるるるる。

　不意に、そんな緊きん張ちよう感のない音が廊ろう下かに響きわたった。

　……少女を組み伏せた姿勢のまま、固まるカミト。

「えっと……カミト君、ひょっとしてお腹なか空すいてるの？」

「お前には関係のないことだ」

　動どう揺ようを悟られるまいと、カミトは冷静に返答した。

　すると、彼女はくすっと微笑ほほえんで、胸の谷間に手を伸ばし、

「……調理授業で作ったお菓子あるけど、食べる？」

　小さな小袋を取り出した。

　カミトは、ごくりと唾つばを飲み込んだ。

（罠わな──ってことは、考えられないが……）

　この少女とここで出会ったのは、ただの偶然だ。

　名門学院の生徒が、毒入りの菓子を持っている理由もない。

　おそらく、精霊に奉ほう納のうするためのお菓子だろう。

「なぜだ？」

「え？」

「僕ぼくは危険な脱走者なんだろ？」

「お腹なかを空すかせたカミト君を、放ほうってはおけないわ」

　真しん摯しな眼まな差ざしで、カミトを見つめる少女。

　カミトが逡しゆん巡じゆんしていると──

「いたわ、あそこよ！」

「慎しん重ちように回り込め！　視線を合わせたら虜とりこにされるぞ！」

「フィアナ様を救い出すのよ！」

　甲かつ冑ちゆう姿の騎き士したちが、吹き抜けの階段を上ってくる。

「……悪いな。これは貰もらっていく」

　カミトはお菓子の小袋を受け取ると、廊ろう下かを駆かけ出した。





　　　　◇






　……数分後。

「ぐっ……あ……」

　空き教室に隠れたカミトは、一人悶もん絶ぜつして倒れていた。

　あのクッキーを食べた途と端たん、焼けるような痛みが喉のどを突き抜け、全身が麻ま痺ひしたのだ。

　腹を押さえながら、床をのたうち回る。なんだか熱まで出てきたようだ。

（……くっ……やはり、毒だったのか？）

　いや、〈教きよう導どう院いん〉の暗殺技能者の肉体は毒に慣らされている。並の毒物は効かないはずなのだ。これはたんに──

（……人知を超えた不ま味ずさなんだ！）

　戦せん慄りつとともに、カミトはそう結論した。

（……これを精霊に奉納していいのか？　それとも、これが精霊の好みなのか？）

　ぐるぐるとめぐる思考。だが、いまはそんなことを考えている場合ではない。

「淫獣を捕らえろ！」「下着！　下着を餌におびき出すのよ！」

　空き教室の前の廊下を、パタパタと足音が駆けていく。

　彼女たちに見つかれば終わりだ。

　いまのカミトは、とても戦える状態ではない。

（……というか、なんで僕は淫獣なんて呼ばれてるんだ？）

　記憶を失う前の自分は、この学院でいったい何をしたというのか──

「まだ近くにいるはずよ！」「空き教室を捜しなさい！」

　激しい足音が近づいてくる。

（……仕方ない）

　窓の外を見下ろすと、校舎裏の庭に人はいないようだ。

　カミトは寝ね間ま着きを脱ぐと、引きちぎって結び、即席のロープを作る。

　上半身裸になって、不審者っぽさが増した気もするが、気にしてはいられない。

　布の端を大きな机にくくりつけ、窓から外に脱出した。

　結んだ布を伝い、素早く校舎の壁を下りていく。布の長さはだいぶ足りないが、自分の身体能力なら、飛び降りても足の骨を折ることはないだろう。

　順調に一階に差し掛かった、その時──

　うぉんっ、うぉんっ！

　どこからか犬の吠ほえ声が聞こえた。

（……犬？）

　と、声のしたほうを振り向くと──

　学舎の向かいにある茂みから、大型の白い犬が姿をあらわした。

（……いや、違う、犬なんかじゃない！）

　あれは大狼ダイアウルフ──獣の姿をとれる高位精霊だ。

　白い毛皮の大狼はカミトの姿を認めると、突然、飛びかかってきた。

「うわ！」

　思わず、布から手を離しそうになる。

　狼の鋭い爪は、カミトに到達する寸前で空を切る。

　うぉんっ、うぉんっ！

　狼型の精霊に敵意はなく、ただカミトにじゃれついているだけのようだ。

（精霊が、契約者以外の人間に懐なつく？）

　……ありえない。少なくとも、そんな例は聞いたことがないが──

「……フェンリル、いったいどうしましたの？」

　と、下の教室の窓が開き、一人の少女が顔を出した。

　煌きらめくプラチナブロンドの髪。美しいエメラルドの瞳ひとみが特徴的なお嬢じよう様さまだ。

　彼女は訝いぶかしげに眉まゆを寄せ、頭上を見上げた。そして──

「きゃああああああああっ！」

　甲かん高だかい悲鳴が上がる。

　当然だ。頭上から半裸の男が壁を伝って下りてきたのだから。

「リンスレットさん、どうしたの？」

「ローレンフロスト嬢ともあろう方が、そんな声を……って、きゃあ！」

　教室の窓から、つぎつぎと顔を出してくる乙女たち。しかも、御祓みそぎのために着替えをしていた最中らしく、彼女たちは全員、あられもない下着姿だった。

「の、覗のぞきよ！」

「違ちが──」

　あわてて叫ぼうとするが、

「黙りなさい、この変態！」

　少女の放はなった精霊魔術の光が、カミトの掴つかむ布を焼き切った。

「……っ！」

　地面に落下するカミト。なんとか受け身をとったものの、全身を痛打する。

「……ああっ、カ、カミトさん!?」

　プラチナブロンドの髪の女の子が心配そうに駆かけてくる。

　教室にいた少女たちも、つぎつぎと窓を乗りこえてきた。

　精霊魔装エレメンタルヴアツフエを手にした娘も何人かいるようだ。

「ぐっ……」

　……逃げなければ。ここで捕まるわけにはいかない。

「だ、大丈夫ですの？」

　カミトの目を覗き込んでくる、下着姿の美少女。

　カミトはその腕を掴み、素早く背後にまわって羽は交がい締じめにした。

「……やんっ……な、なにをしますの!?」

「女、おとなしくしろ」

「……ひゃうっ……カミトさん、そんな耳もとで、あふぅ……」

　耳もとで囁ささやくと、少女の力がへなへなと抜けていく。

　やはり、この学院の生徒は男への耐性がないようだ。

「おのれ、卑ひ怯きよう者もの！」「人ひと質じちをとるなんて最低！」「す、少しは見直してたのに！」

　下着姿の女の子たちが立ち止まってカミトを囲んだ。

　大狼ダイアウルフの精霊も、困ったように周囲をくるくると歩き回る。

（……さて、どうするか）

　この少女を人質にしたまま、なんとか逃げおおせなくては──

　不意に、頭上で突風が吹き荒れた。「……っ!?」

　カミトが上を見上げると──

「カ、カミト……き、君はいったい、なにをしているのだっ！」

　風を纏まとう槍やりを手にした少女が、二階の窓から飛び降りてきた。

　軽やかに着地する少女騎き士し。ポニーテールの髪がふぁさっと揺れる。

「騎士団長……」

　羽交い締めにしている金髪のお嬢じよう様さまが呟つぶやいた。

　……どうやら、このポニーテールの少女が、騎士団のトップのようだ。

　凛りんとした鳶とび色いろの瞳ひとみが、カミトをキッと睨にらんだ。

「……～っ、まったく、記憶を失っても、き、君は夜の魔王なのだな！」

「……夜の魔王？」

　耳慣れない言葉に、カミトは訊きき返す。〈教きよう導どう院いん〉の老人達は、確かにカミトのことを〈魔王〉の後こう継けい者しやと呼んでいたが──

（それと何か関係があるのか？）

　少女騎き士しは、風を纏まとう槍やりをすっと構えた。

「カミト、君に危害を加えるつもりはない。記憶を失い不安な気持ちはわかるが、リンスレットを離して、おとなしく部屋に戻って欲しい」

「そういうわけにはいかないな」

　カミトは、人ひと質じちを掴つかむ腕の力を強めた。

「……ぁんっ、カ、カミトさん、えっちですわ……！」

「僕ぼくを捕らえたかったら、力ちから尽ずくできたらどうだ？」

　あえて挑ちよう発はつして、動どう揺ようを誘おうとするが──

「……っ、ならば、仕方ないな！」

　騎士団長が槍を真横に薙なぎ払はらった。

　槍の穂ほ先さきから、渦巻く風の塊かたまりが打ち出される。

「……っ!?」

　カミトはリンスレットを突き飛ばして、真横に跳んだ。

　突風の塊が、二人のいた場所を大きくえぐる。

（……っ、人質ごと巻き込むつもりか!?）

　カミトにとって予想外の攻撃だった。

「もうっ、騎士団長、乱らん暴ぼうですわよ！」

「悪いな。だが本当に当たりそうなら、フェンリルが庇かばっていただろう」

「そ、それはそうですけど……」

　文句を言う少女に構わず、騎士団長は突風の塊を放はなつ。

　指し向こう性せいの風圧弾だ。当たったところで死にはしないだろうが、いまのカミトが喰くらえば、間違いなく戦闘不能に陥おちいるだろう。

　同時に、彼女は間合いを詰めてくる。

　風を纏う槍の尖せん端たんが、カミトの身体を掠かすめた。

（……強いな。他ほかの学生とは段違いだ）

　地面を転がりながら、カミトは冷静に分析する。槍捌さばきもスピードも申し分ない。風使いなのだろうが、風の魔術を自身の武技と組み合わせることにも長けている。

　──一方、カミトの身体は本調子にはほど遠い。先ほどのクッキーのダメージに加え、ぬぐいきれない身体感覚の違和感が、動きを大幅に鈍にぶらせている。

「カミト、おとなしく縄につくがいい！」

　振り下ろされる槍の斬撃を、ギリギリで受け流すカミト。

「いい腕だ。女騎き士し、名前は？」

「……っ！」

　その瞬間。凛りんとした彼女の瞳ひとみに、大粒の涙が浮かんだ。

（……え？）

「君は、本当に忘れてしまったのだな──」

　寂さびしそうな表情を浮かべ、きゅっと唇くちびるを噛かむ。

「私は、ファーレンガルト家次女──エリス・ファーレンガルト」

「……ファーレンガルト家？」

　その名前には、聞き覚えがあった。

　オルデシア帝国の軍ぐん務むを司つかさどってきた、武門の名家だ。

　エリスは、槍やりを大きく振りかぶると──

「君の婚約者だっ！」

「──は？」

　衝撃の言葉に、カミトの動きが一瞬固まった。

　烈れつ風ぷうを纏まとう槍が、頭上から容よう赦しやなく振り下ろされる。

（しまっ……！）

　回避は不可能。とっさに腕を交差させ、防御の構えをとる。

　精霊魔装エレメンタルヴアツフエの刃やいばに対して、その程度の防御が無駄なことはわかっていたが──

　ズキン──！

　腕を交差させた途と端たん。右手の甲に、鋭い痛みが走った。

（……っ、な──に……!?）

　エリスが鳶とび色いろの目を見開く。

　精霊魔装の刃を、受け止めた──瞬間。

　ほとばしった閃せん光こうが、周囲のすべてを吹き飛ばした。
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「……う、く……！」

　全身に走る激痛に、うめき声が漏れる。

　カミトが倒れていたのは、校舎裏から少し離れた茂みのそばだった。

（いったい、何があったんだ……）

　朦もう朧ろうとする意識を叱しつ咤たし、立ち上がろうとすると──

　背後からぐいっと襟えり首くびを掴つかまれた。

「……うわ!?」

　そのまま、茂みの中へ強引に引っぱり込まれる。

　茂みの中にいたのは、あの紅あかい髪の美少女だった。

「お、おまえ……」

「静かにして。また見つかりたいの？」

　人差し指を口に押し当ててくる少女。

　指先のやわらかい感触に、カミトは思わずドキッとする。

「変態が逃走したわ！」「なにがあっても捕らえなさい！」「であえ、であえ！」

　茂みのすぐそばを、武器を手にした少女たちの集団が走り去っていく。

「……まったく。教室からカミトの姿が見えたから、なにごとかと思ったら──」

　少女はため息をつき、カミトを睨にらんだ。

「いま見つかったら、あんた、女の子たちに八つ裂きにされるわよ」

「……そのようだな」

　カミトの額ひたいを冷たい汗が流れた。

　周囲には、カミトを探すための精霊も飛び交っているようだ。

　もはや、この学院から無事に脱出することは不可能に近い。

「何があったの？　なんか、突然爆発があったみたいだけど」

「さあな──」

　カミトは、自身の右手に目を落とす。

　と、手の甲に、複雑な紋もん様ようが浮かび上がっていた。

「……な、なんだこれは!?」

「それは精霊刻こく印いんよ。契約精霊との絆きずなの証明」

　少女が真剣な表情で告げてくる。

「精霊刻印？　僕ぼくは精霊契約なんて──」

　ズキン──！

　頭ず蓋がいの奥で、疼うずくような痛みが走った。

「……っ……う……ぐ……！」

　頭を押さえてうずくまる。

「……無意識にエストを呼び出そうとしたのかもね」

「エス……ト……？」

　ズキン、ズキン、ズキン──

「……おまえ、この刻印のことをなにか知っているのか？」

「ええ」

　こくっと頷うなずく少女。

「とりあえず、あたしの部屋に来なさい。あんたの記憶のことも、教えられることは教えてあげるわ。どのみち、ほとぼりが冷めるまでは隠れてたほうがいいでしょ」

「ぐ……」

　武器を持った女の子の集団を思い出し、カミトは口をつぐんだ。

（失った記憶の手がかり、か……）

　少なくとも、カミトを騎き士し団に突き出すつもりはないようだが──

　カミトが逡しゆん巡じゆんしていると、

　……ぎゅるるる。

　腹の音が盛大に鳴った。

　……そういえば、目覚めてから、あの殺人クッキーをひと口囓かじったきりだ。

「……えっと、お菓子も用意するわよ」

　そんな彼女の提案に──

　今度こそ、カミトは折れた。






第三章　教国動乱






　──そこに広がっていた光景は、この世の地獄だった。

「止まりなさい、姉君！　これより先は通しません！」

〈魔蠍宮スコルピア〉──かつて、魔王スライマンが居きよ城じようとしたと云いわれる宮きゆう殿でんを、何千何百という魔精霊の群れが襲っていた。

　血に塗まみれた広間で一人奮ふん戦せんするのは、アルファス教国の第二王女にして、教主の親衛軍を束ねる将軍、サラディア・カーンだ。

　腰まで伸ばした鮮やかな青い髪。強い光をたたえた琥こ珀はく色いろの瞳ひとみ。

　だが、今年で十六になる少女の顔には、濃い絶望の色が浮かんでいる。

　彼女はその手に一冊の魔導書を手にしていた。

〈千億の夜と百億の昼アルフ・ライラ・ワ・ライラ〉──無数の精霊を召喚する精霊魔装エレメンタルヴアツフエだ。

「あら、勇ましいことねえ、可愛かわいいサラディア──」

　魔女の唇くちびるが嘲あざ笑わらうように歪ゆがむ。

　目の前に立つ哀れな双子の妹が、虚きよ勢せいを張っていることを知っているのだ。

　──数時間前。第一王女、シェーラ・カーン率いる教団兵二百が突如、魔蠍宮を占せん拠きよした。王宮を守る兵士たちは魔精霊の群れに為なす術すべもなく蹂じゆう躙りんされ、精霊使いの駆かる軍用精霊は、その真価を発揮することのないまま喰くい散らかされた。

　教国の親衛軍が脆ぜい弱じやくだったというわけではない。サラディア・カーンをはじめ、王宮を守護する精霊使いは一騎当千の使い手であった。

　しかし、彼女たちは精霊魔装エレメンタルヴアツフエを展開することすらできず、次々と倒された。

　召喚した契約精霊が、たちまち狂きよう乱らんし、契約者自身に向かって牙を剥むいたのだ。

「……っ、なぜ……なぜ、私の精霊が……！」

　サラディア・カーンの召喚した無数の精霊もまた、共食いをはじめていた。

　地獄絵図を繰りひろげる広間の中央を、魔女が悠然と歩いてくる。

「ふ、ふふ、ふ……」

「……っ、……うう、う……」

　広間の先は玉ぎよく座ざだ。この先に進ませるわけにはいかないのに──

　膝ひざが震えて動かない。蛇へびのような魔女の瞳ひとみに射い竦すくめられていた。

（……あれは、シェーラ姉様なんかじゃない。あれは、国を喰らう魔物だ！）

　震える手で、腰の曲きよく刀とうを抜き放はなつ。

「あ……う、う……ああああああああっ！」

　悲ひ壮そうな絶ぜつ叫きようをほとばしらせ、魔女に向かって突進した。

「あらぁ、そんなに死にたいの？」

　魔女がくすっと嗤わらう。

　閃ひらめく刃やいばを軽く躱かわし、その腹に拳を叩たたき込こんだ。

「かはっ──」

「あ……ぐ……ぅ……！」

　うずくまって喀かつ血けつする、教国の姫将軍。

　シェーラは曲刀を拾い上げながら──

「愚かな妹。剣なんて握ったこともないでしょうに」

「……くっ……殺すなら、殺しなさい──」

　琥こ珀はく色いろの瞳に憎ぞう悪おをを込め、少女は姉を睨にらんだ。

「ふふ、そう簡単には殺さないわ。おまえには、まだ役に立ってもらうから」

　魔女は血ち溜だまりに倒れたサラディアを踏みつけて、玉座の間へ上っていく。

　そして──

「──ただいま帰き還かんしました。教主よ」

　玉座に座る老人に、曲刀の刃を突きつけた。

「……血迷ったか。呪われし娘よ」

　と、しわがれた声が広間に響きわたる。

「所しよ詮せん、蛇の子は蛇。おまえを生かしてきたのが、私の最大の過ちであったようだ」

　真しん紅くのローブに身を包んだ老人は、声に苦渋を滲にじませた。

　アルファス教国現教主──ラージハル・カーン。

　齢よわい八十を超える老ろう齢れいの王だが、その眼光はまったく衰えていない。

　オルデシア帝国やドラクニア竜公国といった強国に囲まれながら、過去二度にわたるランバール戦争を生き抜いてきた猛も者さだ。

　血で血を争う親族同士の抗争も、一度や二度ではない。無数の敵を叩たたき潰つぶし、屍しかばねを踏み越え、この政情不安定な教国を支配し続けてきた。

　だが、いまその喉のど元もとには、魔女の凶きよう刃じんが突きつけられている。

「──おまえには、その玉ぎよく座ざに座る資格はない」

「ならば、貴様にはあると？　呪われし蛇へびの娘よ──」

「ふふ──」

　シェーラは嘲あざ笑わらい、曲きよく刀とうを真横に薙ないだ。

　喉を切られた老人の身体が、骸むくろとなって玉座から崩れ落ちる。

「──教主！」

　サラディアが悲鳴を上げた。

「──この玉座は、もともと俺のものだよ」

　魔女は血ち塗まみれの玉座に腰をおろし、パチリと指を鳴らした。

　開け放はなたれた広間の扉から、精せい鋭えいの教団兵が入ってくる。

「生き残っている王族を探して、牢ろうに閉じ込めろ。逆らう者は殺して構わん。ああ、姫ひめ巫み女こは殺すなよ。そこに倒れている姫将軍もだ。優秀な精霊使いには利用価値がある」

「……っ、こんなことをして、姉君は、なにが望みなのですか！」

　血ち溜だまりに横たわるサラディアが叫んだ。

「ああ？」

「大陸諸国はこのクーデターを非難するでしょう。姉君は、教国を狙う狼どもに格好の口実を与えてしまったのですよ！」

　魔王教団との繋つながりを疑われているアルファス教国は、周辺諸国から常に非難の目を向けられてきた。にもかかわらず、これまで大規模な侵略戦争を仕掛けられることがなかったのは、ラージハル・カーン──玉座の前で骸となって転がっている、教主の外交手腕の巧みさによるものだ。

「口実、ね──」

　シェーラ・カーンは可お笑かしそうに嗤わらった。

「それが欲しかったのは俺おれのほうだ。俺が、この大陸を戦火に引きずり込む」

「なっ……なぜ、そんな──」

「ククク、決まってるだろう。それが〈魔王〉の使命だからさ」

「……」

　ゾッとするような声に、サラディア・カーンは絶句する。

「姉君……あなたは、いったい……」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやく第二王女の身み柄がらを、教団兵たちが拘こう束そくした。
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　教団兵を下がらせ、誰だれもいなくなった王の間に──

「──おめでとうございます、新教主。見事なものですね」

　と、暗闇の奥から人影が浮かび上がった。

　そこに現れたのは、十二、三歳ほどの可か憐れんな容姿の少女だ。

　燦さん然ぜんと輝く黄金の髪。神秘的な紫紺ヴイオレツトの瞳ひとみ。ただし、片方の目──左目には、無ぶ骨こつな眼がん帯たいを装着している。

　少女は、聖王に仕える僧侶プリーストのような、純白の聖服を身に纏まとっていた。

　神聖ルギア王国〈枢すう機き卿きよう〉──ミレニア・サンクトゥス。

　数ヶ月前、外交特使として派遣され、教国内部の魔王教団に接触してきた人物だ。

　魔王教団は、彼女を通じて聖国より資金提供を受けてきた。

「俺おれとしては失望を禁じ得ないな。かつて大陸を震しん撼かんさせた〈魔王〉の居きよ城じようが、こうも容易たやすく陥おちるとは──」

「精霊が使えなければ、親衛軍などこんなものでしょう」

　少女は左目の眼帯に手を伸ばし、その瞳を露あらわにした。

　透き通った紫紺ヴイオレツトの瞳の中に、不気味な闇が蠢うごめいている。
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「ほう、それが──」

　と、シェーラが息を呑のみ、呟つぶやいた。

「貴様が宿したという、この世ならざる闇か」

　──そう。親衛軍やサラディアの精霊を狂わせたのは、この少女の瞳ひとみだった。

　視界に収めたものすべてを狂きよう乱らんに導く、漆しつ黒こくの魔ま眼がん。

　狂気は狂気を呼んで感染し、瞬く間に宮きゆう殿でんに充みち満みちた。

「〈精霊王〉さえ狂わせる、真なる闇。これを浴びて耐えられるのは、すでに狂乱している魔精霊の眷けん属ぞくくらいでしょう──」

　そう微笑ほほえむ少女自身が、最も精せい緻ちに狂っているのではないか──

　シェーラはそんな皮肉めいたことを考えた。

（──聖国の送り込んできた枢すう機き卿きようか）

　この少女が単独で動いている、ということもあるまい。背後にはおそらく、聖国の最高意志決定機関である〈聖法機関デ・ゼツサント〉の存在がある。

「貴様の見返りは──いや、聖国の見返りは、軍用精霊だったな」

「──はい。教国の戦術級軍用精霊を、七体ほど」

「──七体か。ずいぶんと強ごう欲よくだな」

　七体の戦術級軍用精霊。精霊騎き士しを配備していない都市ならば、一夜で攻め滅ぼせるほどの軍事力だ。しかも、軍用精霊をまともに運用するとなれば、それを使し役えきする精霊使いの数も揃そろえる必要がある。

「精霊使いは不要です。それに、新教主様は、ルビア・エルステインの徴ちよう収しゆうした軍用精霊を、すべて手中に収めたはずでは？」

「ふん、よく調べている──」

　ルビア・エルステインは、ジオ・インザーギなど、元〈教きよう導どう院いん〉出身の戦闘技ぎ能のう者を各地の遺い跡せきに送り込み、自前の軍隊の創設を目もく論ろんでいた。

　だが、ルビアの同盟者であった魔王教団は彼女を裏切り、〈教導院〉の暗殺技能者と軍用精霊を接せつ収しゆうしたのだ。

「数体はミュア・アレンスタールが使い潰してしまったようですが、それでも、ルビア・エルステインの軍用精霊はまだ残っているでしょう？」

「貴様の目的は何だ？　聖国の犬よ」

　シェーラは少女を鋭く見下ろした。

　ミレニア・サンクトゥスの瞳に宿した闇が、かすかに揺らめく。

「教主様、アレイシア精霊学院の地下に〈玄げん室しつ〉が顕けん現げんしたのはご存じですか？」

「貴様、俺おれを誰だれだと思っている」

〈玄室〉──魔王資格者に与えられる宝ほう物もつ庫こ。

　魔王の武具と、その配下である七十二の精霊を封ふう印いんした特異空間。

　魔王の覚かく醒せいと共にこの世に顕現し、世界を支配する力を与えるものだ。

「失礼しました。では、その〈玄げん室しつ〉に〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉が封ふう印いんされたのも？」

「……そのようだな」

　シェーラは苦々しく頷うなずいた。

　本来、魔王の所有物ではなかった〈魔王殺しの聖剣〉が〈玄室〉に所蔵されたということは、玄室はカゼハヤ・カミトを、正統な魔王として認めたということになる。

（……業ごう腹はらだが、今はしかたあるまい）

　現在の〈彼〉は、シェーラ・カーンの肉体に憑ひよう依いした、妄もう念ねんの塊かたまりに過ぎない。

〈闇の精霊王レン・アツシユドール〉の力を宿す魔王資格者ではあるが、与えられた力は、魔王のなり損ないである〈ネペンテス・ロア〉と同程度だ。カゼハヤ・カミトが上位の魔王資格者として選ばれたのも、当然といえる。

　あの〈魔王殺しの聖剣〉が〈魔王〉の佩はい刀とうになるとは、皮肉なものだが──

「──我が主あるじは、あの〈魔王殺しの聖剣〉を求めておられます」

「ふん、〈聖法機関デ・ゼツサント〉のグランドマスターが、なぜあれを欲する？」

「あなたには関係ないことです、教主様」

　ミレニアはにこっと微笑ほほえんだ。……答える気はないということか。

「ふん、まあいい。だが、あの剣精霊をいかなる方法で奪うつもりだ。不完全な状態とはいえ、あれは最高位の精霊。俺おれの〈バンダースナッチ〉でも奪えまい」

「──そうでしょうね。あれが通常の状態であれば」

「ほう？」

「カゼハヤ・カミトは現在、記憶を失った状態にあります。つまり、彼と剣精霊を繋つなぐリンクが切れているということ」

「──なるほど、な」

　カミトが剣精霊を顕けん現げんさせることができないのであれば、〈玄室〉に具ぐ現げん化かした聖剣の物理体オブジエクトを奪取することは可能だろう。だが──

「〈玄室〉が顕現したのはアレイシアの地下だ。周囲は侵入不可能な精霊の森に囲まれ、最高クラスの防御結けつ界かいに守護精霊、麓ふもとの都市にはオルデシア正規軍も駐ちゆう屯とんしている。たとえ軍用精霊七体をもってしても、あの要よう塞さいを落とすことは不可能だ」

「ご心配なく。堅けん牢ろうな要塞も、内部からの攻撃には脆ぜい弱じやくなもの。〈聖法機関デ・ゼツサント〉の〈目〉は、あらゆる場所に偏在するのですよ」

　ミレニア・サンクトゥスは唇くちびるを舐なめ、くすりと微笑んだ。






第四章　魔王の玄室






「……〈教きよう導どう院いん〉が……壊滅した？」

　レイヴン教室寮のクレアの部屋で──

　彼女の話を聞いたカミトは、愕がく然ぜんとして呟つぶやいた。

　座ったベッドが音をたてて軋きしむ。

「嘘うそだ……そんなこと……」

「──本当よ」

　だが、クレアはきっぱりと首を横に振った。

　彼女の話によれば──

　四年前、とある封ふう印いん精霊の暴走事故によって〈教導院〉は壊滅。教導師は全員精霊に殺され、遺い児じたちの多くは帝国に保護されたという。

　その後、施設は帝国騎き士し団によって徹底的に破壊され、この地上から完全に消滅した。

　文字通り、地図に存在しない場所になったのだ。

　……信じられない。突然、そんなことを言われても、信じられるはずがない。

　だが──

（……彼女は〈教導院〉の存在を知っている）

　それは本来、あり得ないはずなのだ。

〈教導院〉の存在は、決して外に知られてはならない。

　まして、貴族の子女とはいえ、学生如ごときが手に入れられる情報では絶対にない。

　しかも──

「これがその証拠よ──」

　言って、クレアはテーブルの上に資料をドン、とのせた。

「図書館の資料室から持ち出してきたの。さすがに、最重要機き密みつ扱いの文書までは持ち出せなかったけれど、これで十分だと思うわ」

「……」

　カミトは貪むさぼるように資料を読み込んだ。

　これが巧こう妙みような偽ぎ装そうであり、カミトを陥おとしいれるための罠わなである可能性を疑って。

　しかし、大量の資料は、彼女の話が真実だとたしかに裏付けていた。

　これは本物の文書だ。内部にいた者しか知り得ない情報──作戦行動の記録や、所属していた戦闘技ぎ能のう者の名前が記されていた。

（……こんな文書が、学生が簡単に手に入れられる場所に存在するなんて）

　──それ以上に、なによりも衝撃的だったのが、その年月だった。

（……これが起きたのは、本当に四年前のことなのか）

　いま、カミトの中に残っている記憶は、およそ五歳から十二歳の頃ころのものだ。

　それ以前の記憶は施設で徹底的に抹消されたし、それ以後の記憶はない。

　自分が記憶を失った状態にあることは、理解している。理解しているが──

　まさかそれが、四年前の記憶だとは。

「混乱するのもわかるけど、本当よ。ほら──」

　と、クレアはカミトのことを指差した。

「あんたの身体、成長しているわ」

「……え？」

　指摘されて、いまさらながらに気付く。

　目覚めてから、なんとなく覚えていた奇妙な違和感。

　どこかちぐはぐな、肉体を支配できていないという感覚。

　いままで気付かなかったのが不思議なくらいだ。

　……その理由が、いまわかった。

（……たしかに、成長している）

　記憶にある、自分の体格ではない。

　十五、六歳の少年の体格だ。

「僕ぼくは……」

　愕がく然ぜんとして、自分の手足を見下ろすカミト。

　そんなカミトを痛ましい目で見つめ、クレアは口を開いた。

「──とりあえず、この四年間のことを、話してあげるわね」





　　　　◇






　ところどころ、言葉を選びながらではあったが──

　クレアはこれまでのカミトのことを話してくれた。

〈教きよう導どう院いん〉崩壊後、あてもなく彷徨さまよっていたカミトを〈黄昏の魔女ダスク・ウイツチ〉が保護し、大陸で唯一の男の精霊使いとして、この学院に編入させた。そして、〈チーム・スカーレット〉のメンバーとして〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉に出場させたのだという。

「……僕が〈精霊剣舞祭〉に？」

　信じられない、という顔でカミトは呟つぶやく。

　数年、あるいは十数年に一度開催される、大陸最大の祭典。

　裏の世界で生きる〈教導院〉の戦闘技ぎ能のう者には、まったく縁のない世界だ。

「本当よ。あたしたちは、カミトのおかげで優勝したわ。けれど──」

〈精霊剣舞祭〉の決勝戦。〈最強の剣舞姫レン・アツシユベル〉との剣舞で負った傷がもとで、カミトは記憶障害になってしまったのだという。

「じゃあ、この契約精霊も、その時に──」

　と、自身の右手に目を落とすカミト。

　手の甲に刻まれた精霊刻こく印いんは、この学院の洞どう窟くつで契約したという、剣精霊のものだ。

　施設の教導師は、カミトに決して精霊契約を許さなかった。

　刻ときが来れば、お前に最強の精霊を与える──と、そう約束して。

（最強の精霊、か……）

　ズキン──

　また頭痛がした。

　……まただ。また、精霊のことを考えた途と端たんに──

「カミト、大丈夫？」

「ああ……ちょっと頭痛が……」

　こめかみを押さえるカミトに、心配そうに声をかけるクレア。

「一度に喋しやべりすぎたわね。記憶を思い出そうとして、拒絶反応を起こしてるのかも」

　と、カミトの手の刻印を見つめた途端。

「え？」

　怪け訝げんそうな表情を浮かべる。

「まさか、これって……」

「どうしたんだ？」

「う、ううん、なんでもないわ……」

　クレアはごまかすように首を振った。

（……なにか隠してるな）

　そのことに気付いてはいたが、カミトはあえて踏み込まなかった。

「この契約精霊を呼び出すことは出来ないのか？」

　と、別のことを訊きく。

　記憶を失っているカミトは、精霊の召喚方法がわからない。だが、クレアに教えて貰もらえれば、勘かんを取り戻して召喚できるかもしれない。

「……たぶん、無理。エストは、物質収しゆう斂れんした状態で、学院の地下に封ふう印いんされているの。いまは学院長による封印解除の許可待ちよ」

「どうして、精霊が地下に？」

　呼び出せなくなった精霊は〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉に戻るはずだ。

「それは、あたしにもわからないわ。ただ、エストは数百年もこの地に眠っていた、特とく殊しゆな封印精霊だから……」

「……封印精霊か。そんなものと、よく契約できたな」

　古代の魔装具アーテイフアクトに封印された精霊は、気き性しようが荒く、人間に害をなすものが多い。

　よほど自信のある者でない限り、手を出すことはないのだが──

　カミトはもう一度、右手の精霊刻印に目を移した。

　結果的に暴走してしまったが──

（剣精霊、おまえは本当に、僕ぼくを守ろうとしてくれたのか？）

　その時、部屋の奥でニャーと猫の鳴き声がした。

「……？」

　顔を向けると、火猫の姿をした精霊がキッチンで鍋を温あたためている。

「あ、シチューが温まったみたいね」

　クレアは椅い子すを立つと、ツーテールの髪を揺らし、あわててキッチンに向かう。

　すぐにシチューをお皿によそって戻ってきた。

　……いい匂いがする。香こう草そうを散らした赤カブのシチューだ。

　カミトはごくりと喉のどを鳴らした。

「これは？」

「ボルシチよ。ローレンフロスト地方の料理で、リンスレット……あの狼型の精霊を使し役えきしてた娘こに教えてもらったの」

　カミトはシチューを口にする。

　さっきの殺人クッキーのこともあるので、すこし警戒していたのだが──

「…………うまい」

　ちょっと塩加減を間違えている気もするが、空腹の胃には十分だ。

「……っ！」

　ツーテールの髪が、嬉うれしそうにぴょんと跳ねる。

「……よ、よかった」

　それから、ほっと安あん堵どするように息をついた。

「ほんとは、消し炭になっていないか心配だったの」

「け、消し炭？」

「姉様に炎の使い方を教えてもらうまでは、うまく火加減ができなくて、火を操る力は攻撃魔術にしか使えなかったから……」

「姉がいるのか」

「ええ。姉様も、カミトが救ってくれたわ」

「……悪いな。覚えてない」

　カミトは静かにスプーンを置く。

「……クレア・ルージュ。僕ぼくは、これからどうすればいい？」

　いつ戻るかもわからない記憶。

　今のカミトにあるのは、あの施設で叩たたき込こまれた戦闘技術だけだ。

　これから何を目的にすればいいのか、正直、途方に暮れていた。

「ここの生活も悪くないわよ。記憶を取り戻すまで、しばらく心を休ませるといいわ」





　　　　◇






「……それで、カミトさんの様子はどうでしたの？」

　髪を結い上げたリンスレットが、心配そうに訊きく。

　その日の深夜。クレアたちは大浴場に集まって、今後の相談をしていた。

　時間も時間なので、浴場は貸し切り状態だ。

　湯気の向こうで、フェンリルが悠々と泳ぎ回っている。

「いまは部屋で寝ているわ。疲れてるみたいだし、もう脱走はしないと思う」

「エストのことも忘れてしまったなんて……」

　フィアナがため息をつくと、水面に浮かんだ胸がふよんと揺れた。

「たぶん、心の中の存在が大きければ大きいほど、忘れようとする力は強くなるんだと思うわ。そうしないと、心が壊れてしまうから……」

「そういえば、今朝の騒ぎはどうなりましたの？」

　と、リンスレットがエリスのほうを向く。

「騎き士し団で対応しておいた。本当はあんな騒ぎになる前になんとかしたかったのだが、結果的に大騒ぎになってしまったな」

　エリスがしゅんと落ち込んだ様子で呟つぶやいた。

「……わ、私は、カミトに嫌われてしまっただろうか」

「一応、事情は話しておいたから、大丈夫だとは思うけど」

　カミトを取り押さえようとした〈風王騎士団シルフイード〉とエリスに関しては、あまりいい印象を持たなかったかもしれない。

「あ、あの……」

　と、リンスレットがふたたび声を発した。

「なに？」

「やはり、ずっとこのまま──というわけには、いかないですわよね」

　……その言葉に、全員が口をつぐむ。

　それはたぶん、みんな頭の中で考えていたことだった。

（記憶を取り戻さないとだめって、わかってる。けど──）

　もし、このまま記憶を失っていれば、カミトはなにもかも忘れて、平和な学院生活を送ることができるかもしれないのだ。

「……それは、カミト君しだいでしょうね」

　フィアナがぽつりと呟く。

「なんにしても……」

　と、クレアがこほんと咳せき払ばらいした。

「……これまで、カミトはあたしたちを守ってくれたわ」

　お湯の中から立ち上がると、ぐっと拳こぶしを握る。

「だから、こんどはあたしたちがカミトを守る番よ」

「ええ」「そうだな」「ですわ！」

　全員がこくっと力強く頷うなずきあう。

　……そう、仲間がピンチのときは、みんなで補えばいい。

　チーム・スカーレットの全員で〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉を戦い抜いてきたように。

　けれど、クレアには気がかりなことがひとつあった。

　さっき、カミトの右手の刻こく印いんを見たときのことだ。

（あの精霊刻印、どうして……）

　それは、二本の剣の交差した〈テルミヌス・エスト〉の紋もん様ようではなく──

　見たこともない、剣と月の紋様の交わった刻印だったのだ。
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「──カミトに関しての報告は以上です、学院長」

　月明かりの射さし込こむ学院長執務室で──

　グレイワースはフレイヤ教師の報告を聞いていた。

　昼間起きたカミトの脱走騒ぎのことだ。体力も消耗しているというのに、まさか、目を覚ましてすぐ行動に移すとは思わなかった。

　おまけに、女子の着替えを覗のぞこうとした、という噂うわさまで流れているらしい。

「……まったく、手を焼かせる坊やだ」

「本当ですよ」

　微苦笑するグレイワースに、フレイヤがため息をつく。

「学院では、すでに淫いん王おう復活の噂が駆かけめぐっています。チームメイトの令れい嬢じようだけでなく、学院中の女子が食い尽くされるとか、なんとか……」

「それは困るな。純じゆん潔けつを失った乙女は、精霊使いの資格を失ってしまう」

「そうなれば、この学院は廃校になるでしょうね」

　フレイヤは表情ひとつ変えずに頷うなずいた。

（……まあしかし、今回の件でわかったことがある）

　グレイワースは椅い子すの上で姿勢を変える。

　意外なことに──

　カミトは、学院の少女に直接的な危害を一切加えていなかった。

　たとえば、カミトの部屋を見張らせていた騎き士し団の二人。

　エリスが発見したとき、彼女たちは気を失っていたというが、大量の神威カムイをあてられたことによる神威酔いを起こしていただけで、身体にはなんの損そん傷しようもないという。

　また、学院生に発見されたときも、戦闘行動は取ろうとしなかった。

〈教きよう導どう院いん〉の暗殺技ぎ能のう者なら、躊躇ためらわずに殺していたはずだし、カミトが手段を問わず、本気で脱出しようとすれば、それも可能だっただろう。

（……坊やは、無意識に学生を傷付けまいとしていた）

　レスティアに関する記憶は失っても、彼女の与えた、人の心までは消えていなかった──ということか。

（……ふん、妬やいてしまうな、闇精霊）

「学院長？」

　フレイヤが訝いぶかしげな視線を向けてくる。

「ああ、すまない。それで、坊やはどうしている？」

「クレア・ルージュの部屋で寝ています。何か間違いが起こらなければいいのですが」

「……ふん、坊やにも、間違いを起こすくらいの甲か斐い性しようがあればいいんだがね。まあ、いい。ひとまずは、彼女たちに任せることにしよう」

　グレイワースは苦笑して、すぐにその笑みを消した。

「──それで、例の〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉の状況は？」

「はい、観測班に霊視を試みさせたところ、学院長の仰おつしやるとおり、地下空洞内に、存在するはずのない空間の揺らぎが観測されました」

「……そうか。やはりな」

「学院長、あの空間はいったい……」

「〈玄げん室しつ〉──」

　と、グレイワースは呟つぶやいた。

「……？」

「──〈魔王〉の正統な後こう継けい者しやに与えられる、伝説の宝ほう物もつ庫こだよ」
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　……かぷ。

「う……ん……」

　……かぷかぷ。

「……？」

　指先に痺しびれるような痛みを感じて、カミトは目を覚ました。

「……なんだ？」

　寝ぼけまなこを擦こすりながら、シーツをめくる。と──

「ニャー……」

　ベッドの中に猫がいた。

　炎を纏まとう火猫。クレア・ルージュの精霊だ。

　カミトの指を甘あま噛がみしていたらしい。

「おまえ、なにしてるんだ？」

　眉まゆをひそめて訊たずねると、火猫はすりすりと身体を寄せてきた。

　神威カムイを宿した炎はほのかに暖かい。

「……ひょっとして、温あたためてくれたのか？」

「ニャー……」

　肯定するように喉のどを鳴らす火猫精霊。カミトの指をぺろぺろと舐なめてくる。

「……」

　契約精霊は契約者の乙女以外には懐なつかない。

　そんな常識を、二度も覆くつがえされてしまった。

（他人の契約精霊に懐かれる、か……）

　記憶を失う前の自分は、いったいどういう人間だったのか──

「……～っ、ス、スカーレット、なにしてるの！」

　不意にバスルームの扉が開き、制服姿のクレアが姿を現した。

　火猫精霊はベッドから飛び降りると、あわてて走り去っていく。

「……もう、スカーレットってば、悪戯いたずら好きなんだから」

　濡ぬれた髪を拭きながら、クレアが近付いてくる。

「……いや、あの精霊、僕ぼくの身体を温あたためてくれてたみたいだ」

「え？」

　クレアの顔に動どう揺ようの色が浮かんだ。

「……～っ、あ、あの子ってば、いつのまにそんなに懐いてたのよ……」

「さあ……」

　頭をかきながら、カミトはゆっくりと起き上がる。

　……あれから、どのくらい眠ったのだろう。部屋には朝日が射さし込こんでいた。

「ひと晩眠って、頭はすっきりした？」

「……まあな」

　だが、記憶は相変わらず空白のままだ。

「これから、講義があるわ。カミトも来なさい」

「……講義？」
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「よくこんな道を覚えられるな」

「毎日歩いていれば、すぐに慣れるわよ」

　ツーテールの髪を揺らしながら、振り返ることなく答えるクレア。

　学院の制服に着替えたカミトは、クレアの後について長い廊ろう下かを歩いていた。

　昨日カミトが迷った場所を、クレアはすいすいと進んでいく。

「今日の講義は大陸史よ。精霊学の授業よりは得意だったわよね」

「ああ。大陸史はある程度、叩たたき込こまれたから」

〈教きよう導どう院いん〉の暗殺技ぎ能のう者は、必要な知識以外、教えられることはない。

　しかし、潜せん入にゆう任務などに必要な知識は一応、与えられていた。

「……とはいえ、僕ぼくが知ってるのは一般知識レベルだけど」

　と、クレアは足を止めて振り向いた。

「そういえば、その僕っていう言い方、変えたほうがいいかも」

「……どういうことだ？」

「カミトの一人称は、ずっと『俺おれ』だったわ」

「そうなのか」

「ええ。他ほかの娘こに勘かんぐられるといろいろ面倒だから、戻したほうがいいわ」

　カミトが記憶喪そう失しつになっていることは、学院の生徒には伏せられているらしい。

　急に一人称が変われば、不審に思う生徒もでてくるだろう。

「わかった。一人称は俺にするよ」

　慣れない言葉に戸と惑まどいながらも、カミトは頷うなずく。

　しばらく歩いて、大教室の前にやってきた。

　扉を開くと、椅い子すに座る女の子たちがいっせいにカミトのほうを向く。

　視線の多くは、戸惑い。あからさまな好奇と警戒。

　その中にほんの少し、熱っぽい視線が交じっていた。

「淫いん王おうカミトよ」「毎晩、夜の精霊剣舞祭ブレイドダンスを開催してるって」「性霊王を名乗ってるって本当？」「まあ、精霊王様への冒ぼう涜とくだわ！」「フォックス教室の娘が、お前の契約性霊になってやる、って口く説どかれたそうよ」「なにそれ、最低！」

　そんなヒソヒソ話が聞こえてくる。

（き、記憶を失う前の僕は、いったいどんな外道だったんだ？）

　と、教卓がバンと叩たたかれた。

「私語をするな。カゼハヤ・カミト、クレア・ルージュ、早く席につけ」

　スーツ姿の教師の一いつ喝かつで、ヒソヒソ声はなくなった。

　クレアと一緒に、あわてて一番後ろの席に座る。

「担任のフレイヤ教師よ。影精霊使いの」

　クレアが小声で教えてくれた。

「カミトさん、もう大丈夫ですの？」

　と、背後の席から声をかけられたので、振り向くと、

　そこにいたのは、昨日、人ひと質じちにしたプラチナブロンドの髪のお嬢じよう様さまだ。

　……たしか、リンスレットという名前だったか。

「……ああ。その、昨日はすまなかった」

「いえ、事情は伺うかがいましたわ。わたくしたちこそ、追いかけ回してごめんなさい」

　頭を下げて謝ってくるリンスレット。

　気位の高いお嬢様かと思いきや、素直で優しい性格のようだ。

「記憶が戻るまでのあいだ、わたくしたちがサポートいたしますわ。なんでも遠えん慮りよなくいってくださいね。も、もちろん、えっちなことはだめですわよ！」

「……？　あ、ああ、わかった」

　顔を赤らめるお嬢じよう様さまに、戸と惑まどいながらも頷うなずくカミト。

「カミト様、いまのはえっちなことを教えてください、という意味ですよ」

「キャロル、な、なにをいいますの！」

「ふふふ……」

　にこにこ笑顔のメイドさんの背中を、ぽかぽか叩たたくリンスレット。

　……というか、なんで教室にメイドがいるのか。

「ちょっと、そこ、うるさいわよ！」

　クレアが後ろの二人をキッと睨にらむ。

「やっぱり、リンスレットさんもすでに手て籠ごめに……」

「メイドさんとまとめてサンドイッチにしているのね」

　女の子たちの冷たい視線がカミトに突き刺さった。
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　大陸史の授業を受け終えたあと、カミトたちは遅めの朝食をとることにした。

「カミトさん、退屈ではありませんでした？」

「いや、むしろ興味深かったよ。わからないところはいっぱいあったけど」

　興味深かった、というのは嘘うそではない。

　カミト自身、外の知識に触れるのが新鮮だったというのもあるだろうが、フレイヤ教師の話は分かり易やすく、細かな知識がなくとも理解できた。

「カミトのために、分かり易くしてくれたのかもね」

　と、クレアが円形の大きなホールの前で足を止めた。

「……ここが食堂か。さすがお姫様の園。豪華なもんだな」

　ホールには木製の椅い子すとテーブルがいくつも置いてあり、それぞれのテーブルで女の子たちが談笑をしている。テーブルの上には、パンを山盛りにしたバケットがあった。

「カミト様、ここは食堂ではなく、カフェテリアですよ」

　キャロルが言った。

「なにか違うのか？」

「食堂は別の建物にある、本格的なレストラン。こっちは、焼きたてのパンとコーヒーがいつでもただで食べ放題なの」

　手近なテーブルに座りながら、クレアが教えてくれる。

「ただで食べ放題？」

　カミトは驚いた。……こんな美お味いしそうなパンが食べ放題とは、信じられない。

「貴族の子女の通う学院ですもの。当然ですわ」

　リンスレットもキャロルの隣に腰をおろす。

「あたし、ここのパン大好きなの。このジャムパンとか、すごくおいしいのよ」

　クレアはパンを半分ちぎると、カミトに渡してくれる。

「……うまい！」

「そうでしょ……はむっ♪」

「ああ。俺おれのいたところじゃ、味のあるパンなんて食べたことがなかったからな」

　カミトはパンをがつがつ食べながら言う。

「……」

「……ん、どうしたんだ？」

　なんだか、場の空気が凍りついていた。

「あ、うん……そ、そうよね……」

「パ、パンくらい、わたくしが毎日作ってさしあげますわよ」

「まあ、まるでプロポーズですね。お嬢じよう様さま」

「キャロル！　ち、違いますわっ！」

　顔を真まっ赤かにして怒るリンスレット。

　そんなカミトたちを見て、周囲のテーブルで女の子がまたヒソヒソしていた。

　と、不意に建物の外で大きな歓声が上がった。

「なんだ？」

「王女殿下が、開門の儀ぎ式しきの準備をしているのですわ」

「王女殿下？」

　カミトは窓の外に目を向けた。

　なだらかな丘の上で、見覚えのある女の子が演舞を舞っている。

　昨日、例のクッキーをくれた少女だった。

「フィアナ・レイ・オルデシア。帝国の第二王女様よ」

「……っ、王女様!?」

　カミトは、昨日あの少女にしたことを思い出した。

　乱らん暴ぼうに廊ろう下かに押し倒し、人ひと質じちにしようとしたのだ。

「えっと、俺、死刑になるんじゃ──」

「普通ならね。まあ、フィアナなら大丈夫よ」

「……そ、そういうものなのか？」

　カミトは半信半疑で呟つぶやく。

「儀式の準備は、順調に進んでいるようですわね」

「あれは、なんの準備をしてるんだ？」

「明日の〈精霊大祭〉で、精霊たちが使う〈門ゲート〉の準備よ」

「……〈精霊大祭〉？」

　聞き慣れない言葉に眉まゆをひそめる。

「学院を挙げて精霊に感謝する日なの。まあ、言ってみれば学園祭ね」

「今年は〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉がありましたから、日程がずれてしまいましたけどね」

「学園祭……」

〈教きよう導どう院いん〉で育ってきたカミトには、まるで縁のない言葉だ。もっとも、〈死舞祭〉だの〈血けつ華か戦せん祭さい〉だのといった、血ち腥なまぐさい祭さい儀ぎはあるにはあったが。

「レイヴン教室は、喫茶店の模擬店をするんですのよ」

「まあ、普通の喫茶店とは、ちょっと違うけどね……」

　クレアがため息をつく。──と、その時。

「カミト、ここにいたのか！」

　ホールの入り口で、ポニーテールの髪の少女が声を上げた。

「……っ！」

　カミトは思わず、椅い子すから立ち上がりかける。

　エリス・ファーレンガルト。昨日、カミトを捕らえようとした、騎き士し団長だった。

　エリスは、カミトたちのテーブルへつかつか歩いてくると、

「……き、昨日はすまなかった」

　意外にも、頭を深く下げて謝ってきた。

「私は〈風王騎士団シルフイード〉の長として、ああするしかなかったのだ」

「……あ、ああ、わかってるよ。俺おれのほうこそ、すまない」

　カミトも同様に頭を下げた。

　逃走したのはカミトで、彼女は当然の職務を果たしただけだ。

「エリス、あんたも朝食なの？」

「いや、カミトを連れに来た」

「……な、なんですって？」

　クレアがキッと眉まゆをつり上げる。

「カミトは〈風王騎士団〉の騎士だ。〈精霊大祭〉の警備を手伝ってもらう」

「ちょっと、カミトはまだ記憶が戻っていないのよ」

「しかたないだろう。騎士団も人手が足りないのだ」

「……～っ、そ、そんなのだめよ。カミトはあたしと一緒に──」

「──いや、わかったよ」

　と、カミトは口を挟んだ。

「……カミト？」

「できれば、俺も何か仕事がしたい。それに、昨日迷惑をかけた借りもあるしな」

「そ、そうか！」「ちょ、ちょっと！」

　エリスの頬ほおが緩ゆるみ、クレアはあわてた顔になる。

「では、カミトはしばらく借りていくぞ」

　カミトの腕を掴つかみ、ぐいぐいひっぱるエリス。

「お、おい、胸があたって……」

「……～っ、も、もうっ、カミトのばかっ！」

「騎き士し団長、ずるいですわ！」

　背後で、そんな二人の声が聞こえてきた。





　　　　◇









　アレイシア精霊学院の麓ふもとに広がる、学院都市。

　その門前に、奇妙な出いで立たちの二人組が立っていた。

　全身を覆う灰色の外がい套とう。頭には顔をすっぽりと覆うフードを被かぶっている。

「──帝国最高の精霊使い養成機関。来るのは久しぶりだな」

「あら、それは意外ね」

「ボクは帝国内にいないことのほうが多いから」

　と、背の低い方が答え、門の中に足を踏み入れた。

「ちょっと、ヴィレイ、敷地に入るには手続きをしないと」

「面倒です。それに──」

　と、懐に手を伸ばし、

「この学院の警備レベルを試してみたい」

「貴様、何者ダ──」

　不意に、門の上の空間が歪ゆがみ、巨大な鉄騎士が姿を現した。

　全身鋼鉄で覆われた無ぶ骨こつな甲かつ冑ちゆう。大きな丸太ほどもある両刃の剣。

　学院都市と契約している守護精霊だ。

「ふん、騎士精霊か。またオーソドックスな──」

　少女はつまらなそうに呟つぶやくと、

「警告スル。許可無キ者、コノ門ヲ越エルコトハ──」

「黙れ」

　刹せつ那な、灰色の外套の下で、無数の閃せん光こうが弾はじけた。

「オ……オ……オオオ、貴……様……」

　全身に無数の穴を穿うがたれた騎士精霊は、無念の声を上げながら消滅する。

　まさに一瞬の出来事だった。

「なんだこの程度か。これでは〈風王騎士団シルフイード〉とやらの実力もお察しだな」

「ヴィレイ、あなたね……」

　もう一人の人物が、呆あきれたようにため息をつく。

「これで、カゼハヤ・カミトは出てくると思いますか？」

「さあ？　彼も〈風王騎士団〉に所属しているけど、当直かどうかわからないし」

「……ふむ、もっと騒ぎを大きくする必要がある、か」

「あ、ちょ、ちょっと、待ちなさい！」

　もう一人の少女の制止も聞かず、彼女は学院都市の中に入っていった。





　　　　◇






「お、おい……」

　エリスに腕をひかれるままに、カミトは学院の中庭を歩いていく。

　エリスはずっと無言だった。心なしか、頬ほおを赤らめているようにみえる。

「カ、カミト……」

　と、ようやく彼女は口を開いた。

「そ、その、記憶のほうはどうだ？　何か思い出したか？」

　カミトは首を横に振った。

「……いや。あらかたの事情は、あのクレアって娘こに聞いたけど、記憶のほうはぜんぜん戻っていないんだ。……悪い」

「そうか。わからないことがあれば、なんでも聞いてくれ。君の力になろう」

　凛りんとした鳶とび色いろの瞳ひとみが、まっすぐに見つめてくる。

　少し強引なところもあるが、きっと生き真面目まじめで、実直な性格なのだろう。

「そういえば……」

　ふと思い出して、カミトは口にした。

「君は、俺おれの婚約者だって言ってたけど、あれはどういう意味なんだ？」

「……～っ！」

　エリスの顔がカアッと真まっ赤かになった。

「ち、違う！　あ、あれは誤解なのだ！」

　わたわたと慌てながら、首を激しく横に振る。

「誤解？」

「わ、私の祖父が勝手に決めたことで、き、君の意志を無視して、すまない……」

　声がどんどん小さくなっていく。

「エリスの祖父って、ひょっとして……」

　帝国筆頭軍事顧こ問もん──シグナス・ファーレンガルト公こう爵しやく。

　大陸の知識に乏とぼしいカミトでさえ知っている人物だ。

「うむ。祖父は〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉での君の剣舞を見て、君を婚約者とすることを決めたのだろう。も、もちろん、わ、私はそういうのはよくないと思うのだが……」

「……なるほど」

　エリスの祖父は、彼女の意志を無視して婚約を決めたようだ。身分を問わず、剣の腕だけを見て──というのはいかにも武門の家いえ柄がららしいが、エリスにしてみれば当然、承知できる話ではないだろう。

　もし婚約をしていたというのが正式な話なら、カミトも責任を取るべきなのかもしれない、と考えていたのだが。

「こ、こういうのは、二人の気持ちが大事だと思うのだ。だから……」

　もじもじと指を絡ませるエリス。

「……わかった」

「え？」

「今度、公こう爵しやく様に会わせてくれ。なんとか君のお爺じいさんを説得してみるよ」

「……なっ!?　ほ、本当に!?」

「ああ。記憶が戻ってからになると思うが、君に迷惑はかけられないからな」

「カ、カミト……」

　エリスの瞳ひとみが潤うるむ。その顔は真まっ赤かになっていた。

「あ、うう……よ、よろしく頼む……末永く」

（……あれ？）

　自分はなにか、壮大な勘かん違ちがいをしているのでは──

　一瞬、不安な考えが脳のう裏りをよぎるが──

　その時、甲かつ冑ちゆうを身に着けた二人の少女が、こちらに駆かけてきた。

「あ、騎き士し団長だ──」

「あら、カゼハヤ・カミトとデートですか？」

「ち、違う、馬ば鹿か者！」

　組んだ腕を離し、あわてて距離をとるエリス。

　それから、ふと彼女たちの手元に目を移した。

　二人とも、精霊魔装エレメンタルヴアツフエを展開している。

「……む、なにかあったのか？」

「さっき、学院都市の正門で、守護精霊の反応が消えたそうです」

「守護精霊が？」

「〈精霊大祭〉前なので、契約が不安定になって一時的に〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉に帰き還かんしただけだと思いますけど。一応、様子を見にいったほうがいいかなって」

「そうか。契約の媒ばい介かいが破損しているのかもしれない。よく調べておいてくれ」

「はい！」

　二人の少女は頷うなずくと、すぐにまた駆けだしていく。

　──と、短髪の少女が立ち止まって、こっちを振り向いた。

　にやっと笑みを浮かべ、

「あ、団長。例のモノは本部のロッカーに用意しておきましたよ」

「そ、そうか。わかった」

　こほん、と咳せき払ばらいして頷くエリス。

「……いまの二人はラッカとレイシア。私の友人だ」

「エリスは慕われているんだな」

「……ふ、ふん、さあ行くぞ」

　エリスはふたたびカミトの腕を掴つかんで歩きはじめた。
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〈風王騎士団シルフイード〉の本部は、旧大聖堂を改修した古めかしい建物だった。

　重い鉄製の扉を開くと、伽が藍らんの天井が広がっており、その下に会議用のテーブルがいくつか置かれている。実務一辺倒の殺風景な場所だ。

「誰だれもいないのか？」

「〈精霊大祭〉の前日だからな。みんな出払っているんだ」

　聖堂の奥へと歩いていくエリス。

「人手不足なのか」

「これでもマシになったほうだ。君のおかげでな」

「……俺おれの？」

「ああ。君が学内試合で義あ姉ね上うえに勝利し、〈チーム・スカーレット〉が〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉に優勝したことで、入団希望者は飛躍的に増えているんだ。無論、いくら人手不足だからといっても、誰でも入れるわけにはいかないがな」

　と、エリスは壁際に置かれたロッカーの前で立ち止まり、鍵を開けた。

「これが君の装備品だ」

　手渡されたのは、エリスが腰に差しているのと同じ、剣と剣帯だ。

「精霊魔装エレメンタルヴアツフエを扱える者には不要かもしれないが、騎き士し団員の象徴という意味もある。一応、素材には錬魔銀ミスリルを使っているから、神威カムイを籠こめれば精霊と戦うこともできる」

　カミトは剣を受け取ると、軽く振ってみた。

　短剣というほど小型ではないが、使い回しは良さそうだ。

「その、甲かつ冑ちゆうみたいなのは着けなくていいのか？」

「生憎あいにく、男用のものはなくてな。必要ならば作ってもらうこともできるが」

「……いや、俺には必要ないな」

「そうか」

　頷うなずくと、エリスはカミトの胸もとにすっと指を伸ばし、

「では、これが騎士団の徽き章しようだ」

　金色に輝く徽章をつけてくれた。

「……よく似合っているぞ、カミト」

　徽章には何かの魔術が籠められているらしく、微かすかな神威を感じた。

「と、ところで、君にひとつ頼みがあるのだが……」

「頼み？」

「う、うむ……君に〈精霊大祭〉で着る、装そう飾しよく用の甲かつ冑ちゆうを見立てて欲しいのだ」

　エリスはこほん、と咳せき払ばらいして言った。

「装飾用ってことは、いま装備してるのとは違うのか」

「そうだ。一年に一度の〈精霊大祭〉だからな。騎き士し団長も、毎年伝統的に特別な装いをすることになっているのだ」

「……なるほど。それはわかったけど、なんで俺おれなんだ？」

「そ、それは、その……」

　エリスの顔がたちまち真まっ赤かになった。

　だが、すぐにカミトをキッと睨にらむと──

「騎士団長の命令だ。も、文句があるのか？」

「わ、わかったよ……」

　いまにも剣を抜きそうな気配だったので、あわてて頷うなずく。

「よろしい。では、ここで待っているがいい」

　さっと踵きびすを返すと、奥にある小さな扉の向こうへ消えてしまう。

（……なんなんだ？）

　部屋の奥で響く、衣きぬ擦ずれの音。

　そのまま、しばらく待っていると──

「あ、う……な、なんだ、これは……！」

　そんな悲鳴が聞こえてきた。

「どうしたんだ？」

「あ……う……その……恥ずかしくて……」

「……恥ずかしい？」

　身に着けているのは、装飾用の甲冑なのでは？

　と、脳のう裏りに疑問符を浮かべていると──

　おずおずといった様子で、部屋の扉が開かれる。

「……！」

　姿を現したエリスの格好に、カミトはゴクリと息を呑のみこんだ。

「……あ……うう……」

　扉の陰に隠れたエリスは、すらりとした足をもじもじと擦すり合わせる。

　透けるような白い肌。下半身を覆う鎧よろいはほとんど下着のようで、たわわに膨ふくらんだ胸には小さな金属製の胸当てがあてられている。

　祭さい儀ぎ用の衣装とはいえ、鎧というには、あまりに実用性を無視した格好だった。

「な、なんと破は廉れん恥ちな鎧なのだっ……こ、これでは、まるで露出狂ではないか……」

　顔を赤らめ、はみだした胸を両手で隠そうとするエリス。

「自分で選んだんじゃないのか？」

「だ、断じて違うっ！　こ、これはラッカとレイシアに騙だまされたのだっ！」

　叫び、ぶんっと剣を振るうエリス。

「うわっ！」

　カミトが身体を反らして躱かわすと──

　つんのめってバランスを崩したエリスが、そのままのしかかってきた。

　ふよんっ。

「……～っ、む、ぐぐぐ～！」

　大きくて柔らかい胸に圧迫され、窒ちつ息そくしそうになる。

「カ、カミト!?　す、すまない……！」

　あわてて立ち上がろうとするも、着慣れていない鎧よろいらしく、うまく立ち上がれない。

　ふよんっ。ふよよんっ。

「あっ……んっ♪　カ、カミトっ……ど、どこを触っている……んっ♪」

　鳶とび色いろの瞳ひとみに涙を浮かべ、苦しそうに喘あえぐエリス。

「……っ、お、おい……！」

　カミトの頬ほおがカアッと熱くなった。

（な、なんだ、この感情は……！）

　エリスのあられもない格好に、心臓がドキドキと高鳴っている。

「カ、カミト……」

　と、そんなカミトを、エリスが真剣な顔で見つめた。

「……も、もしかして、君はいま、ドキドキしているのか？」

　カミトの心臓の位置に、エリスの指先が触れていた。

　……脈打つ鼓こ動どうが、彼女にも伝わっているのだろうか。

「あ、ああ……」

　カミトは正直に答えた。

「こ、こんな破は廉れん恥ちな格好の私に、こ、興奮しているのか？」

「あ、いや、その……」

　あわてて首を振ると──

「責めているわけではない。むしろ、安心したんだ」

　エリスは優しい眼まな差ざしで微笑ほほえんだ。

「……え？」

「記憶を失った今の君にも、感情はあるということだからな」

　カミトはハッとした。

（……たしかに、そうだ）

〈教きよう導どう院いん〉に連れてこられたカミトは、記憶と心を徹底的に破壊された。

　感情など不要なものだと、そう教え込まれてきた。

　それなのになぜ、いまのカミトは感情が昂っているのか──

　ズキン、ズキン、ズキン──

（……くっ……頭が……）

「カミト、だ、大丈夫か？」

「あ、ああ……」

　こめかみを押さえて起き上がった、その時だ。

　聖堂の外で爆発音が聞こえた。

「……なんだ!?」





　　　　◇






　エリスが聖堂の扉を蹴り開く。

「──どこだ？」

　呟つぶやいた途と端たん、大気が震えた。

　学舎の周囲に広がる〈精霊の森〉の木々が、大量の土砂と共に舞い上がる。

　立ちのぼる砂煙の中から姿を現したのは、全身を岩に覆われた巨人だ。

「……あれは、大地の精霊か？」

「ラッカの〈カブラカン〉だ──」

　ラッカというのは、たしか、さっきすれ違った騎き士し団の少女だ。

「どういうことだ？　あの精霊は誰だれと戦っている？」

「わからない。だが、学院生同士の揉もめごとなどではないだろう。敷地内での私闘は校則で禁じられている」

　エリスは緊迫した声で言う。

「君はここで待っていろ」

「……？　俺おれも行くよ」

「危険だ。いまの君は〈精霊魔装エレメンタルヴアツフエ〉を使えないだろう」

「剣ならある。それに、俺も騎士団のメンバーなんだろ？」

　カミトは腰の剣を叩たたいてみせる。

　刹せつ那な。巨人の咆ほう哮こうが轟とどろいた。

　衝撃が大気を揺らし、岩に覆われた巨大な体たい躯くが、粉々に砕け散る。

「……まさか、ラッカの〈カブラカン〉が!?」

　エリスが驚きよう愕がくの声を上げる。カミトも目を瞠みはった。

　耐久力が特徴の地属性の精霊を、あっさりと打ち砕く敵──

（……いったい、何者だ？）

　エリスはまだ迷った様子を見せていたが──

「……わかった。君の力を貸してくれ」

　頷うなずくと、カミトの手をとった。

「風よ、我に加護を──〈飛翔フライ〉！」

　精霊魔術の詞ことばを紡ぎ、逆巻く旋せん風ぷうを纏まとう。

　エリスが地面を軽く蹴ると、二人の身体は空高く舞い上がった。

「うわっ！」

「しっかり掴つかまっていろ。振り落とされるぞ」

　大気の壁を蹴って加速。〈精霊の森〉に向かって一直線に飛ひ翔しようする。

　森の上空まで来ると、ふわり、と停止。──そのまま地面に降り立った。

「……っ、だ、団長……」

　地面に倒れたラッカがうめき声を漏らす。

「ラッカ、これはいったい何ごとだ……！」

　周囲には薙なぎ倒された木々。おそらく、岩石精霊による破壊の跡だろう。

「あいつです。あいつが、私とレイシアを……」

「……!?」

　ラッカが視線を向けた先に、もう一人の少女が倒れていた。

「レイシア……」

　エリスがハッと声を上げる。

　と──

「やれやれ、こんなものか。学院を守る〈風王騎士団シルフイード〉の実力は」

　ザッ──と、靴音が地面を蹴った。

「……っ!?」

　フードを被かぶった小こ柄がらな人影が、レイシアのそばに降り立つ。

「……貴様、何者だ！」

　エリスが鋭く叫んだ。

「学院に不法侵入した者は、しかるべき罰を受けて貰もらうぞ」

「へえ、数ヶ月前、ジオ・インザーギ如ごとき半端者に、みすみす侵入を許したのは誰だれだい？」

「……っ、なぜそれを──」

「それに──」

　と、フードの人影は冷めた瞳ひとみでエリスを睨にらみ、

「なんだその格好は？　最近の騎き士し団は、そんな破は廉れん恥ちな鎧よろいを着ているのか？」

「ううっ……こ、これは違うっ！」

　エリスは顔を赤らめ、足を摺すり合わせた。

「と、とにかく、私の仲間を傷付けたこと、後悔するぞ──出いでよ〈魔風精霊シムルグ〉！」

　叫び、エリスは精霊魔装エレメンタルヴアツフエの槍やりを召喚。戦闘の構えをとる。

「カミト、奴やつを拘こう束そくするぞ。援護を頼む」

「──わかった」

　カミトは腰の剣を抜き放はなつと、エリスと反対方向に跳んだ。

（……使い慣れた短剣じゃないが、まあいい──）

　弧を描くように疾しつ駆くしながら、刀身に神威カムイを籠こめる。

　青白い雷光が爆はぜ、刃やいばが薄く発光した。

「はああっ──！」

　エリスが〈風翼の槍レイ・ホーク〉を横よこ薙なぎに振るう。

　不可視の刃が打ち出され、森の木々を瞬時に切断する。

「なるほど、強力な精霊魔装エレメンタルヴアツフエだ。だが──」

　襲撃者は倒木を蹴って跳躍、風の刃を見切って躱かわす。

「なっ──！」

　灰色の外がい套とうがひるがえる。

　瞬時にエリスの前に降り立つと、ノーモーションで強烈な膝ひざ蹴げりを放はなった。

　槍やりの柄えで受け止めるエリス。が、大きくバランスを崩し、足を滑らせる。

　その間隙を狙い、襲撃者の抜き手が、喉のど元もとめがけて放たれた。

「させるかっ！」

　カミトが爆発的な脚力で跳躍。一気に間合いを詰め、剣を一いつ閃せんした。

　──が、読まれている。敵はふっと身を落とし、斬撃を回避。バックステップで距離をとり、カミトに対たい峙じした。

「あの距離を一瞬で詰めてくるなんて、さすがだね──」

（……躱した、だと!?）

　カミトは胸きよう中ちゆうで舌打ちした。

　帝国の上級精霊騎き士しでも、カミトの動きを見きれる者など、そうはいない。

　まだ本調子でないこともあるが、それにしても──

「──カミト、避よけろ！」

　背後でエリスが叫ぶ。カミトは即座に真横に跳んだ。

　巨大な暴風の塊かたまりが、地面をえぐりながら突進する。

　この大技は躱されるだろう。しかし、相手の逃げ場は固定される──

「〈風王騎士団シルフイード〉を、舐なめるなっ！」

　エリスが手を開く。瞬間、風の塊が弾はじけて爆発した。

　襲撃者の身体が、凄すさまじい爆風に叩たたきつけられ、地面を転がる。

　エリスは一気に距離を詰め、倒れた相手に容よう赦しやなく刺し突とつを放った。

　フードの端を、わずかに掠かすめる。

　切れた黒髪が一筋、風に舞った。

「──さすが騎士団長、他ほかの連中とは違うようだ」

　襲撃者が感嘆の声を漏らす。カミトも胸中で舌を巻いた。

　昨日、カミトを捕ほ縛ばくしようとしたときは、本気ではなかったのだろう。

　エリスの剣舞の技ぎ倆りようは、学生のレベルを遙はるかに超えている。

（だが──）

　と、カミトはフードの襲撃者に視線を戻した。

　相手はまだ遊んでいる。その証拠に、武器を一切使ってこない。

（……〈教きよう導どう院いん〉の数字付きハイ・ランク。いや、それ以上か──？）

「さあ、おとなしく投降しろ──」

　エリスが突き立てた槍やりを構え直す。

「──だから、君は甘い」

　襲撃者は素早く身を捻ひねると、エリスの足首を掴つかんで引ひき摺ずり倒した。

「──エリス！」

　カミトは剣を逆手に構え、地を蹴った。

（暗殺技──〈蛇だ蝎かつ〉！）

　地面すれすれまで身を沈め、敵の足を狙う。

　真上に跳んで躱かわされ、刃やいばが地面を穿うがった。

　が、いまの初撃はフェイント。本命は──

（暗殺技──〈飛ひ蛇じや〉！）

　地面に突き立った刃を一気に跳ね上げ、神速の斬撃を放はなった。

　斬り上げた縦一文字の斬閃が、フードと外がい套とうを真まっ二ぷたつに斬り裂く。

「……なっ！」

　全身を覆う外套が、風に煽あおられて地面に落ちた。

　その下から姿を現したのは、革の戦闘服に身を包んだ、可か憐れんな容姿の少女だ。

　短く切った少年のような髪が、はらりとこぼれ落ちる。

　薄紫アメジストの瞳ひとみが鋭い光を放ち、カミトを睨にらんだ。

「邪剣を使うか。見損なったぞ、カゼハヤ・カミト──」

「……っ!?」

　刹せつ那な。目の前に、武器を突き付けられた。

　無ぶ骨こつな黒鉄製の武器を。

（まさか──）

　それと同じものを、カミトは〈教導院〉で見たことがある。

　バルスタン王国の工こう廠しようで製造された、精霊工学の精せい髄ずい。

　火煉粉パイロマターと神威カムイを反応させることで、精霊鉱石を高速で射しや出しゆつする破壊武器。

　拳けん銃じゆうだ。

（──〈魔装機士アーテイフイサー〉か！）

　契約精霊ではなく、魔装具アーテイフアクトを使って戦う精霊使い。

　銃口が火を吹いた。カミトは咄とつ嗟さに躱すが──

　地面を穿った精霊鉱石が破裂。カミトを包み込むように氷風が吹き荒れる。

（……っ、氷精霊の弾丸！）

「カミト！」

　エリスが叫ぶ。だが、カミトの姿は吹雪に完全に覆われ──

「……ボクの勝ちだね、〈魔王〉カミト！」

　少女が拳けん銃じゆうに次弾を装そう填てんする。

　今度は足止めではなく、相手を確実に仕留める弾を。

　だが──

「……なに？」

　少女が怪け訝げんそうに眉まゆをひそめた。

　荒れ狂う吹雪の中で、爆発的な閃せん光こうが生まれたのだ。

「……あ、ああああああっ！」

　カミトの右手に、剣と月の紋もん様ようが輝く。

「やめろ、カミト！　危険だ──」

　吹雪の外で聞こえるエリスの声。

（……っ、わかってるけど……制御がっ……！）

　これはカミトの意志ではない。

　カミトの危機に反応して、逆流した神威カムイが流れ込んできたのだ。

　膨ぼう大だいな神威が、カミトの中で一気に膨ふくれあがる。

　そして──

　振り上げた右手から、暴走した神威がほとばしった。
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「カミト……カミト、大丈夫か……！」

「う……く……」

　肩を揺すられる感覚に、カミトはゆっくりと目を開く。

　目の前に、心配そうなエリスの顔があった。

「……あいつは？」

「騎き士し団が到着したら、逃げたよ。……まだ学院にいるかもしれないが」

「そうか……」

　全身の痛みに耐えながら、カミトは身を起こした。

　右手の精霊刻こく印いんは、激しい火傷やけどになっていた。






第六章　十二騎将






　その頃ころ、学舎から離れたところにある別館の空き教室で──

　朝食をとりおえたクレアたちは〈精霊大祭〉の準備をしていた。

「もうっ、カミトはあたしの契約精霊なのに……」

「騎き士し団長はズルイですわ！」

　喫茶店の制服に着替えながら、頬ほおを膨ふくらませるクレアとリンスレット。

　頭にカチューシャを着けた、メイド服のような格好だ。カチューシャにはそれぞれ可愛かわいらしい動物の耳がついていて、見み目め麗うるわしい乙女を好む精霊たちにも人気が高い。

　ちなみに、クレアは猫の耳。リンスレットはキツネの耳である。

「ふふっ、お二人とも、ジェラシーですね」

　テーブルを磨きながら微笑ほほえむキャロル。

「ち、違うわっ！」「違いますわ！」

　二人は顔を真まっ赤かにして否定した。

「それより、明日はちゃんとおもてなしできるかしら。〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉があって、あんまり練習できていないから、心配だわ」

「来らい賓ひんの貴族や精霊を、怒らせないようにするんですわよ」

「わかってるわよ……」

　明日は貴族ばかりでなく、〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉の高貴な精霊も多く訪れる。高位精霊は人間界に大きな影えい響きようを持っているため、絶対に粗そ相そうを働くわけにはいかないのだ。

「まあ、意識しすぎて固くなるのもよくありませんわね。そのままでいれば可愛いのですから、あとはすこし笑顔の練習を──痛っ！」

　不意に、リンスレットが顔をしかめた。

「どうしたの？」

「刻こく印いんが……」

「……！」

　彼女の左手に刻まれた、薔ば薇らの刻印が激しく明滅していた。

「きっと、あの方ですわ」

「あの方って、まさか……！」

　クレアはすぐにピンときた。周囲の生徒を見回すと、

「えっと、リンスレットの具合が悪いみたいだから、治療室に付き添うわ」

　リンスレットの左手を隠すように掴つかみ、教室を出て行く。

「クレア様、付き添いならわたくしが」

　手を貸そうとするキャロルを、リンスレットが制止した。

「クレアと内密な話がありますの。キャロルはここに」

「……わかりました」

　こくっと頷うなずくキャロル。普段はダメっ娘こメイドな彼女だが、こういうときは即座にリンスレットの意思を汲くんでくれるのでありがたい。

　二人は廊ろう下かを走り、物置になっている一階の教室までやってきた。

「……ここなら人目はないわね」

　周囲に精霊の気配もないことを確認して、クレアが呟つぶやく。

　薄暗い教室の中を、刻こく印いんの眩まばゆい輝きが照らした。

「……っ、フェンリル！」

　リンスレットが魔氷精霊の名を呼ぶ。

　瞬間、虚こ空くうに大きな魔術方陣が出現し、白い大狼ダイアウルフが召喚された。

　埃ほこりっぽい床に前肢をついて座る〈フェンリル〉。その顎あごが大きく開き──

「──驚かせてしまってごめんなさい、氷魔の姫ひめ巫み女こ」

　穏やかな声を響かせた。

「あ、あんたの犬、喋しやべれたの!?」

「犬じゃありません、大狼ダイアウルフですわ！」

　リンスレットが律儀に訂正する。

「ああ、エルステインの姫巫女もいるのね。ちょうどよかった」

　フェンリルの姿をしたそれは、そんな言葉を口にした。

　クレアはハッとして──

「ひょっとして、イセリア様？」

「ええ。この魔氷精霊を通して、顕けん現げんさせてもらっているわ」

　狼の首がこくっと頷く。

　クレアとリンスレットは、あわててその場に跪ひざまずいた。たとえ可愛かわいい狼の姿でも、いまこの瞬間は〈精霊王〉の化け身しんなのだ。最大限の敬意を払わなくてはならない。

　フェンリルの姿をした〈精霊王〉はこほん、と咳せき払ばらいした。

「ごめんなさい。本当はもっと早く話をするつもりだったのだけれど、私の本体を鎮静化させるのに精せい一いつ杯ぱいで、〈門ゲート〉を開くのに手間取ってしまったの」

　精霊王の言葉に、クレアとリンスレットは顔を見合わせる。

「……では、〈精霊王〉はまだ、狂きよう乱らんしていると？」

　クレアはおそるおそる訊きいた。

　あの謁えつ見けんの場で行われた〈精霊王〉の解放計画。

　闇精霊の少女が犠ぎ牲せいになったのは、まったくの無駄だったのか──

「以前、〈火の精霊王〉の狂乱は、いったん収まったと」

　と、リンスレットも口を開く。

「火の精霊王ヴオルカニクスは安定しているわ。〈魔王〉の聖剣はたしかに、闇に呑のまれた〈精霊王〉の意識を解放した。〈真しん祭さい殿でん〉から消失したあれは、〈廃都メギドア〉の地下に封ふう印いんされた私のように、記憶を失ってどこかに転生したのでしょうね──」

「解放は成功したんですのね」

「ええ。けれど〈異界の闇〉の侵蝕が収まったわけではなく、一時的に止まっただけ。いずれそう遠くないうちに、私一人の力では押さえきれなくなってしまう」

「そんな……！」

「せめて解放された〈火の精霊王ヴオルカニクス〉、それに〈聖の精霊王アレクサンドロス〉が帰き還かんすれば、主導権を取り戻すことも不可能ではないのでしょうけど、ね」

　フェンリルの姿をした精霊王は力無く首を振る。

「……聖王様？」

　クレアとリンスレットは揃そろって眉まゆをひそめた。

　あの時、カミトが解放したのは〈火の精霊王〉だけだったはずだ。

「……空くう位いだったのよ」

「え？」

「三年前に私が解放される以前から、聖王の座は空位だった。何い時つから空位だったのか、どこへ消えたのかも、わからない」

（……カミト以外の誰だれかが解放したっていうの？）

　クレアは胸きよう中ちゆうで首を傾かしげた。

　──不可解な聖王の消失。

　なんだか、嫌な感じがする。たんなる直感に過ぎないが、姫ひめ巫み女ことしては姉以上の素質を持つクレアの直感だ。無視はできない。

（とはいえ、あたしが考えてもしかたないことよね……）

　クレアは首を横に振ると、真っ先に訊きくべきだったことを思い出した。

「あの、イセリア様は、カミトの闇精霊がどうなったか、ご存じですか？」

「闇精霊──レスティア・アッシュドールのことね」

　と、白狼の姿をした精霊王は唸うなった。慎しん重ちように、言葉を選ぶように口を開く。

「あの少年の精霊刻こく印いんが消滅した、ということは、つまりそういうことよ。〈闇の精霊王レン・アツシユドール〉の意志を遂すい行こうする道具でしかなかった彼女が、おそらくは、あの少年との交流によって人の心を得た。彼女は自身の命と引き換えに、世界を救ったわ。もっとも、彼女が救ったのはあの少年で、世界はそのついでだったのでしょうけど──」

「そう……ですか……」

　精霊王の言葉は、明快で、残ざん酷こくだった。

　闇精霊は、この世界から消滅した。その現実が覆くつがえらないのだとすれば──

　たとえカミトが記憶を取り戻したとしても、再び絶望に囚とらわれてしまうのではないか。

（……そうなったら、今度こそ本当に心が壊れてしまうわ）

　カミトのためを想おもうなら、このまま記憶が戻らない方がいいのかもしれない──

　と、そんなことを考えてしまう。

「消えた闇精霊の行方は、神聖ルギア王国の騎き士し団も探していたようだけど」

「ルミナリスが？」

〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉決勝戦で〈聖霊騎士団〉は、なぜか闇精霊を滅ぼそうとしていた。あの行動は、チームの勝利さえ度ど外がい視ししているようにみえたが──

（……〈精霊剣舞祭〉が終わったあとも、闇精霊を探していた？）

　──いったい、なんのために？

「彼女たちは〈神しん儀ぎ院いん〉の警告を無視して〈浮遊島ラグナ・イース〉にとどまり続けたわ。再三の警告に、ようやく捜索を諦めて、引き上げていったけど」

「どうして、カミトさんが闇精霊を失ったことを知っていたんですの？」

「神聖ルギア王国も、なにかキナ臭いわね……」

　クレアが顎あごに手をあてて頷うなずく。と──

「そういえば、あの少年はどうしているの？」

　イセリアが訊たずねてきた。

「カミトは、その──」

　クレアは、カミトが闇精霊を失ったことによって記憶喪そう失しつになったこと、そしてエストもまた、学院の地下に封ふう印いんされたことを話した。

　話を聞き終えたイセリアは──

「そう、彼には過酷なことを強しいてしまったわね……」

　狼の顔を苦しそうに歪ゆがめて、呟つぶやいた。

「あの聖剣が封印されたということは、人間界に〈玄げん室しつ〉が顕けん現げんしたのね」

「玄室？」

　聞き慣れない言葉に、クレアたちは首を傾かしげる。

「魔王の〈玄室〉──〈魔王〉の資格を持つ者に与えられる特異空間。そこには〈魔王〉の配下の七十二の精霊と、彼の所有物すべてが収められるといわれているわ」

「……そんなものが、どうして学院に？」

　と、リンスレットが訊きく。

「〈玄室〉は〈魔王〉の本拠地に顕現する。つまり、あの少年は無意識に、あなたたちのいるアレイシア学院こそを守るべき、自身の心の拠より所どころとみなしたのね」

「……そうなんだ」

　クレアの口もとが緩ゆるむ。が、次の瞬間、ハッとして声を上げた。

「学院長は、近日中に騎士団の調査隊を編成すると仰おつしやったわ！」

　魔王の使し役えきした、七十二の精霊。そんなものが発見されたら、カミトが魔王の継けい承しよう者しやであることが世の中に明るみに出てしまう。

　そうなれば、学院長もカミトを庇かばいきれないだろう。

　男の精霊使い、ならまだいい。

　しかし、それが〈魔王〉の後こう継けい者しや──となると、話は別だ。

「大丈夫。〈玄げん室しつ〉を発見できるのは〈魔王〉本人だけよ。ほかの人間は決して、それを開くことも、見つけることもできない。けれど──」

　と、精霊王は迷うような素そ振ぶりを見せて、

「〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉を再び手に取るということは、彼の記憶の蓋ふたを開いてしまうことになりかねない──」

　そう言って、ふと、白狼は虚こ空くうに目を移した。

　そのまま、時間が止まったように硬直する。

「……イセリア様？」

「……っ、〈異界の闇〉が……活動を再開したわ……もう、戻らないと……」

「だ、大丈夫ですの？」

「まだ……なんとか……抑えてみせるわ……」

　フェンリルの瞳ひとみから輝きが失われてゆく。

　そして──

「……」

　フェンリルは、二人の目の前に座ったままだ。

「……イセリア様？」

「うぉんっ！」

　……フェンリルが鳴く。

　どうやら、精霊王の憑ひよう依いは解けたようだ。

「……イセリア様、無理をして交信してくれたのね」

　フェンリルは疲ひ労ろう困こん憊ぱいしたように、床にへたりこんだ。

　リンスレットが指を鳴らすと、その白狼は〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉へと帰き還かんする。

「……魔王の〈玄室〉ね。また厄介なものを呼び寄せるんだから」

　クレアはため息をついた。

　本人は記憶喪そう失しつだというのに、〈魔王〉の運命はいつまでもつきまとう──

「ねえ、そこの君たち──」

　不意に、空き教室の外で声が聞こえた。

「……っ!?」

　あわてて振り向く二人。

　扉の外に、全身灰色の外がい套とうを被かぶった人物が立っていた。

　……学院の生徒には見えない。あからさまに不審人物だ。

　しかも、一流の精霊使いである二人に気配も感じさせないとは、ただ者ではない。

（まさか、いまの〈精霊王〉様との話を聞かれていた!?）

　クレアは〈炎の鞭フレイムタン〉を展開し、鋭く誰何すいかの声を放はなつ。

「あんた、何者!?」

　すると、その人物はあっさりとフードをはねのけた。

　はらり、とこぼれ落ちる黒髪。外がい套とうの下から、最上位の聖服が露あらわになる。

「連れが勝手にどこかへ行ってしまって、迷子になってしまったの」

「え？」

　眼鏡めがねをかけたその顔に、クレアは見覚えがあった。

「あ、あなたは──！」

「学院長室に案内してくれるかしら、エルステイン家のお嬢さん？」





　　　　◇






「──こっちだ、カミト」

　負傷した二人を仲間の騎き士したちに任せ、カミトたちは学院長室へ急行した。

〈風王騎士団シルフイード〉は緊急防衛体制を取っている。襲撃者の目的は不明だが、今は学院長の身の安全を最優先すべきだと、エリスは判断したのだ。

「急げ。賊ぞくの狙いは学院長の命かもしれない──」

「帝国の〈黄昏の魔女ダスク・ウイツチ〉は、最強の精霊騎士じゃないのか？」

　エリスのあわてように、カミトは疑問を口にする。たしかに、先ほどの〈魔装機士アーテイフイサー〉は驚異的な使い手だったが、あの〈黄昏の魔女〉を殺すことができるとは思えない。

（事実、〈教きよう導どう院いん〉も、魔女には手が出せなかった）

　精霊使いは普通、老ろう齢れいと共に精霊契約の力を失ってゆく。しかし、〈黄昏の魔女〉は、その絶対法則を無視して、いまなお強大な力を持っているという噂うわさだった。

　と、エリスは苦い顔になって──

「これは、ごく一部の者にしか知らされていないことだが、今の学院長は、精霊契約の力を失っておられるのだ」

「……え？」

　執務室の前で、エリスが足を止めた。

「学院長、ご無事ですか！」

　ほとんど蹴り開けるようにして、扉を開け放はなつ。と──

「……ふむ、早かったな」

　執務机に座ったグレイワースが、落ち着いた声を発した。

「……よかった。ご無事で──」

　エリスがほっと安あん堵どの息をつき、

「……っ!?」

　次の瞬間、鳶とび色いろの目を大きく見開く。

「なっ──き、貴様っ!?」

　学院長室には、先客がいた。

　黒い革製の戦闘衣を着た、小こ柄がらな美少女だ。

　ボーイッシュに切られた短い黒髪。刃やいばのような光を放はなつ薄紫アメジストの瞳ひとみ。

　露出した太腿に巻かれたホルダーには、黒鉄の拳けん銃じゆうを収めている。

　──間違いない。つい先ほど、カミトたちと交戦した襲撃者だ。

「おのれっ、学院長から離れろ！」

　警戒の声を発し、精霊を召喚しようとするエリス。しかし──

「待て──」

　それを止めたのは、危機に晒さらされているはずのグレイワースだった。

「が、学院長、なぜですか？　その者は──」

　エリスが戸と惑まどったように訊たずねる。だが、グレイワースは落ち着きはらった様子で、

「……まあ、落ち着け。というか、なんだ破は廉れん恥ちな格好は？」

　肌も露あらわなエリスの鎧よろいを半眼で眺める。

「嘆かわしいな。学院の風紀を取り締まる立場の君が、好んでそのような格好をするとは。坊やを誘ゆう惑わくしたいのはわかるが、もう少し慎みを持ちたまえ」

「……っ、こ、これは……ち、違うのです、その……」

　顔を真まっ赤かにして、カミトの背後に隠れるエリス。

　カミトはため息をつくと、戦闘衣の美少女に目をやった。

「……どういうことだ？　どうして賊ぞくがここにいる？」

「なんだ、もう剣を交えたのか」

　と、グレイワースは面白そうに苦笑して、

「彼女はヴィレイ・ブランフォード。帝国騎き士し団〈十二騎将ナンバーズ〉の第九位だ」

「「──十二騎将ナンバーズ!?」」

　エリスが驚きよう愕がくの声を上げる。カミトも少なからず驚いた。

　およそ大陸の人間で、その名を知らぬ者はいないだろう。

　オルデシア帝国が誇る、十二人の精せい鋭えい騎士。

　目の前に座る魔女も、かつてはその第一位の座にいたという。

「第九位ということは……まさか〈暗部〉の──」

　エリスが喉のどを引ひき攣つらせる。

「暗部？」

「帝国の諜ちよう報ほう機関だよ」

　グレイワースが言った。

「〈十二騎将〉が戦場を駆かける精霊騎士であったのは昔のこと。現在、その役目は多た岐きに渡っている。ヴィレイ・ブランフォード卿きようは〈暗部〉に所属する特務騎士だ」

「……特務騎士。エリス、気付かなかったのか？」

「仕方ないだろう。ヴィレイ卿の顔を見たのは、これが初めてなのだ」

「特務騎士は滅めつ多たに人前に姿を現さないからな。知らぬのも無理はない」

　グレイワースが肩をすくめる。だが、カミトには疑問があった。

（けど、帝国の〈十二騎将ナンバーズ〉にしては──）

「十五だよ」

「え？」

「歳としは十五だ。ボクが幼すぎると思ったんだろう？」

　と、〈暗部〉の特務騎き士しは不ふ機き嫌げんそうにカミトを睨にらむ。

　……実際、その仕し草ぐさは妙に子供っぽかった。

「十五で〈十二騎将〉になれるものなのか？」

「〈十二騎将〉に年齢の規定はないよ。私が列席したのも十六の頃ころだ」

　と、グレイワースが口を挟む。

「今回の〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉も、エントリー資格自体はあったよ。チーム戦は性に合わないから、辞退したけどね」

　エリスは首の向きを変え、むっとヴィレイを睨んだ。

「ヴィレイ卿きよう。〈十二騎将〉である貴女あなたが、なぜ学院の騎士を襲ったのだ」

　と、ヴィレイはカミトの方に視線を移し、

「試してみたかったんだ。そこのカゼハヤ・カミトの実力をね」

「俺おれの実力を？」

「ああ。あの〈最強の剣舞姫〉を破った男の精霊使い──どれほどのものだろうと思ってね。けれど、失望したな。契約精霊の制御もまともに出来ないなんて」

「いまのカミトは本調子とはほど遠い状態なのだ。本気を出せば──」

　むっとして口を開くエリスを、カミトが手で制した。

「それで、〈十二騎将〉の〈暗部〉がどうしてここに？」

　訊きくと、ヴィオラはふっと肩をすくめ、

「もう一人の〈十二騎将〉の護衛だよ。どうも、学院の中で迷子になってしまったらしくてね。まったく、どこを迷っているのか──」

「護衛対象を放ほうって遊ぶのも、どうかと思うぞ」

「彼女がここまで方向音痴だとは思わなかったんだよ」

　呆あきれたように言うカミトに、肩をすくめるヴィオラ。

「まあ、学院の中なら大丈夫だろう。学内の騎士団に保護してもらえば」

「騎士団は謎の侵入者を追っていて、それどころではないがな」

　エリスがそんな皮肉を口にする。

「というか、〈十二騎将〉に護衛が必要なのか？」

　カミトが訝いぶかしげに訊く。

「さっきグレイワース卿が仰おつしやっただろう。〈十二騎将〉といっても、全員が武芸に優れた騎士じゃない。とくに彼女の精霊は、まったく戦闘の出来ないタイプだしね」

　──と、その時だ。コンコン、と執務室の扉を叩たたく音が聞こえた。

　全員が扉の方を振り向く。

「学院長、客人をお連れしました」

　カミトはすぐに気付く。

（……この声、クレアか？）

「入れ」

「失礼します──あ、カミト」「まあ、カミトさん！」

　扉を開けて入ってきたのは、やはりクレアだった。リンスレットもいる。

「な、なんだその格好──」

　カミトはまず二人の姿に驚いた。

　クレアたちはなぜか、可か憐れんなメイド服に身を包んでいたのだ。

　白と黒のオーソドックスなメイド服。それぞれ、頭にネコ耳とキツネ耳のカチューシャを着けている。……正直、ものすごく可愛かわいい。

　カミトが数秒ほど見み惚ほれていると──

「カミト君、ひさしぶりね」

　クレアの背後から、もう一人の人物が姿をあらわした。

　眼鏡めがねをかけた、穏やかな雰囲気の女性だ。歳としは二十歳くらいだろうか、ローブのような純白の聖服を身に纏まとっている。

「……ルーリエ卿きよう」

　エリスが声を上げる。だが、カミトはその名前を知らない。

「初めまして、ではないけれど。今の君は覚えていないのでしょうね、たぶん」

「すみません……」

　と、彼女に向かって謝るカミト。

「遅かったですね、ルーリエ卿。また迷ったのですか？」

　ヴィレイが肩をすくめて言った。

「ヴィレイ、あなた護衛対象をなんだと思っているの？」

　こめかみを押さえながら、ルーリエはヴィレイの横に立つ。

　クレアが素早くカミトのそばに近付き、耳打ちした。

「あの方は〈十二騎将〉の第八位──ルーリエ・リザルディア様よ」

「十二騎将──」

「帝国最高の治癒師ヒーラー。〈奇跡〉のルーリエとも呼ばれていますわ」

　と、こんどはリンスレットが囁ささやく。

「固くならなくていいわ、カミト君。私は君の治療のために呼ばれたの」

　眼鏡をくいっと上げて、ふふん、と微笑ほほえむ彼女。

　年上のお姉さんだが、そんな仕し草ぐさは妙に子供っぽくて可愛らしい。

「俺おれの治療に？」

「ああ。帝都に腕のいい治癒師ヒーラーを要請したら、彼女が来てくれたんだ」

　グレイワースが口を開く。

「カミト君のことはついでですよ。私は〈精霊大祭〉を観に来ただけです」

「ふん、そういうことにしておこう。だが、坊やは私のものだぞ、ルーリエ卿きよう」

「わかっていますよ。カミト君は、グレイワース様のお気に入りですものね」

　ルーリエはカミトに近付くと、すっとカミトの額ひたいに手をのせた。

「……？」

　訝いぶかしむカミト。──と、彼女は目を閉じて、魔術の詞ことばを呟つぶやいた。

「──癒いやしの光よ。この者の闇を照らせ」

　瞬間。その指先に光がともる。あたたかく、優しいイメージの光だ。

（……っ、なんだ、この光は……）

　カミトの全身から、ふっと力が抜けた。

　心地のよい微睡まどろみの中に、だんだんと意識が落ちていく。

「そうよ。そのまま力を抜いて、リラックスして──」

　耳もとで囁ささやくルーリエの声。カミトは言われるがままに、目を閉じて無言で頷うなずく。

「なにか見える？」

「いえ、なにも……」

「……そう。じゃあ、なにか聞こえる？」

「なにも──」

　否定しかけた、その時。
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　──カミト、ねえ、カミト？

（……っ!?）

　頭の中に、名前を呼ぶ声が響く。

（……この……声は……？）

　ルーリエの声ではない。カミトの知らない声だ。

（……違う。僕ぼくはこの声を知っている）

　聞いているだけで心が安らぐような、とても、とても懐なつかしい声。

　──カミト、あなたに私のすべてをあげる。

　──私の心、私の力、私の運命を。

　断片的なイメージが脳のう裏りに浮かんでくる。

　美しい漆しつ黒こくの翼つばさ。風になびく艶つややかな黒髪。

　幼い頃ころ、優しく頭を撫なでてくれた、細い指先の感覚。

（君は……いったい……？）

　──だから、お願い。私を──して。

　顔の見えない少女の唇くちびるが、そっと触れる。

　刹せつ那な、光が砕け散った。

「……っ!?」「きゃっ！」

　カミトとルーリエは吹き飛ばされ、それぞれ執務室の壁に叩たたきつけられる。

「カミト、大丈夫？」「カミトさん！」「カミト！」

　あわてて駆かけ寄るクレアたち。

「ルーリエ卿きよう、お怪け我がは？」

　ルーリエを助け起こしたヴィレイが、カミトに素早く拳けん銃じゆうを突き付けた。

「貴様、ルーリエ卿に何をした？」

「な、何って……くっ……」

　激しく痛む頭を押さえながら、うめくカミト。

「ヴィレイ、いまのはカミト君のせいじゃないわ」

　と、ルーリエが静かに首を横に振った。

「どうも、カミト君の心には、鍵がかかっているみたいね」

「鍵……？」

「ええ。これは、ただの精神的ショックによる記憶喪そう失しつではないわ。それにしては、記憶の欠けつ落らくがあまりにも綺麗すぎるのよ」

　……心当たりはあった。記憶の欠落が綺麗すぎる、というのは、カミトの実感だ。

　自身のことが完全に思い出せないのではなく、ある特定の事象に関わる記憶だけが、まるごと切り取られたかのような感覚──

「これは、何者かがカミト君にかけた封ふう印いん魔術。魔術の執行者に関わる記憶の一切を、完全に封印する高位の闇魔術ね」

「……ふむ、それは暗示のようなものか？」

　グレイワースが眼鏡めがねを押し上げながら訊きく。

「ええ。これ以上はちょっと時間がかかりそう」

「その魔術、時間さえかければ解くことはできるのか？」

「試す価値はあるでしょう。けれど、この魔術は、カミト君の精神の奥深くに根ざしています。無理をすればカミト君の精神が壊れてしまうかも──」

「そんな！」

　クレアが悲鳴のような声をあげる。ルーリエは肩をすくめると、

「まあ、やれるだけのことはやってみましょう。オルデシアに二度目の栄光をもたらしてくれた、カミト君のためですからね」

「ああ、頼む──」

　と、グレイワースはエリスに視線を移した。

「エリス、ルーリエ卿きようとヴィレイ卿を来らい賓ひん用の宿泊施設へお連れしろ」

「──は、はい」

　胸に手をあて、頷うなずくエリス。

「ところで、学院長さん──」

　と、ようやく頭痛から回復したカミトが言った。

「なんだ？」

「その、俺おれの契約精霊のことなんだが、地下施設の探たん索さく許可はまだ下りないのか？」

「……ああ、そのことか」

　グレイワースは、指先でこめかみを押さえた。

「なにしろ、廃棄された軍の施設だからな。手続きには時間がかかる。──というか、たとえ調査許可がおりたとしても、暴走の危険がある以上、いまの君を契約精霊に触れさせることはできないぞ」

「けど、その精霊は、俺の記憶を取り戻す手掛かりになるんじゃないのか？」

「……あるいは、そうかもしれん」

　グレイワースは素直に頷いた。

「しかし、リスクが大きすぎる」

「……っ！」

　カミトは右手の拳こぶしを握った。

「カミト、その、学院長は君のためを思って──」

「……ああ、わかってる」

「──では、話は以上だ。カミトのことはルーリエ卿に任せる。〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉を回収するのは、おまえの記憶の解析が進んでからでも遅くないだろう」

　グレイワースは話を打ち切ると、全員に出て行くよう指示を出した。






第七章　大祭前夜






　執務室を出たカミトは、エリスと廊ろう下かで別れた。

「では、こちらへ案内します、ルーリエ卿きよう」

「またね、カミト君」

　ルーリエはにこっと微笑ほほえみ、ヴィレイは無言で踵きびすを返した。

「……さて、俺おれも部屋に戻るか」

　カミトが呟つぶやくと──

「待ちなさい、カミト」

　背後から、クレアに腕を掴つかまれる。

「な、なんだよ？」

「エリスは、どうしてあんなえっちな鎧よろいを着ていたの？」

「騎き士し団長に、あんなものを着せて……は、破は廉れん恥ちですわ！」

　……どうも大きな誤解があるようだ。

「……あれ、〈精霊大祭〉で着る騎士団の制服らしい」

「せ、制服!?」

　クレアが目を丸くした。

「……ま、まさか、あんな過激な衣装を街まち中なかで着るの？」

「ほとんど下着ですわよ」

「……ああ。俺もおかしいと思ったんだが」

　カミトは気まずそうに頭をかく。

「エリス……」

「騎士団長、可哀かわい想そうですわ」

　事情を知った二人は途と端たんに、同情するような眼まな差ざしになった。

「ところで、二人の格好もなんなんだ？」

　と、カミトのほうも、二人の着ているメイド服について指摘した。

「こ、これは模擬店の衣装よ！」

「わたくしたち、接客をするのですわ」

「ああ……」

　そういえば、今朝、レイヴン教室の模擬店は喫茶店だと言っていた。

　二人が着ているのは、その衣装のようだ。

「カミト、今日はもう騎士団の仕事はないわよね」

　と、クレアが腰に手をあてて言ってくる。

「ああ、まあな」

「なら、こっちを手伝いなさい」

「……わかったよ」

　カミトは肩をすくめて頷うなずいた。

　中庭を通って別館に着くと、古びた木の階段を上る。

　二階の空き教室が、レイヴン教室に割り当てられた場所だった。

　教室のプレートのある場所に、看板がかかっている。

〈月光の森ルナ・フオレスト〉──それが、店の名前らしい。

　扉を開くと、凝った内装の店内が目に飛び込んできた。

「なかなか本格的だな」

「でしょ」

　クレアが満足そうに頷く。木を削りだして作ったテーブルと椅い子す。目に優しいモスグリーンの壁紙は、わざわざ貼り替えたもののようだ。

　カミトが感心して教室の中を見回すと、

「クレア、どこに行ってたのよ──って、カミト君？」

　ふいに聞き覚えのある声がした。

　振り向くと、そこに居たのはウサギ耳のメイド服を着た、黒髪の美少女だ。

　昨日、廊ろう下かで殺人クッキーをくれたお姫様だった。

「うぐっ──」

　あの人知を超えたクッキーの味を思い出し、思わず、そんな声が出てしまう。

「うぐっ……とは何かしら、カミト君？」

「あ、いや……」

　むっと頬ほおを膨ふくらませるお姫様。カミトは誤ご魔ま化かすように両手を振る。

「フィアナ、魔術方陣の構築は順調なの？」

「ほとんど完成したわ。いまは休きゆう憩けいして、こっちの様子を見にきたの」

　と、フィアナはカミトに目を戻し──

「カミト君も、シフトに入っているの？」

「いや、俺おれは〈風王騎士団シルフイード〉に所属してるから──」

　カミトは首を横に振る。が──

「せっかくだから、カミトも参加しなさいよ。二日目は暇でしょ？」

　クレアがそんなことを言ってくる。

「……けど、ここには男用の服なんてないだろ？」

「まあ、それもそうね。どこかで執事服を借りられないかしら」

「べつに執事服でなくてもいいと思うけど？」

「え？」

　フィアナが小悪魔的な微び笑しようを浮かべてカミトを見た。

「えっと、それはどういう……」

「ふふ、そのままの意味よ──」

　パチリ、と指を鳴らすフィアナ。すると、カーテンで仕切られた奥の部屋から、レイヴン教室の女の子たちがあらわれ、カミトを取り囲んだ。

「……っ！」

「さあ、カミト君を立派なメイドに仕立てるのよ！」

「ちょ、ちょっとまて……」

「面白そう！」「い、意外と似合うかも……」「お化け粧しようはまかせて！」

　この教室の女の子はちょっと変わっているのか、カミトに興きよう味み津しん々しんの様子だ。

「二人とも、た、助けてくれ──」

　カミトはクレアとリンスレットに視線を向けるが、

「……えっと、心配しなくていいわ。たぶん似合うと思うわよ」

「わたくしも、その……ちょっと、見てみたいですわ」

　二人揃そろってあさっての方を向く。

「いいから、いいから！」「壁のシミを数えてる間に終わるから」「ほらほら～」

「う、うわああああああ！」

　部屋に連れ込まれたカミトの悲鳴が、教室中に響きわたった。

　……数分後。メイド服に着替えさせられたカミトが、カーテンの奥から現れた。

　髪はウィッグをつけて綺麗に梳くしけずられ、薄く姫ひめ巫み女この化粧もほどこしてある。

　頭にはクレアとおなじ猫の耳がのっていた。

（……お、おかしい。なんだか、違和感がないぞ）

　鏡の前に立ったカミトは、そんな感想を抱いだく。

　まるで、もともとこういうことに慣れているかのような──

「……っ、カ、カミト、すごい綺麗よ！」

「……よ、よくお似合いですわ！」

　クレアとリンスレットが、感嘆の声を上げる。

「カミト君、これはこんどの〈麗女祭〉に出るべきよ！」

　フィアナがぐっと拳こぶしを握り、クラスメイトの少女たちはうんうんと頷うなずく。

「お、おまえら……」

　カミトが喉のどの奥で唸うなっていると──

「……カゼハヤ・カミト、君にはそんな趣味があったのか」

　呆あきれたような声が聞こえてくる。

「……っ!?」

　帝国騎き士し団の制服に着替えた、ヴィレイ・ブランフォードだ。

　薄紫色アメジストの瞳ひとみが、カミトを鋭く睨にらんでいる。

「ち、違う！　誤解するな！」

　あわてて叫ぶカミト。しかし、ヴィレイの冷淡な表情は変わらぬままだ。

「この変態め」

「あれはどなた？」「ここの学院生ではないわね。きっと帝国の精霊騎き士し様よ」

　教室の女の子たちがざわめきはじめる。

　多くの精霊使いにとって、精霊騎士というのは憧あこがれの存在なのだ。

　もっとも、彼女が〈十二騎将〉であることにまで気付いた者はいないようだが。

　ヴィレイは手近なテーブルに腰掛けると、

「紅茶とケーキを所望してもいいかな」

「は、はいっ、喜んで！」

　少女の一人が嬉うれしそうに頷うなずく。だが──

「いや──カミト、君が淹いれてくれ」

　……ご指名されてしまった。

「俺おれは貴族じゃないし、紅茶の淹れ方とか素人だぞ」

　カミトが半眼で呟つぶやくと、

「構わないよ。ボクもこだわりがあるほうじゃない」

「……はあ。わかったよ」

　ため息をつくと、カミトは厨房でお湯をわかして紅茶を淹れはじめた。

　数十種類ある瓶びんの中から適当な茶葉を選んだが、きっと、どれも最高級品なのだろう。格調高い香りが鼻び腔こうをくすぐる。紅茶を蒸らしている間に、近くにあった最も見た目のよさそうなロールケーキを、手際よく切って皿に並べた。

　記憶はなくとも、なぜか紅茶の淹れ方は覚えているようだ。

〈教きよう導どう院いん〉では不要な技ぎ能のう……いったい、誰だれに教わったのだろう。

（……もしかして、本当にメイドでもしてたのか？）

　記憶を失う前のカゼハヤ・カミトという人物が、ますますわからなくなる。

　ヴィレイ・ブランフォードは紅茶をひと口啜すすると、

「……合格点だ。君はメイドをしてたほうがお似合いかもな」

「それはどうも」

　カミトは肩をすくめると、ヴィレイの向かいに腰をおろした。カミトの力を試すために、無関係な少女を巻き込んだりと、この〈十二騎将〉はなんだか気にくわない。

「あんたこそ、なんで男の口調なんだ？」

　すると、彼女は紅茶のカップを静かに置き、

「特務騎士の主な任務は、他国での諜ちよう報ほう活動だ。男装しているとなにかと便利なんだよ。男の精霊使いは原則存在しないから、精霊使いと見抜かれる心配もないしね」

「……なるほど。その年で、ずいぶんな修羅場をくぐり抜けて来たんだな」

「年は関係ないさ。君もそうだろう？」

　彼女はカミトを鋭く睨にらみ、ロールケーキをひと切れ口に含む。

　と、その瞬間。ヴィレイの顔が青ざめた。

「……か、は……な、なんだこれは……まさか、毒を!?」

　テーブルに突つっ伏ぷして、腕をピクピクと痙けい攣れんさせる。

「……っ、まさか毒なんて──あ！」

　カミトはふと気付く。

　クレアとリンスレットが、無言でフィアナを指差していた。

　どうやら、あのロールケーキは、お姫様の作ったものだったようだ。

　……見た目は一番おいしそうだったので、思わず出してしまったのだが。

「……わ、悪い……」

「くっ……貴様、やはり毒を……卑ひ怯きよう者もの……め……」

　腹を押さえながら、ふらふらと立ち上がるヴィレイ。

「……ボクは、こ、これで失礼させてもらう」

「お、おい、大丈夫か？」

　肩を貸そうとした、その瞬間。

「カゼハヤ・カミト。ボクの本当の任務は、君という存在を見極めることだ」

　彼女はカミトの耳もとで囁ささやく。

「……え？」

「もし、君が世界を滅びに導く〈魔王〉になるのなら──」

　──ボクは容よう赦しやなく君を殺すよ。
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　──そんなこんなで、レイヴン教室の内装を真夜中まで手伝った後。

　カミトはエリスと一緒に〈精霊の森〉に足を運んだ。

「悪いな、エリス。案内までしてもらって」

「気にすることはない。これも風紀委としての仕事だからな」

　彼女に案内してもらったのは、姫ひめ巫み女この御祓みそぎ場だ。ここの泉は疲労回復に効果があるらしく、帝国の騎き士したちも利用するのだという。当然、本来は男子禁制の場所なのだが、真夜中限定で入れるよう、エリスがグレイワースに掛け合ってくれたのだ。

　泉に着くと、エリスは火の精霊鉱石をカミトに手渡した。

　石の中には、蜥蜴とかげの姿をした火の精霊が封ふう印いんされている。

「この石を起動して入るといい。夜間の水は冷たいからな」

「ああ、ありがとう」

「き、規則さえなければ、私も一緒に入れるのだが……」

「うん？」

「な、なんでもないっ！　あ、明日の朝会には遅れるなよ！」

　エリスは誤ご魔ま化かすように首を振り、空の彼方へ飛び去ってしまった。

「……なんだか忙しそうだな」

　カミトは制服を脱ぐと、ハーフパンツ一枚になって泉に浸かった。

　……冷たい。エリスの助言通り、神威カムイを込めて火の精霊鉱石を起動する。

　精霊鉱石は赤く輝き、水の中で熱を放はなちはじめた。

「お、これは便利だな──」

　水温が徐々に上昇し、湯気をたてはじめる。まるで温泉のようだ。

　カミトは夜空を見上げると、ふう、と息をつく。

「……今日はいろいろなことがあったな」

　右手の精霊刻こく印いんを月明かりに翳かざしてみる。

　カミトの契約精霊は、なぜ封ふう印いんされてしまったのだろう。

　それもまた、カミトが記憶を失った原因と何か関係があるのだろうか。

　それに、ヴィレイ・ブランフォードの言った、あの言葉。

（……僕ぼくが世界を滅びに導く〈魔王〉？）

　彼女は何な故ぜ、そんなことを口にしたのか──

　……ちゃぷん。と、背後で水音がした。

「……？」

　振り向くと、茂みのところに人影が立っていた。

「──何者だ？」

　殺気を放ちながら、声をかける。

　……普通の学生がこんな時間に出歩いているはずがない。

「待ってカミト君、私よ」

「……その声、ルーリエ・リザルディア？」

　人影がこくっと頷うなずく動作をした。

「……わ、悪い。すぐ上がる！」

　カミトはあわてて立ち上がろうとする。

　そういえば彼女は眼鏡めがねをかけていた。夜闇の中で、カミトが入っていることに気付かなかったのだろう。そもそも、ここは本来、姫ひめ巫み女このための御祓みそぎ場なのだ。

「あ、いいのよそのままで。カミト君に会いにきたんだから」

「……俺おれに？」

「ええ、言ったでしょう？　定期的に治療を施ほどこすって」

　と、たちのぼる湯気の向こうで、ルーリエの纏まとう聖服がはらりと落ちる。

「……っ!?」

　カミトが声を発する間もなく、彼女は泉の中に入ってきた。

　艶なまめかしく濡ぬれた黒髪。肌き理めの細かい肌。聖服を着ていたときは気付かなかったが、彼女はものすごくスタイルがいい。

　大きな胸が、カミトの目の前でふよんと揺れた。

「……ち、治療って、だ、だったら部屋で──」

「ここのほうがリラックスできるでしょう？　それに、私の力も高められるし」

　こんな状況でリラックスも何もない──

　そう言い返そうとしたが、喉のどが引ひき攣つって声が出なかった。

「ど、どうして裸に？」

「あら、グレイワース様に聞いてないの？　君は特異な体質だから、直接肌を重ね合わせないと、まともに魔術の効果を伝達出来ないって。フィアナ様にも、いつもさせているでしょう──」

「……っ、お、俺おれがそんなことを!?」

　カミトは自身の所業に戦せん慄りつした。

（……ほ、本物のお姫様に、なんてことさせてるんだ、俺は！）

　ルーリエの胸がカミトの腕にぴとっとあたる。

「ほら、楽にして」

　とうとう観念して、カミトはおとなしく座り込んだ。ルーリエの掌てのひらに聖なる光が生まれ、周囲を淡く照らしだす。そのまま、彼女は掌をカミトの心臓の位置にそっとあてた。

「……ドキドキしてるわね」

「あ、あたりまえだ！」

　顔を赤らめ、そっぽを向くカミト。

　ルーリエはくすっと微び笑しようすると、耳もとで囁ささやく。

「……目を閉じて、大きく深呼吸して」

「あ、ああ……」

　全身にあたたかな光が満ちるのを感じながら、カミトは頷うなずく。

「──それじゃ、最初の質問。胸の大きい女の子と小さい女の子、どっちが好き？」

「……それが、俺の記憶と関係あるのか？」

「ううん、ただの興味本位」

「……頼む。真面目まじめにやってくれ」

　目を閉じたままうめく。

「……じゃあ、真面目な質問ね。君は〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉で優勝したあと、〈精霊王〉の祭殿で記憶を失った。そこであったことを何か覚えている？」

「〈精霊王〉の祭殿……いや、なにも覚えて、いない……」

　……ズキン。カミトは鈍にぶい頭痛を感じた。

「質問を変えるわ。君の契約精霊は、どんな姿だった？」

「俺の……契約精霊……は……」

　……ズキン。ズキン。

　閉じた目の奥に、なにか白銀に輝くものが浮かびあがった。

「白銀の髪……とても綺麗な、女の子……だったような、気がする……」

「それは〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉ね。じゃあ、あなたの左手の精霊は？」

「……左手？」

　……ズキン。ズキン。ズキン。ズキン。

「くっ……う……あ……」

　精霊。左手の──漆しつ黒こくの翼つばさ、彼女の心臓を──僕ぼくが、この剣で──

「──カミト君、あなたは、精霊王の祭殿でなにを見たの？」

「……っ、ああああああっ！」

　カミトの喉のどから咆ほう哮こうがほとばしった。

　ルーリエの身体を突き飛ばす。

「はあっ、はあっ、はあっ、はあっ、はあっ……」

　カミトはふらふらと水面に倒れこんだ。

「……悪い。その、取り乱して」

「……今日は、ここまでにしておきましょう」

　ルーリエが首を振って立ち上がる。

　……いつのまにか、泉の水は冷たくなっていた。
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　部屋に戻ると、クレアはベッドの上でまだ起きていた。

　精霊鉱石の発する炎の明かりの下で、本を熱心に読み耽ふけっている。

「クレア、なにを読んでるんだ？」

「ふああっ！」

　パジャマ姿のクレアはあわてて本を閉じた。

「……あ、明日の準備よ。これはメイドを演じるための参考書」

「そうか。優等生だな」

『夜のメイド物語』というタイトルが目に入ったが、カミトはとくに気にしなかった。

　クレアの姿に、しばし見み惚ほれていたからだ。

　頭の両側で縛った真しん紅くの髪を、いまは下ろしている。

　シャワーを浴びたばかりなのだろう、髪はまだ濡ぬれそぼっていた。

「……どうしたの？」

　きょとんとするクレア。

「いや、髪おろしてるから……」

「ああ。こうすると、姉様と見分けがつかなくなっちゃうのよね」

　クレアは指で梳すくように髪をかきあげた。

「カミトは、こっちの髪のほうが好き？」

「……いや、ツーテールも似合ってると思うぞ」

　照れ隠しするようにそっぽを向くカミト。

「そ、そう……」

　クレアはちょっと嬉うれしそうに呟つぶやいた。

「カミト、明日の予定は？」

「午前中は、エリスと学院都市の警備をすることになってる」

「……む。ま、まあいいわ。じゃあ警備がおわったら、あたしと一緒に回るわよ」

「俺おれは教室を手伝わなくていいのか？」

「あんた、またメイド服を着たいの？」

「いや……」

　首を横に振るカミト。

　と、クレアは小指を差し出して──

「いい？　明日はあたしと〈精霊大祭〉を回るの。約束よ」

「……？」

「こ、こうするのよ──」

　その指をカミトの小指に絡めてきた。

　ふとその視線が、右手の精霊刻こく印いんにそそがれる。

「ねえ、カミト──」

「うん？」

「カミトは、本当に記憶を取り戻したいの？」

　真しん摯しな眼まな差ざしを向けてくるクレアに──

「……わからない」

　と、カミトはそう答えた。
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「──ふふ、愛いとし子よ。感じるわ、おまえたちの鼓こ動どうを」

　月明かりの下、夜風に黄金色の髪が揺れる。

　宮きゆう殿でんの外に広がる鬱うつ蒼そうとした森の中、聖服の少女はくすりと微笑ほほえんだ。

　ミレニア・サンクトゥス──神聖ルギア王国の枢すう機き卿きようだ。

　その手には、首飾り、錆び付いた剣、銀の腕輪と四つの指輪があった。

　太古の王侯貴族の装そう飾しよく品。それら〈魔装具アーテイフアクト〉には、それぞれ、軍用に調ちよう律りつされた精霊が封ふう印いんされている。

　本来、使し役えきには高度な技ぎ能のうが必要とされる、拠点強襲用の精霊。しかも、ここにあるのは制御がままならず、軍用には不適格とされた廃棄精霊であった。

　少女の指先が、剣の刃やいばの上をそっと滑る。

　指先から溢あふれた漆しつ黒こくの闇が、刃を伝ってすべての魔装具を濡ぬらした。

「──〈真なる闇〉よ。いよいよ満ちて、狂い、愛し子を侵せ」

　とめどなく溢あふれる闇が、少女の足下にぽたぽたと垂れ、血ち溜だまりをつくる。

　その様を、少女は片方の目で見下ろして──

「ふ、ふふ、ふ──」

　可お笑かしそうに微笑ほほえんだ。
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　篝かがり火びの炎が照らす闇の中、〈環状列石ストーン・サークル〉のそばに、一人の人影が現れた。

　周囲に人の気配はない。学院に精霊を呼び込む〈門ゲート〉の構築をしていた十二人の姫ひめ巫み女こ、監督役の騎き士したちは、みな意識を失い、地面に倒れ伏している。

　その中に、フィアナ・レイ・オルデシアの姿はない。この時間、彼女が別館で仮眠をとっていて、ここにいないことは確認済みだ。

　優秀な姫巫女である彼女がいれば、少し面倒なことになっただろう。

　地面に描かれた巨大な魔術方陣に、指先を触れた。

　防護魔術による拒絶反応の火花が散るが、それも一瞬のこと。すぐに防護を突破し、精霊語で構築された発動の式を書き換えていく──

　夜が明ける頃ころ、彼女たちはすべてを忘れている。

　まるで、何ごともなかったかのように──






第八章　精霊大祭






　──カミト……どこにいるのですか、カミト？

（……？）

　暗闇の中で、声が聞こえる。

　いまにも儚はかなく消えてしまいそうな、少女の声が。

（……おまえは、誰だれだ？）

　自身の足下さえ見えぬ無明の闇の中で、おそるおそる手を伸ばす。

　まるで、茫ぼう漠ばくとした記憶の中を彷徨さまようように。

　これは夢だ。無意識下にある不安が、夢という形をとってあらわれているに過ぎない。

　声のしたほうに足を進めながらも、カミトは冷静に結論づける。

（しかし──）

　と、カミトは続けて思案する。夢の中でなお明めい晰せきな思考力を保つことは、〈教きよう導どう院いん〉で教練された、最も初歩的な精神鍛錬のひとつだ。

　夢が無意識下の精神の活動なのだとすれば──

（……僕ぼくの記憶に関する手掛かりがあるかもしれない）

　と、闇に伸ばした手が、ふいに鋭い痛みを訴えた。

　右手に刻まれた〈精霊刻こく印いん〉が、輝きを放はなちはじめる。

　──カミト……私の声が……聞こえているのですか？

　刻印の輝きが、周囲の闇を微かすかに照らしだした。

　視線の先に──鎖くさりに繋つながれた、一人の少女の姿が見えた。

「……っ!?」

　非現実的なまでに美しい、白銀の髪の少女。

　雪のように白い裸身が、闇の中で浮き彫りになっている。

（……あれが、僕ぼくの契約精霊？）

　テルミヌス・エスト──〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉の名を冠する、名実共に最強の剣精霊。

　しかし、その称号に対して、なんと華きや奢しやな外見だろう。

　指先で触れれば、玻は璃りのごとく儚はかなく砕け散ってしまいそうだ。

　そのわずかな逡しゆん巡じゆんが、カミトの足を止めさせた。

　周囲の闇が蠢うごめき、少女の裸身を呑のみ込こんでゆく──

「……っ、エスト……！」

　これが一瞬、夢であることも忘れて、カミトは少女の名を叫んだ。

　記憶から完全に消去された、契約精霊の名を。

　だが、踏み出した足は、闇の汚お泥でいの中に深く沈みこむ。

　そのまま、ずぶずぶと沈んでゆく。

「……っ、待……て……！」

　懸命に伸ばした指先が、少女の手にわずかに触れた。

　と、触れたその場所から流れ込むように、彼女の思念が伝わってきた。

　──カミト、私はここで待っています。

　──カミトが、彼女との約束を、果たしに戻って来るのを。





　　　　◇






「……本当に、エストの夢を見たの？」

「ああ。間違いない……と、思う」

　夜が明けて、〈精霊大祭〉当日の朝──

　別館へ向かう道を歩きながら、カミトは今朝見た夢のことをクレアに話した。

　朝起きたとき、身体にこれといった変化はなかった。

　依い然ぜん、記憶も失われたままだ。

　ただ、右手に感じる疼うずきだけが、夢の名残をわずかに残していた。

（……もしかすると、昨晩のルーリエの治療が影えい響きようしてるのかもな）

　と、そんなことを考える。

「夢を通じて契約精霊と繋がることは、よくあることよ。あたしもときどき、スカーレットの夢を共有するわ。ツナ缶をお腹なかいっぱい食べてる夢を」

「ニャー、ニャー」

　足もとを歩くスカーレットが、抗議するように鳴いた。

「……それ、おまえのほうの夢なんじゃないか？」

「ち、違うもん……」

　むっと頬ほおを膨ふくらませ、クレアは顔を赤くする。

　が、すぐに真剣な表情に戻って──

「……でも、エストはカミトを呼んでいるのね」

「けど、それならどうして、俺おれのところに戻ってこないんだ？」

　カミトは右手の刻こく印いんに目を落とした。

「たぶん、記憶喪そう失しつのせいで、精霊とのリンクが寸断されているのよ」

「……なるほどな」

「それで、どんな夢だったの？」

「ああ……その、裸の女の子が、暗闇の中で鎖くさりに縛られて──」

「ちょ、ちょっと待ちなさい！」

　クレアはぴたっと足を止めた。

「ゆ、夢って、ひょっとして……え、えっちな夢……なの？」

「断じて違う！」

「恥ずかしがることはないわよ。カ、カミトも、年とし頃ごろの男の子なんだしね。あ、あたしだって、鎖で縛られてる夢とかよく見るし──って、な、なにを言わせるのよ！」

　カアアッと赤面し、ぽかぽかと肩を叩たたいてくる。

「だから、違うって……」

「あ、カミト君──」

　その時、遠くで名前を呼ぶ声が聞こえた。

　駆かけ寄ってきたのは〈神しん儀ぎ院いん〉の制服を着た黒髪の少女、フィアナだ。

　彼女の駆けてきた丘の上では、巨大な石柱の環ストーン・サークルのそばに姫ひめ巫み女この少女たちが集まって、例の開門の儀ぎ式しきの準備をしている。

「カミト君、別館の模擬店に行くの？」

「ああ。一応、顔見せくらいはな」

　訊きいてくるフィアナに、カミトは肩をすくめて答えた。

　クレアを送ったら、すぐに騎き士し団のほうへ向かう予定になっている。

「フィアナ、開門の儀式は完成したの？」

「当然よ。今は精霊を楽しませる花火の準備をしているわ」

「さすがね……」

　クレアが素直に感嘆の声を上げる。

　このお姫様、かつては大陸に五人しかいない〈精霊姫〉の候補になったこともあるらしく、こと儀ぎ式しき魔術に関しては、並の上級生などより、はるかに実力は上だそうだ。

　初等生ながら、最も重要な儀式を任されるだけのことはある。

「けど、余裕というわけでもなかったわね。〈石柱の環ストーン・サークル〉の力を借りているとはいえ、支配者級の精霊の通れる〈門ゲート〉となると……」

　苦笑するお姫様の顔には、濃い疲労の色が見てとれる。

　この日のために連日、苦労を重ねてきたのだろう。

「でも、あとひと頑張りよ。絶対、成功させてみせるんだから！」

　気合いを入れるように、腕を振り上げるフィアナ。

　制服に覆われた胸がふよんと揺れる。

「それじゃ、カミト君も、今日はお祭りを楽しんでね！」

「ああ」

　くるっとスカートをひるがえし、小走りに丘のほうへ戻っていく。

「なんか、お姫様っぽくない娘こだよな」

　カミトが苦笑すると、

「というか、疲れてちょっとハイになってるみたい。日ひ頃ごろからストレスためてるみたいだし、まあ、王族って身分にはいろいろあるんでしょうね」

　クレアはちょっと心配そうに呟つぶやいた。





　　　　◇






　別館の前は、すでに大勢の生徒たちで混雑していた。

　模擬店からは焼き菓子の甘い匂いが漂い、その周囲には、様々な姿をした精霊が集まってきている。学院生の契約精霊ではなく、おそらく周辺にある〈精霊の森〉から集まってくるのだろう。……こんなにたくさんの精霊、そう見られるものではない。

「……ふぁ、おいしそうなねじり揚げパンの匂いがするわ」

「俺おれたちの教室はこっちだろ」

　ふらふらと迷うクレアの腕を、カミトはあわてて引き戻す。

「……～っ！」

　と、クレアの顔が一瞬で赤くなった。

　さまよっていた足が、今度はピタッと硬直してしまう。

「……どうしたんだ？」

「あ、う……その、手、急に掴つかむから……」

　聞こえるか聞こえないかくらいの、か細い声で呟く。

　と、周囲でヒソヒソ囁ささやく声が聞こえてくる。

「お、女の子の手をとったわ」「自然に！」「なんかもうすっごくナチュラルに！」

「……あ」

　そこで、カミトはようやく気づく。

　ここは箱入りお嬢じよう様さまの通う学院。男と手を繋つなぐことなど、もってのほかなのだ。

　クレアが驚くのも無理はない。

「……わ、悪い。驚かせたな」

　あわてて手を離すと、

「……う、ううん、大丈夫よ」

　クレアはツーテールの髪を巻きながら、首を横に振った。

　……なんとなく気まずい思いをしながら、無言で歩く。

　先を歩く火猫精霊が、トテトテと階段を上っていく。

　別館の中も、各教室から集まった学生たちでごった返していた。

　女の子たちの中には、制服ではなく、儀ぎ式しき用のドレスや、なんだかよくわからない着ぐるみを着ている娘こもいる。

　階段を上って、ようやく二階にあるレイヴン教室の喫茶店にやってきた。

　扉は綺麗に飾りつけられ、まるで本物の喫茶店のようだ。

　無論、貴族のお嬢様であるこの学院の生徒たちなら、財力にものをいわせて超一流の喫茶店を作ることなど造作もないのだろうが、この〈精霊大祭〉では、あくまで自分たちの手で模擬店を作るように指導されている。

　結局、精霊を最も喜ばせるものは、精霊使い自身の手の業わざ、ということなのだろう。

　扉を開けると──

「あ、カミトさん」

　メイド服姿の少女がくるっと振り向く。

「喫茶店〈月光の森ルナ・フオレスト〉にようこそ、ですわ！」

　リンスレット・ローレンフロストは、スカートの端をつまんで優雅にお辞儀した。

　輝くプラチナブロンドの髪に、透き通ったエメラルドの瞳ひとみ。いかにも貴族的な容姿でありながら、なぜか妙にメイド服姿が様になっている。

「……相変わらず、メイド服が似合うわね」

「ああ、そうだな」

　同意するカミト。

「し、失礼なっ、わたくしはれっきとした伯爵家の貴族ですわ！」

　……ぷんぷん怒る姿も、キツネ耳のメイド服ではいまいち迫力がない。

　横のテーブルでは、本物のメイドのはずのキャロルが、優雅に朝食をとっている。

「ん～、お嬢様の紅茶とパンケーキは最高です～♪」

　両手でほっぺたを押さえるキャロル。

　……なんだか、とても幸せそうだ。

「あ、ずるい。あたしもパンケーキ食べたいわ」

「クレアはこっちで準備をするのですわ」

「ちょ、ちょっと、なにするのよ！」

　抵抗するクレアを、リンスレットがカーテンの向こうに押し込んだ。

「クレア、来たわね」

「さあ、覚悟しなさい」

「……ふぁっ……ちょ、ちょっと、なにするのよ、きゃあ──」

　カーテンの向こうで、もみくちゃにされるクレアの悲鳴が聞こえてくる。

「まったく、世話の焼ける娘こですわ」

　ぱんぱんと手をはたくリンスレット。

　ふとカミトのほうを振り向くと、

「そういえば、カミトさん、朝食はもう食べまして？」

「……これから騎き士し団のほうへ行くことになってるんだ。悪い」

　せっかくの申し出だったが、断ることにした。

　ここで朝食をとっていては、〈風王騎士団シルフイード〉の朝礼に遅刻してしまう。

「……そ、そうですの」

　残念そうに、しゅんと肩を落とすリンスレット。

「悪い。また今度、な」

「約束ですわよ」

　彼女はすぐに機嫌をなおし、微笑ほほえんでくれた。

　と、教室の扉が開き──

「あ、お姉さま……と、お兄様！」

　青いドレスを着た八、九歳くらいの女の子が、そんな声を上げた。

　リンスレットと同じ金髪の、可愛かわいらしい女の子だ。

　どうみても学院の生徒ではない。

　学院の中で、迷子にでもなったのかとも思ったが──

（いま、お兄様って……）

　この教室の中に、男はカミトしかいない。

　そして、少女のエメラルドの瞳ひとみは、カミトをまっすぐに見つめていた。

「お兄様っ♪」

「……えっと、僕ぼく？」

　カミトは戸と惑まどいつつも、自身を指差した。

　思わず、素の一人称が出てしまう。

　と、少女はパタパタと走ってきて、ぽふっとカミトに抱きついた。

「……!?」

「お兄様、どうしたの？」

　きょとん、と首をかしげる少女。

「えっと、お兄様って……俺おれのことか？」

　カミトのことを兄と呼ぶ少女には、ひとり心当たりがある。だが、この少女は〈教きよう導どう院いん〉のミュア・アレンスタールではない。

「ミレーユ、カミトさんが困っていますわよ」

　リンスレットが、少女の耳たぶをくいっとつまんだ。

「……～っ、お姉様、なにをするの」

「お姉様？」

「この娘こはミレーユ・ローレンフロスト。わたくしの妹ですわ」

　リンスレットがこめかみを押さえながら紹介する。

「……妹？」

　カミトはあらためて少女を見下ろした。

　……たしかに、よく似ている。

　成長すれば姉に似た美少女になりそうだ。

「けど、それでどうして俺おれがお兄様になるんだ？」

　ミレーユ・ローレンフロストは、小さな胸をそらすと、

「お姉様はお兄様の将来のお嫁さん。だから、私はお兄様の妹になるの」

「……お、お嫁さん!?」

「な、なな、なにを言いますのっ！」

　ぽかぽかぽかっ。

　真まっ赤かになって、ミレーユの背中を叩たたくリンスレット。

　一方、カミトは新事実の発覚に慄りつ然ぜんとしていた。

　ファーレンガルトの令れい嬢じようは婚約者。王女殿下とは肌を重ね、ローレンフロスト辺境伯の娘は将来のお嫁さん──

（……カゼハヤ・カミト、お前はいったい、なんなんだ!?）

　記憶を失う前の自分が、ますますわからなくなってくる。

　……これでは、淫いん王おうと呼ばれるのも仕方ない。

　と──

「ミレーユ、お嬢じよう様さまとカミトが困っている」

　どこからか、クールな声が聞こえてきた。

「……？」

　いつのまにか、一人のメイドが少女の襟えり首くびをつまんでいた。

　十三、四歳くらいだろうか。

　こことは違う学院の制服を着た、ダークブラウンの髪の少女だ。

　彼女の容姿で最も目を惹ひくのは、その瞳ひとみだった。

　左右で色が違う。

（……〈封ふう魔ま眼がん〉？）

　その正体に、カミトはすぐに気付いた。

〈教きよう導どう院いん〉の異能者の中にも、その眼めの持ち主は何人か存在した。ただし、彼女たちは封ふう印いんされた精霊を制御できずに、全員命を失ってしまったが。

「ミラ、は、離してよ！」

　襟えり首くびを掴つかまれながら、ジタバタと暴れるミレーユ。

　だが、ミラと呼ばれた少女は表情ひとつ変えない。

　彼女はミレーユの襟首をつかんだまま、カミトのほうを向くと、

「お嬢じよう様さまが迷惑をかけた。ごめんなさい」

　礼儀正しく頭を下げてくる。

「えっと、君は──」

　……この娘こも、カゼハヤ・カミトの知り合いか？

　そんな疑問の視線を、リンスレットのほうに視線を向けると──

「彼女はミラ・バセット。ミレーユのメイドさんですわ」

　リンスレットがそう紹介した。

「……記憶喪そう失しつ、というのは本当なのですね」

　ミラは無表情のまま、しかし、悲しそうに目を伏せる。

「……悪いな。君のことも、その、ミレーユのことも覚えてなくて──」

「記憶喪失？」

　ミレーユがきょとん、と首を傾かしげた。

「カミトは〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉の怪け我がが原因で、記憶喪そう失しつ状態にある。迷惑をかけてはだめ」

「そうだったの……ごめんなさい、お兄様」

　ミラの言葉に、ミレーユがしゅんと反省する。

　……ちょっと驚いたけど、根は素直でいい娘このようだ。

「ところでミラさん、その格好はどうしましたの？」

　と、リンスレットが訊たずねた。

　カミトもそれは気になった。

　彼女が着ているのは、白地に赤い刺繍の施ほどこされた、軍服のようなデザインの制服だ。

　とても、メイド服のようには見えない。

「はい、本日は〈精霊大祭〉なので、故国の軍服を着てみました」

「故国？」

　と、カミトが訊きくと、

「ロッソベル公国の軍服です」

　ミラは無表情にそう答えた。

　ロッソベル公国。近年、神聖ルギア王国から独立をはたした小国だ。

「ミラはロッソベル公国出身なのか」

「はい。この服は、カミトと出会ったときに着ていた思い出の服、だから──」

　と、ミラの言葉はそこで途切れた。

　左右で色の異なる瞳ひとみが、まっすぐにカミトを見つめている。

「ミラってば、この日のためにどんな服を着るかずっと考えていたのよ」

「ミレーユ、それは──」

　ミラの頬ほおに微かすかな赤みが差した。

「それに、クローゼットには、ほとんど下着みたいなえっちな服も……むぐぐ……」

　ミラは無言でミレーユの口を塞ふさいだ。

　そして、カミトのほうをキッと睨にらむと──

「カミト、ミレーユの言ったことは嘘うそ。クローゼットにえっちな服なんて入ってない」

「あ、ああ……」

「……絶対絶対、本当に、そんな服はない」

「わ、わかった。信じるよ」

　ミラ・バセットの妙な迫力に押され、こくこくと何度も頷うなずくカミト。

　と、着替え部屋を仕切っていたカーテンが、勢いよく開き──

「クレアの着替え、終わったわよ！」

「ふああっ、も、もうっ、乱らん暴ぼうなんだから！」

　ネコ耳メイドになったクレアが姿を現した。

「クレア、よく似合っていますわよ」

「まるで猫の妖精さんみたいです！」

　リンスレットとキャロルの言葉に、

「ふ、ふん、うるさいわね！」

　照れたようにそっぽを向くクレア。

　と、その視線がチラッとカミトに向けられる。

「……」

「……あ、あんたは？」

「その、可愛かわいいと思う」

　カミトが素直な感想を口にすると──

「……～っ！」

　クレアは耳まで真まっ赤かになって、またカーテンの奥に隠れてしまった。





　　　　◇






「……まずいな。遅れそうだ」

　講堂にある大時計を睨にらみながら──

　カミトは騎き士し団本部のある聖堂に急いで向かった。

　学院の敷地はかなり広い。しかも、聖堂があるのは別館の反対側だ。

　敷地内には地脈が多く走っているため、神威カムイで脚力を強化すれば一瞬なのだろうが、こう大勢の人でごった返していては、普通に走ることもままならない。

「あ、見て見て、淫いん王おうのカミトよ」「〈精霊王〉にハーレムを願って却下されたって」「最低！」「いんおう！　いんおう！」「しっ、指をさしちゃだめよ──」

　……そんなヒソヒソ声が聞こえてくる。

　カゼハヤ・カミトの悪名は、学院外にまであまねく知れわたっているようだ。

（あ、あんな小さな子供にまで……）

　舌足らずな声で淫王と呟つぶやく女の子に、カミトはショックを受ける。

　……いっそ記憶を失ったままのほうが、世の中のためなのかもしれない。

　観衆から身を隠すようにしながら、カミトは足を早めた。

　人混みをかき分けて、ようやく、敷地のはずれにある聖堂の前に到着する。

　聖堂前の広場では、エリスが団員たちに訓示を述べているところだった。

　木箱の上に立つエリスの姿を見て、カミトは足を止めた。

（……昨日の甲かつ冑ちゆうと違う？）

　彼女が身に纏まとっているのは、黒いドレス調の甲冑だった。

　美しく輝く黒の肩当て。夜の闇を思わせる漆しつ黒こくの生地に、白いレースがあしらわれ、ぐっと大人びた印象を受ける。

　そんなエリスの姿に、カミトが思わず見み惚ほれていると──

「──カミト、遅かったな」

　エリスが木箱の上から声をかけてくる。

「悪い。人が予想以上に多くて」

「……まったく。学院都市のほうはもっと人が多いのだぞ」

　エリスは肩をすくめると、団員たちの方に視線を戻した。

「──では、最終確認だ。シエラ隊とディアーネ隊は学院校舎を、レイシア隊、ラッカ隊はそれぞれ学院の敷地内を担当、ファルネシア隊は〈精霊の森〉、最も人数の多いフローゼ隊、それに私とカミトが学院都市を担当する。いいな？」

「──了解！」

　全員が一斉に答え、それぞれの持ち場へ散っていった。

　学生組織ながら、なかなか訓練が行き届いている。

「……いまだに慣れないな、こういうのは」

　と、木箱から降りたエリスがため息をついた。

「義あ姉ね上うえなら、もっとみんなを鼓こ舞ぶできたのだろうが」

「そうか？　なかなか様になってたぞ」

「ふん、世辞はいい……」

　こほん、と咳せき払ばらいするエリス。

　ドレスに包まれた胸がふよんっと揺れ、ドキドキしてしまう。

「む、ど、どこを見ている……」

　エリスがむっと睨にらんでくる。

「えっと……その甲かつ冑ちゆう、どうしたんだ？」

　あわてて誤ご魔ま化かすと、エリスは恥ずかしそうに頬ほおを赤らめて、

「カ、カミトは、昨日のえっちな甲冑のほうがよかったか？」

「ち、違う、そうじゃなくて──」

「昨日の甲冑は、ラッカとレイシアが冗談で作ったものだったらしい。あの二人、まさか本当に着るとは思わなかった、とか言っていたが──」

「……ああ。やっぱり、そうだったのか」

　カミトは納得した。いくら祭りとはいえ、あんな破は廉れん恥ちな甲冑を着て街まち中なかを警備するなど、おかしいと思っていたのだ。

「……っ、や、やっぱりとはなんだ！　君も変だと気付いていたのだな！」

「いや、それは……」

　涙目で怒るエリス。カミトは困ったように視線を逸そらす。

「……～っ、どうして教えてくれなかったのだ！」

「あ、新しい甲冑、すごく似合ってるぞ」

「え──」

　誤魔化すように話題を変えると、エリスの怒気が一瞬で鎮しずまった。

「……ほ、本当か？」

　ポニーテールの髪がぴょん、と跳ねる。

「ああ、本当だ。正直、見み惚ほれたよ」

　素直な本心だった。大人っぽい甲かつ冑ちゆうに身を包んだエリスは、凜り々りしい騎き士しというより、まるで風を司つかさどる女神のようだ。

「え、えっちな甲冑よりも……か？」

「あ、ああ……」

　カミトはこくっと頷うなずく。

「……そ、そうか。なら、いい」

　顔を赤らめ、ぎゅっとスカートの裾を握るエリス。

　と。

「お前たち、神聖な聖堂の前でイチャイチャするな」

　そんな不ふ機き嫌げんそうな声が、背後から聞こえてきた。

　振り向くと、スーツ姿のグレイワースが、こちらへ向かって歩いてくる。

　戦闘服に身を包んだヴィレイ・ブランフォードも一緒だ。

「が、学院長！」

　エリスがさっと姿勢をただした。

「呆あきれたな。学院の風紀を守るべき騎士が、こんな場所で逢おう瀬せなんて」

　ヴィレイが冷たい視線をエリスに向ける。

「ご、誤解だ！　私たちは、これから学院都市の警備に──」

「わかってるよ、騎士団長。悪いのは初う心ぶな乙女を誑たぶらかす、そこの男だ」

　ヴィレイがカミトを鋭く睨にらみ据えた。

　射い殺ころすような視線だ。

「──やはり、君は〈魔王〉の転生者なのか？」

「魔王スライマンなんて、大昔の伝説だろ」

「残念ながら、帝国の上層部はそうは考えていないようだ」

　カミトとヴィレイの視線が衝突する。

　いまにも武器を抜きそうな勢いだ。

「ヴィレイ卿きよう、学院内での決闘は禁じている」

　と、グレイワースが静かに声を発した。

　ヴィレイは不満そうに肩をすくめ──

「……まあいい。いずれわかることだしね」

　拳けん銃じゆうにかけていた右手を、すっと離した。

「……と、ところで──」

　と、エリスが緊きん張ちようした様子で口を開く。

「学院長はどうしてここに？」

「帝国のお偉方との会議に向かうところだ。〈精霊大祭〉を楽しむ余裕もない」

「会議……こんな日に？」

「ああ。二日前、隣国で大きな動きがあったらしくてな」

　と、グレイワースは灰色の瞳ひとみを鋭く細めた。

「どうも、教国内部でクーデターが起きたらしい」

「クーデター？」

　エリスは目を見開く。

「秘密主義の国ゆえ詳細は不明だが、密偵の報国によると、教主のラージハル・カーンは殺され、首都では内乱が起きているようだ」

「首しゆ謀ぼう者しやは誰だれなのですか？」

「第一王女のシェーラ・カーン、との情報を掴つかんでいる」

「あの魔女が──」

　驚きの声を上げるエリス。

「そんなことをすれば、周辺諸国も黙っては──」

「……いないだろうな。あるいは、戦争の火種になりかねん」

　グレイワースは疲れた表情でため息をつく。

「……学院長さんも大変なんだな」

　と、呟つぶやくカミトをグレイワースは睨にらみ、

「他ひ人と事ごとのような口調だが、会議では例の地下施設調査の許きよ諾だくについても話し合われるんだ。お前の剣精霊を取り戻せるかどうか、ここで決まるんだぞ」

「……っ、許可は出そうなのか？」

「軍の連中は拒否するだろうな。あの地下施設には、表おもて沙ざ汰たにしたくない負の遺産が多く遺のこされているはずだ」

「そんな──」

「心配するな。現役時代に比べれば微々たるものだが、これでもまだ発言力はある。軍の人間を交えた少人数の調査隊なら、認めさせることができるだろう」

「……悪い。なにからなにまで世話になる」

　頭を下げるカミト。

「ふん、坊やから憎まれ口以外の言葉を聞くのは、初めてだな」

「……そうなのか？」

「ああ、そうとも。口を開けば魔女だの婆さんだのと悪あく態たいをつく」

「信じられないな。あんたみたいな綺麗な人に、そんなこと──」

「な……！」

　グレイワースは、ぽかんと口を開けて絶句した。

「グレイワース卿きよう、そろそろ時間ですが──」

「……あ、ああ。ではエリス、現場の指揮は任せたぞ」

「は、お任せください！」

　妙に狼狽うろたえた様子で、その場を去るグレイワース。

　その背中を見つめながら──

「……学院長、めずらしく動どう揺ようしておられたな」

　エリスがぽつりと呟つぶやいた。





　　　　◇






　アレイシア精霊学院の麓ふもとに広がる学院都市は、大勢の人々で賑にぎわっていた。

〈五大精霊王〉にちなんだ五つの区画。その中央を貫く大通りには数多くの露店が建ち並び、広場では、学院の派遣した姫ひめ巫み女こたちが儀ぎ式しき演舞を披露している。

　学院内と違い、貴族らしき人々の姿はほとんどみかけない。ここに住んでいるのは庶民ばかりのようだ。ただし、男女比は女性のほうがかなり多いようだが。

　こんなに活気に満ちあふれた街を見るのは、カミトも初めてだ。

　露店から漂う食べ物の匂いに、思わず唾つばを飲み込んでしまう。

「私達が警備するのは、外門に近い〈ウンディーネ区〉。学院生のための遊ゆう興きよう施設の集中した区画だ。学院都市における中心部でもある」

　エリスが歩きながら説明してくれる。

「こんなに人が多いと、悪い奴やつも紛れ込むんじゃないのか？」

　カミトは人混みを避けて歩きながら呟いた。

　実際、カミトがその気になれば、簡単に侵入できそうだ。

「正門では守護精霊による身分照会を実施している。帝国発行の手形がなければ入れないようにな。ただ、それを突破する連中がいることも事実だ。君は覚えていないだろうが、数ヶ月前にも〈骸連盟マーダーズ〉の闇商人が潜伏していたことがある」

「ヴィレイ・ブランフォードには強引に突破されたしな」

「あの守護精霊は解任して、いまは帝国騎き士し団の騎士が守護の任務についている。テロリスト程度では、まず突破されることはないだろう」

「俺おれたちが見張るべきなのは、精霊の暴走ってことか」

「うむ。そういうことだ」

　エリスはこくっと頷うなずくと、

「ところで……」

　と、急に周囲をそわそわした様子で見回した。

「……さ、先ほどから、妙に視線を感じるのだが」

「……それは、気のせいじゃないと思うぞ」

　実際、エリスの容姿は、祭りの喧けん噪そうの中にあっても目を惹ひいた。

　目の覚めるようなアイスブルーの髪。凛りんとした鳶とび色いろの瞳ひとみ。

　そして、なによりも──

　ドレス調の甲かつ冑ちゆうの下で揺れる、大きな胸だ。

　横を歩くカミトは、ふよふよと揺れるそれが、さっきから気になってしょうがない。

「ううっ、わ、私はカミト以外の男になど、見られたくないのに……」

　顔を赤らめ、恥ずかしそうにうつむくエリス。

「学院の騎き士し様、サービスするよ！」

「うちの店にも寄っておくれ、うちのドーナツはほっぺたが落ちるよ」

　そんなエリスに構わず、屋台の店主たちが声をかけてくる。

「なにか買わないのか？」

　カミトが訊きくと、

「いまは任務中だ」

　真面目まじめな彼女らしい答えが返ってきた。

「腹が減ってはなんとかだぞ」

「そ、それは……」

　生き真面目まじめに悩むエリスを無視して、カミトは串焼き肉のケバブサンドを買ってきた。

　小麦粉の生地に、たっぷりの野菜と肉を挟み、甘辛のタレをかけたものだ。

　たちのぼる熱あつ々あつの湯気が食欲をそそる。

「ほら、これなら歩きながら食べれるし」

「う、うむ……」

　はむっ。

　エリスはケバブサンドを口にした。

　やはりそこは名家のお嬢じよう様さまらしく、上品な食べ方だ。

「こ、これは、とても美味だな……！」

　ひと口食べて、鳶とび色いろの目を大きく見開く。

「ああ、貴族のお嬢様は、こういうの食べたことないのか？」

「馬ば鹿かにするな。ケバブサンドくらい、食べたことはある」

　エリスは唇くちびるを尖らせた。

「ただ、このように歩きながら食べるのは新鮮だと思っただけだ」

「そうか。けど、食べ慣れてはいないみたいだな」

「なに？」

「ここ、タレがついてるぞ」

　エリスの口もとについたタレを、指でぬぐうカミト。

「……っ、な、なな、な……！」

　エリスは顔を真まっ赤かにして、口をぱくぱくさせる。

「どうしたんだ？」

「き、君という男は、こ、こんな人前で──」

　と、その時だ。

「ねえ、騎き士しのお姉さん！」

　五、六歳くらいの女の子がエリスに近寄ってきた。

「……む、なんだ？　迷子か？」

　すぐに職務を思い出し、凜り々りしい騎士の顔に戻るエリス。

　女の子は首を横に振り、

「お姉さん、精霊使いなんでしょ？　精霊を見せてほしいな」

「すまないが、街まち中なかで精霊をみだりに召喚するのは校則違反なのだ」

「でも、お祭りの日は、精霊さんたくさんいるよ」

「私の契約精霊は、純粋な戦闘型だから、必要なとき以外は──」

「だめよ、騎士様が困っているでしょう！」

　と、母親らしき女の人がやってきて、子供の手を引いた。

「すみません、騎士様。この娘こがわがままを──」

　だが──

「ええー、精霊見たいよー、見たい見たいー」

　子供は大声で泣き出してしまった。

　周囲の大人たちも、なんだなんだとざわめきはじめる。

　このままでは、人の流れが停滞しそうだ。

「まあ、見せるくらいなら、いいんじゃないか？」

「……そ、そうだな。わかった、特別だぞ」

　こほんと咳せき払ばらいして、エリスは子供の頭を撫なでる。

　途と端たん、女の子の顔はパッと明るくなった。

　エリスは息を吸い込むと、すっと手を掲げて──

「──彼方より出いでよ、暴ぼう虐ぎやくの魔風精霊〈シムルグ〉よ！」

　召喚の詞ことばを解き放はなつ。

　瞬間、上空に旋せん風ぷうが吹き荒れ、虚こ空くうから翼つばさを広げた魔鳥が姿をあらわした。

　周囲に集まっていた野次馬たちが、おおっと歓声をあげる。

　女の子は、空を舞う魔風精霊を見て、大きく目を見開き──

　キエエエエエエエエッ！

〈シムルグ〉が空中で雄お叫たけびを上げた。

　途端、女の子の顔がくしゃっと歪ゆがみ、

「うわああああん！　こわいよおおおおお！」

「ま、まあ！　せっかく騎士様が呼んでくださったのに！」

　大声で泣きながら走っていく女の子を、母親があわてて追いかけていく。

　魔風精霊はエリスの肩にとまると、しゅんと肩を落とした。

「……怖がらせてしまったようだな」

「カッコイイのにな」

　カミトのフォローに、シムルグはくるる、と鳴いた。

　──それから、カミトたちは中央広場のほうに向かった。

　広場には大きな泉があり、その聖性に惹ひかれて、たくさんの精霊が集まっている。

「ここが有名な〈ウンディーネの泉〉だ」

　と、エリスが言った。

「コインを投げ入れると、願いが叶かなうと言われている」

「へえ……」

　たしかに、泉の底にはコインがたくさん落ちている。

　エリスは懐から銀貨を取り出すと、おもむろに一枚投げ入れた。

　カミトも倣ならうように銀貨を投げ入れる。

「エリス、なにを願ったんだ？」

　訊たずねると、

「……ひ、秘密だ。カミトは？」

「ひとまずは記憶が戻るように──って」

「そうか」

　カミトは泉の水面に目を落とした。

　そこには、成長した十六歳の自分の姿が映っている。

「本当は、一番に願うべきことがあるんだろうけど、覚えていないからな」

「カミト、君は──」

　エリスが何か口にしかけた、その時だ。

　突然、泉から水柱が上がった。

「……っ！」

　大量の水みず飛沫しぶきを浴び、泉の前にいたエリスは水みず浸びたしになってしまう。

「エリス、大丈夫か？」

「あ、ああ、服が濡ぬれてしまったが……」

　水浸しになったエリスの姿を見て、カミトは思わずドキッとした。

　濡れそぼったポニーテールの髪。

　漆しつ黒こくのドレスが肌にぴたっとはりつき、白い下着の線が透けている。

　精せい緻ちなレースの柄がらまで、くっきりと浮かんでいた。

　カミトはあわてて目を逸そらした。

「と、とりあえず、人の少ない場所に行こう」

「そ、そうだな！　服を乾かさなくては」

　カミトはエリスの手を引くと、広場から離れた裏路地に駆かけ込んだ。

　人の流れは大通りに集中しているため、裏路地の人通りは極端に少ない。

「風よ──」

　商店の裏に駆け込むと、エリスは風の呪文を唱えた。

　風が生まれ、たちまち服が乾いていく。すぐにスカートがはためき、白いパンツが見えてしまったので、カミトはあわてて視線を逸そらした。

「あの泉の精霊、俺おれが男だから怒ったのかな？」

「いや、おそらくあの精霊は、私の願いを叶かなえてくれようとしたのだろう」

「……どういうことだ？」

「そ、その……カ、カミトに、勝負下着をひと目見て欲しいと、だな……」

「……？」

　エリスの声は、風にかき消されてよく聞こえなかったが──

「──あ、カミト君たち、発見」

　のんびりとした声に、カミトはあわてて振り返る。

　そこにいたのは──

「ふふ、お邪魔だったかな？」

「ル、ルーリエさん──」

〈十二騎将〉のルーリエ・リザルディアだ。

　聖服に身を包み、りんご飴や砂糖たっぷりのチュロス、焼きトウモロコシにチョコバナナなど、両手に抱えきれないほどのお菓子を抱えている。

　あまつさえ、屋台で買った変なお面を頭にのっけていた。

「ルーリエ卿きよう、護衛の騎き士しも連れずに、なぜこのような場所に!?」

　エリスが驚きの声を上げる。

「なぜって、もちろん観光よ。お祭りなんてひさびさだもの」

　聖服の袖をひらひらさせる彼女。エリスはため息をつく。

「護衛はつけていただかないと。〈十二騎将〉のあなたに何かあったら──」

「大丈夫よ。この学院都市は、帝国で二番目に安全な場所でしょう」

「そ、それはそうですが──」

　エリスが答えた、ちょうどその時。

　学院のある方角で、激しい爆発音が鳴り響いた。

「……っ!?」






第九章　学院襲撃






　儀ぎ式しき装しよう束ぞくを纏まとった十二人の姫ひめ巫み女こが、環状列石ストーン・サークルの周囲で意識を失って倒れていた。

　儀式の最中、突如、膨ふくれあがった閃せん光こうが、周囲一帯をなぎ倒したのだ。

　精霊を呼び出すための魔術方陣は激しい火花を散らし、観客たちは唖あ然ぜんとして事態を見守っている。

「……っ、まさか……〈門ゲート〉の開放に失敗した？」

　地面に倒れたフィアナは、目を見開き、愕がく然ぜんと呟つぶやいた。

（……いえ、違う。儀式に問題はなかった）

　もともと、〈門〉を利用しての召喚自体は、さほど高度なものではない。召喚した精霊が暴走することはあっても、召喚そのものが失敗する例は少ないのだ。

　では〈門〉の遺い跡せきに異常があったのか──

（……それも、考えられない）

　魔術方陣を構築する前に、遺跡の専門家が入念に調査を行ったはずだ。

　ならば、残る可能性は──

（……魔術方陣が書き換えられた？）

「落ち着いて！　落ち着いて避難してください」

「ラッカ、倒れた姫ひめ巫み女こを救助して！」

「……っ、今やってるよ！」

　騎き士し団の生徒が必死に対応しているが、観客は恐きよう慌こう寸前だ。パニックが学院の外にまで広がれば、最悪の大惨事になりかねない。

（……なんとかしないと）

　原因を特定し、ただちに〈門ゲート〉を封ふう鎖さしなくてはならない。さもなくば、〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉の悪しき精霊が、人間界へ入り込んでくる可能性がある。

「魔術方陣を修復するわ！　みんな手伝って！」

　ふらつく足で立ち上がり、倒れた姫巫女に声をかける。と──

　そこで、フィアナの身体は固まった。

　目の前に出現したそれを目にして、自身の考えの甘さを呪う。

　火花を散らす魔術方陣の内側から、何かが這はい出てこようとしていた。

　霧のような闇に覆われた、漆しつ黒こくの鉤かぎ爪づめが。

　──精霊だ。

　おぞましい瘴しよう気きを纏まとった精霊が、こちらに召喚されようとしている。

　しかも、〈元素精霊界〉に棲すまう精霊ではない。

　あれは──

（戦争用に調ちよう律りつされた、軍用精霊──！）

　直後、大気を引き裂くような咆ほう哮こうが轟とどろいた。





　　　　◇






「……軍用精霊だと!?」

　エリスが空を見て叫んだ。

　学院の上空を、巨大な飛行型精霊が飛び交っている。

　闇を纏う、翼竜の姿をした精霊だ。

　その数は三体──否いな、まだ増えている。

「まさか、姫様が儀ぎ式しきに失敗したのか？」

「いや、仮に開門に失敗したのだとしても、なぜ軍用精霊が──」

　エリスは愕がく然ぜんとして呟つぶやく。

　軍用精霊は、戦争のために調律された兵器だ。その多くは魔葬具に封ふう印いんされ、軍が厳げん重じゆうに管理している。少なくとも〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉から召喚できるような存在ではない。

「何者かが意い図と的に軍用精霊を解き放はなった？　いや、今はそれよりも──」

　広場の方でも騒ぎが大きくなっている。

　群衆がこの異常な事態を認識し始めたのだ。

　漆黒の翼竜が宙を旋せん回かいし、爆風で付近の建物が倒壊する。

　地響きのような轟ごう音おんに、人々の悲鳴が重なった。

　広場から逃げてきた群衆が、裏路地の方へ一気に押し寄せてくる。

「──カミト、上だ！」

　エリスが風の魔術を唱え、カミトとルーリエを建物の屋根に押し上げた。

　大気を揺るがすような咆ほう哮こうを上げ、両翼をはためかせる軍用精霊。

　屋根瓦がわらが巻き上げられ、路地を埋め尽くす群衆の頭上に降りそそぐ。

「……っ、はあああああっ！」

　エリスが裂れつ帛ぱくの気合いを込め、〈風翼の槍レイ・ホーク〉を振るった。

　無数の屋根瓦は、横よこ薙なぎの豪風に打ち叩たたかれ、粉々に砕け散る。

「大丈夫か!?」

「あ、ああ……」

　カミトは腰の剣を抜き放はなち、細かな瓦が礫れきからルーリエを庇かばっていた。

「……ありがとう、カミト君」

「悪いが、自分の身は守ってくれ。こんな剣一本じゃ、あんたを守りきれない」

「団長、ここにいましたか！」

　と、屋根の上を走る複数の足音が聞こえてきた。

　カミトたちと同じく、学院都市の警備を担当していた、フローゼ隊の学生達だ。当然、彼女たちも状況を把握していないらしく、戸と惑まどった様子を見せている。

「団長、あれは、一体なんなのですか！」

「……何者かが軍用精霊を解放したようだ」

「反帝国派のテロでしょうか──」

「……わからない」

　首を振り、エリスは暴走する軍用精霊を睨にらむ。

　あの精霊は、完全に制御を失っている。

　本来、軍用精霊は複数人の精霊使いで運用するものだ。あんな風ふうに解放したということは、端はなから暴走させることが目的、ということになる。

　そもそも、どうやって学院に軍用精霊を持ち込んだのか。

　ここは国中の才能ある精霊使いが集まる場所だ。精霊を封じた魔装具アーテイフアクトなど持ち込めば、すぐに看破されてしまうだろう。

「やはり、〈門ゲート〉を利用されたのか──」

「団長、指示を──」

　フローゼがうながすように言った。

「私の隊であれを殲せん滅めつする。フローゼは観客の避難を、あとの者はついてこい」

「は、はいっ！」「わかりました！」「まかせてください！」

　三人の少女が前に進み出て、それぞれ精霊魔装エレメンタルヴアツフエを展開した。

　精霊使いでも、精霊魔装を展開できる者は少ない。〈風王騎士団シルフイード〉の団員は、学院の中でも精せい鋭えい揃ぞろいなのだろう。

　だが──

（それでも、学生に軍用精霊の相手は無理だ──）

　カミトは冷静に結論する。連携しだいでは一体くらいはなんとかなるだろうが、それまでだ。七体もの軍用精霊を倒すことはできない。

　そんなカミトの考えを察してか、エリスが振り向いた。

「無論、これは時間稼ぎだ。帝国騎士団が駆かけつけるまでのな」

「……なるほど」

　当然、学院都市にも騎士団は駐留しているだろう。

　なにしろ、この学院は軍事上の重要拠点でもあるのだ。普段は学生の自主性を重んじて表に出てこない軍も、ことここに至っては、出動せざるを得ないはずだ。

「俺おれは何をすればいい？」

「カミトはここに残って、ルーリエ卿きようを護衛してくれ。ルーリエ卿、負傷者の治ち癒ゆをお願いできますか？」

「ええ、わかったわ」

　短く頷うなずくルーリエ。

「……」

　カミトは無意識に剣の柄つかを握り締めた。

（俺に精霊魔装エレメンタルヴアツフエが使えれば──）

　都市は逃げまどう群衆で溢あふれている。小さな子供たちも多くいる。

　騎士団の一員として、力になれないのがもどかしい。

　だが、刻こく印いんに神威カムイを籠こめれば、また暴走を招くだろう。

　巨大な翼竜のような影が、こちらに気付いたようだ。

　鋭い雄お叫たけびを上げ、風を切って滑かつ空くうしてくる。

「──来るぞ、散開！」

　エリスの号令一下、精霊魔装を構えた少女たちが、三方に散った。

「──穿うがて、魔を討つ旋せん風ぷうよ！」

　軍用精霊の真正面。

　エリスの放はなった刺し突とつが、螺ら旋せんの風ふう刃じんとなって放たれる。

　風刃は軍用精霊の口こう腔くうを貫き、串刺しにした。

「やった──」「いまよ、とどめを！」「はああああっ！」

　フローゼ隊の少女たちが、空中でのたうつ軍用精霊に向かって突撃する。さすがに、連携はよく訓練された騎士団だ。

　仕留めた──と、エリスが小声で呟つぶやいた、その瞬間。

「まて、なにか様子が変だ──」

「え？」

　カミトの言葉に、眉まゆをひそめるエリス。

　刹せつ那な。軍用精霊の姿が大きく膨ふくれあがった。

　そして──

　闇の瘴しよう気きに覆われたその体たい躯くが、空中で爆発四散した。
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「……っ、そんな……こんなことって……」

　上空を旋せん回かいする軍用精霊を見上げながら、フィアナは絶望の声を漏らした。

　彼女の目の前には、粉々に破壊された〈門ゲート〉の遺い跡せき。そして、吹き飛ばされた祭殿の残骸が、無残に散らばっている。

　王宮に居場所のなかった彼女が、初めて見つけた自分の場所。

　その大切な場所が、なすすべもなく蹂じゆう躙りんされている。

　学院はすでに緊急体勢を敷き、学院生と観客を避難させていた。

　戦闘科の教師、風王騎士団シルフイードの騎き士し、それに一部の生徒も駆かけつけて応戦しているが、軍用精霊相手では歯が立たないようだ。

（……無理もないわ）

　これは精霊に奉ほう納のうする剣舞ではない。

　この学院に、実戦に参加した経験のある者は、ほとんどいないのだ。

「私が……私が儀ぎ式しきに失敗したから──」

　唇くちびるを震わせながら、その場に膝ひざをつく。

　と、軍用精霊の一体が、フィアナの眼前に降り立った。

「……っ！」

　闇の翼竜は、口を大きく開き、フィアナを呑のみ込こもうとする。

　精神構造の特とく殊しゆな魔精霊を除き、精霊には人間を捕食する、という概念はない。しかし悪しき精霊の中には、姫ひめ巫み女この肉体を喰くらい、神威カムイを取り込むものも存在する。

　姫巫女の中でも飛び抜けた神威の持ち主であるフィアナは、格好の獲物だった。

「い……や……こないで……！」

　フィアナは座り込んだまま、あとずさった。

　細かい歯のズラリと並んだ、翼竜の顎あぎとが開かれる。

「……っ、カミト君！」

　思わず、彼の名前を叫んだ──刹那。

　ヒュンッ──と、風を裂く音がした。

「……え？」

　次の瞬間、翼竜の頭部が紅蓮の炎に包まれて炎上する。

　軍用精霊はおぞましい雄お叫たけびを上げ、空中に飛び上がった。

「フィアナ、大丈夫!?」

　駆かけ寄ってきたのは、燃え盛る〈炎の鞭フレイムタン〉を手にしたクレアだ。

　風にたなびく真しん紅くの髪。着ているメイド服はすでにボロボロになっている。

「いったい、なにが起きているの？　あの軍用精霊はなによ？」

「わからないわ。けど──」

　フィアナは地面に座り込んだまま、首を横に振った。

「おそらく、〈門ゲート〉を制御する魔術方陣が書き換えられたんだと思う」

「……っ、誰だれがそんなことを──」

「……」

　フィアナの脳のう裏りに、一瞬、帝国に追われている人物の姿が思い浮かぶが、

「ルビア様のやり方ではないわね、これは」

「姉様はこんなことしないわ！」

「わかってるわよ」

　一般人を巻き込むようなテロ行為を、彼女が容認するはずがない。

（……けれど、本当に狙いがわからない）

　帝国の支配体制に不満を抱いだく組織が、権威の失墜を狙って〈精霊大祭〉を狙った──それは理解できるにしても、この計画はあまりに無為にすぎる。

　たしかに、学院を短時間、混乱に陥おとしいれることはできるかもしれないが、すぐに学院都市に駐ちゆう屯とんする帝国騎き士し団が来て、鎮圧するに決まっているのだ。

（ただの示威行為のために、七体もの軍用精霊を使い棄てる？）

　……軍用精霊の莫ばく大だいなコストを考えれば、莫ば迦かげた計画だ。

（おそらく、なにか別の目的があるはず──）

「フィアナ、来るわよ！」

　クレアが鋭い声で叫ぶ。

　炎を消した軍用精霊がゆっくりと起き上がり、威い嚇かくの声を発した。

「さすが軍用精霊、硬いわねっ！」

　クレアが精霊魔術を唱える。特大の〈火炎球フアイアボール〉を三連発。

　──直撃。炎を纏まとう爆風が周囲一帯に吹き荒れる。

「ちょっとクレア、校庭を消し飛ばす気!?」

「まだよ。こんな生なま易やさしい攻撃じゃ、軍用精霊は破壊できない──」

　クレアの言葉を裏付けるように──

　巻き上がった炎の中から、漆しつ黒こくの翼竜が飛び出した。

　上空まで一気に飛行し、憤怒の咆ほう哮こうを上げて滑かつ空くうしてくる。

「──そう来ると思ったわ！」

　クレアが〈炎の鞭〉を一いつ閃せんした。

　真紅の斬閃が複雑な軌道を描いて突き進み、翼竜の翼つばさに絡み付く。

　空中でバランスを崩す軍用精霊。だが──

　ル……ガ……オ、オオオオオオオッ──！

　軍用精霊は、自らの片翼をその牙で食い千切った。

「なっ──」

　傷口から闇の瘴しよう気きがドロリと溢あふれ、すぐに漆しつ黒こくの翼つばさが生えてくる。

「再生能力リジエネレートですって!?」

　飛行能力を取り戻した軍用精霊は、ふたたび風を裂いて突進してきた。

「こ、このっ、墜おちなさいっ！」

　咄とつ嗟さに火炎球フアイアボールの魔術を連発するが、詠唱なしでは威力が低い。炎は翼竜の纏まとう瘴気にあっさりと弾はじかれる。

「……っ！」

　翼竜の鉤かぎ爪づめが振り下ろされる、刹せつ那な。

「凍てつく氷ひよう牙がよ、穿うがて──〈魔氷の矢弾フリージング・アロー〉！」

　軍用精霊の巨体を、無数の氷の矢が穿った。

　不意打ちを受けた翼竜は、巨大な氷塊と化して地面に落下する。

　すさまじい地響きが鳴り響き、土煙が舞い上がった。

「ふっ、危ないところでしたわね──」

　氷の魔弓を構えたリンスレットが丘を駆かけ上ってくる。

「リンスレット……その、助かったわ」

「あら、素直ですのね」

「う、うるさいわね。……ほかの姫ひめ巫み女こは無事？」

「〈風王騎士団シルフイード〉の皆さんが避難させていますわ」

「そう。それじゃ、正規の帝国騎き士し団が来るまで、あたしたちで食い止めるわよ。フィアナ、もう立てるでしょ？」

「……ええ、大丈夫」

　痛む足を押さえ、フィアナは立ち上がった。

　クレアの強気な態度に救われる。

（……私は、いま自分にできることをするだけよ）

　召喚の詞ことばを唱え、騎士精霊〈ゲオルギウス〉を召喚する。

　支援役のフィアナを中心に、三方を固めた防御陣形を素早く組んだ。

　と──

「お前たちは前に出るな。下がって私たちのサポートに徹しろ」

「──え？」

　振り向くと、そこにいたのは戦闘科の教師たちだった。

「学生を矢面に立たせたとあっては、教師失格だからな」

　その中の一人、フレイヤ教師がふっと微び笑しようする。

「ふん、久々に腕が鳴るよ。騎き士しだった頃ころを思い出すネェ！」

「学院の生徒は私達が守るわ」

　それぞれ精霊魔装エレメンタルヴアツフエを手に、軍用精霊を睨にらみ付ける。

　戦闘科の講師は、いずれも元軍人、あるいは〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉出場経験者だ。神威カムイこそ衰えてきてはいるものの、その技ぎ倆りようはいまなお現役の精霊騎士に匹敵する。

「でも、先生──」

「安心しろ。帝国騎士団が来るまでの時間稼ぎだ」

　クレアの頭に、優しく手を置くフレイヤ教師。

　──と、その時だ。

「くすくす……集まってきた、集まってきたわ。愚かな塵ごみ虫むしどもが」

「……!?」

　凄せい惨さんな戦場にそぐわぬ可か憐れんな声に、全員が周囲を見回した。

　肉声ではない。頭の中に直接響く、魔術音声だ。

「……あれは？」

　フレイヤ教師が上を見て呟つぶやく。

　見上げると、上空を旋せん回かいする軍用精霊の背中に、一人の少女が乗っていた。

　風になびく黄金の髪。純白の聖服に身を包み、地上を見下ろしている。

　その左目には、少女の可憐な容姿に似合わない眼がん帯たいをつけていた。

「あ、あんた、何者よ!?」

　クレアが少女に向かって叫ぶ。

「ミレニア・サンクトゥス」

　少女は微笑ほほえみながら、左目の眼帯に手を伸ばした。

「この世界に遣わされた──〈終末の宣告者エヴアンジエリスト〉よ」

　眼帯が外れ、少女の瞳ひとみが露あらわになる。

　──瞬間。フィアナの背筋を悪お寒かんが駆かけ抜けた。

（あれは……！）

　この距離でも、はっきりとわかる。あの少女の瞳に宿っているのは──

「……っ、あの娘この眼め、まさか──」

　フィアナと同じく、優れた姫ひめ巫み女この素質を持つクレアも気付いたようだ。

　少女が瞳に宿しているものが、なんであるのかを。

「……ええ。私達が〈精霊王〉の祭殿で見たものと同じよ」

　フィアナは息を呑のみ、呟いた。

〈精霊王〉の精神を蝕むしばみ、狂きよう乱らんさせた〈異界の闇〉。

　なぜ、あの少女の瞳に、そんなものが宿っているのか──

　その時、突然、背後で悲鳴が上がった。

　フレイヤ教師達が手にしていた精霊魔装。それが、同時に魔装形態を解き、それぞれの契約者に向かって牙を剥むいたのだ。

「精霊が狂きよう乱らんしているわ！」

「させませんわっ……穿うがて、全すべてを凍てつかせる〈氷獄〉よ！」

　リンスレットが咄とつ嗟さに魔氷の矢弾フリージング・アローを放はなった。

　打ち抜かれた精霊たちは、瞬時に氷の牢ろう獄ごくに閉じ込められる。

「へえ、素敵。この眼めを見て狂わないのね、あなたたちの精霊は」

　ミレニア・サンクトゥスが、くすりと微笑ほほえんだ。

「──やっぱり、〈精霊王〉の祭殿であれを見たのね」
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　膨ふくれあがった軍用精霊の体たい躯くが、爆発四散した。

　高濃度の闇の瘴しよう気きが撒き散らされ、市街地の屋根に降りそそぐ。

「自爆した!?」「な、なに、なんなのよ！」

「イリギア、ティシェ、迂う闊かつに近付くな！」

　エリスが咄嗟に声を飛ばす。

　──が、遅かった。闇の瘴気に汚染された精霊魔装エレメンタルヴアツフエは、その姿を精霊に変化させ、契約者である騎き士したちに牙を剥むく。

「うあああああっ！」「そんな、どうして──」

「……っ、やむを得ん、許せっ！」

　エリスが〈風翼の槍レイ・ホーク〉を一いつ閃せん、狂乱した精霊を薙なぎ払はらう。

　精霊たちは光の粒子となって虚こ空くうへ消えた。

「団長──」

「安心しろ。君達の精霊を殺してはいない」

「……は、はい、助かりました」

　自身の精霊に噛かまれた傷を押さえ、その場に座り込む騎士団員。

「大丈夫？　ちょっと、見せて──」

　ルーリエが治ち癒ゆの呪文を唱え、たちまち傷を癒いやした。

「エリス、あれはなんなんだ？」

　と、カミトが訊きく。

「……」

　エリスは厳しい眼まな差ざしで、瘴気を放つ闇を睨にらみ据え──

「……あれは、まさか〈精霊王〉を蝕むしばんでいた闇？　しかし、なぜ──」

　独り言のように呟つぶやいている。

　──と、その時。

「団長、〈帝国騎士団インペリアルナイツ〉です！」

　騎き士しの一人が空の向こうを指差した。

　銀色に輝く甲かつ冑ちゆうを身に着けた、精霊騎士の一団が、巨人のような精霊をしたがえて、学院都市のほうへ向かってくる。

〈グラシャラボラス〉──対大型精霊用に調ちよう律りつされた、重装型の巨人精霊だ。

　軍用精霊を使って、一気に片をつけるつもりなのだろう。

　だが──

「……っ、だめだ！」

　エリスの叫びが虚しく空に響きわたる。

　巨人精霊が、もう一体の軍用精霊に向かって拳こぶしを放はなった、その瞬間。

　軍用精霊は、ふたたび爆発四散した。

　放出された闇の瘴しよう気きが、巨人精霊ごと精霊騎士の一団を呑のみ込こむ。

「……っ、なんということだ……！」

　エリスが絶望の声を漏らした。

　闇に呑まれた巨人精霊は狂きよう乱らんの雄お叫たけびを上げ、付近の建物を破壊しはじめる。

「くっ、おのれ──」

「待て、エリス！」

〈風翼の槍レイ・ホーク〉を手に一人飛び出そうとするエリスを、カミトが引きとどめる。

「カミト、止めるな。私は──」

「お前一人じゃ無理だ」

　カミトは言い放った。

　たしかに、エリスの実力は、学生レベルを超えている。

　だが、軍用精霊を一人で倒すのは到底不可能だ。

「し、しかし、このままでは街がっ、私たちの学院がっ──」

「──俺おれがやるよ」

「カミト？」

　カミトは腰の剣を抜き放った。

「通常武装のこの剣なら、あの闇を浴びても狂乱しないだろ」

「ば、ばかっ！」

　エリスが大声で怒鳴った。

「いくら君でも、普通の剣一本で軍用精霊をどうにかできるものか！　それに、今の君は本来の実力からはほど遠い状態なのだぞ──」

「──でも、俺が守らないと」

　──それは、自分でも奇妙に思える感情だった。

　記憶を失っている今のカミトにとって、この街も、学院も、人々の生死も、一切無関係なものだ。〈教きよう導どう院いん〉にいた頃ころのカミトであれば、そう考えただろう。

　あの頃のカミトは、自分の命にさえ無関心だった。

　なにかを、誰だれかを守りたいなんて、そんな感情を抱いだいたことは一度も無かった。

　無かった──はずだった。

　……いや、わかっている。

　いまの自分は〈教きよう導どう院いん〉に居た頃ころの自分ではない。

　記憶を失う前のカゼハヤ・カミトの感情は、精神の奥深くにたしかに残っていて、この街を、学院を、仲間のお嬢じよう様さまたちを守りたいと思っている。

（……そう、守るんだ。僕ぼくは、絶対に──）

　──守ると、約束したから。

「……カミト？」

　エリスが、ハッとした表情でカミトを見た。

「あ……れ……？」

　涙の滴しずくが、足もとにこぼれ落ちた。

「……俺おれ……なんで……泣いて……？」

　カミトは呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

　悲しいわけじゃない。なのに、なぜか涙がとめどなく溢あふれてくる。

　……わからない。なんのために泣いているのか。誰のために泣いているのか。

　ただ、なんとなく、その理由を想像することはできた。

（……そうだ。僕は、きっと──）

　きっと以前にも、あの言葉を口にしたことがあるのだ。

　──大切な誰かに、おまえを守るという、約束の言葉を。

　けれど、守れなかった。

　大切な誰かを、失ってしまった。

　そう、それはたぶん──

　──カミト、私はここで待っています。

　──カミトが、彼女との約束を果たしに戻ってくるのを。

　あの白銀の髪の少女は、夢の中でそう言った。

　彼女との約束──と。

「俺は──」

　握った剣の柄つかを、さらに強く握り締める。

「カミト君──」

　と、そんなカミトを見て、ルーリエが口を開いた。

「意志だけで、大切なものを守ることはできないわ」

「……ああ、わかってる」

「けれど、君には、守るだけの力があるでしょう」

「ルーリエ卿きよう、まさか──」

　エリスがハッとして言った。

「──君の〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉は、最強の耐魔術性能を備えている。おそらく、あの狂きよう乱らんの闇にも耐えられるでしょうね」

「……ああ」

　カミトは右手の刻こく印いんに目を落としたまま、頷うなずく。

「し、しかし、制御に失敗すれば、カミトは──」

「そう、そのリスクは確かにある。けれど、他ほかに状況を打破する方法はある？」

「それは──」

　と、エリスは口をつぐむ。彼女の言う通りだ。

「どうする、カミト君？」

「──俺おれの剣を取り戻そう」

　迷っている時間などない。カミトは決断した。

　夢の中で見た、あの白銀の髪の少女。

　彼女をこの手に取り戻しさえすれば、この街を守れるという確信があった。

「時間は？」

「地下施設への道は、帝国騎き士し団の第三駐ちゆう屯とん地ちに繋つながっているはず。徒歩だと時間がかかるけど、飛べばすぐよ」

　ルーリエはエリスに目を移した。

「……わかった。私が二人を護衛する。フローゼ隊は、人々の避難誘導を」

「まかせてください！」

　胸を叩たたいて応じる少女たち。

　エリスは風の呪文を唱え、旋せん風ぷうを巻き起こした。

「──カミト、君に賭けるぞ」





　　　　◇






「──そうだ。森側の〈門ゲート〉も開放しろ。人々を〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉に転移させるんだ」

　学院校舎の三階にある会議室で──

　グレイワースは交信用の精霊鉱石を使って、教師に指示を飛ばしていた。

　窓の外では〈風王騎士団シルフイード〉の学生が、逃げる群衆を誘導している。森にある〈門〉を使えば、学生や観客を、ひとまず安全な場所に避難させることができるだろう。

「……厄介ですね。契約精霊を狂乱させるタイプとは」

　と、窓際に立つヴィレイ・ブランフォードが、拳けん銃じゆうを撃ちながら呟つぶやく。

　向かってきた鴉からすのような精霊が、弾はじけ飛んで消滅した。

　脅威となるのは、あの翼竜のような軍用精霊だけではない。

　狂気に感染した無数の精霊たちが、学舎を襲撃しているのだ。

　学院生も教師たちも、すでに学舎から避難させたため、グレイワースを護衛するのは、ヴィレイ一人だ。しかも、精霊を封じた弾丸は使用できないため、自身の神威カムイを直接撃ち出すタイプの銃を使っている。狂きよう乱らんの心配はないが、体力の消耗が著しい。

「──あのタイプの軍用精霊は、昔見たことがあるな」

　と、グレイワースが呟つぶやいた。

「〈ナズ・グール〉シリーズ──旧型の拠点強襲用精霊ですね。第二次ランバール戦争までは現役でしたが、二体が大戦中に消滅。封ふう印いん廃棄された残り七体が、戦後の混乱の中で〈骸連盟マーダーズ〉に横流しされたという噂うわさを聞いたことがあります」

「ほう、さすがに詳しいな」

「ボクは〈骸連盟〉に潜せん入にゆうしていたこともありますから」

「あれは、精霊を狂乱させる能力など有していたか？」

「いえ、軍用精霊としてのスペックは平凡なものだったそうです。あんな能力を持った軍用精霊など、聞いたことがない」

　首を横に振るヴィレイ。グレイワースは窓の外を睨にらみ据え、肩をすくめた。

「私に精霊魔装エレメンタルヴアツフエがあれば、あの程度の軍用精霊など一瞬で灰かい燼じんにできるのだがな」

〈黄昏の魔女ダスク・ウイツチ〉の佩はい刀とう〈ストーム・ブリンガー〉は、最高位の魔精霊の眷けん属ぞくだ。

　しかも、すでに狂っている魔精霊は、狂乱することがない。

「あなたの力が健在であれば、そもそも、こんなテロを起こされはしないでしょう」

「──ふん、それもそうだな」

　グレイワースは苦々しく頷うなずいた。

　そう。彼女が精霊契約の力を失ったことは、帝国内でも、ごく限られた者しか知らない情報だ。──にもかかわらず、テロの首しゆ謀ぼう者しやは明らかに、グレイワースの力が失われたことを知っている。テロの実行に〈精霊大祭〉の儀ぎ式しきを利用したことといい、これは間違いなく、学院内に内通者がいる、と考えるべきだろう。

「グレイワース卿きよう、内通者の存在を疑っていますね？」

「当然だろう。この状況ではな」

　グレイワースは眼鏡めがねの弦つるをわずかに押し上げた。

「ヴィレイ卿、君はなにか知っているのか？」

「帝国の上層部に内通者がいることは、王室も把握していました。この際なので白状してしまいますが、王室はあなたが内通者ではないかと疑っていましたよ」

　ヴィレイは窓の外を向いたまま答えた。

「ルーリエ卿の護衛とカゼハヤ・カミトの監視はダミーの任務。ボクに与えられた本当の任務は、あなたの内ない偵ていでした」

「ほう、それで？」

　グレイワースは面白そうに訊きく。ヴィレイは肩をすくめて、

「少なくとも、この件に関してはあなたはシロでしょうね。ボクが守らなければ、あなたは死んでいる。学院に使途不明の資金の流入がありましたが、まあ、それはボクの関知するところではありません」

「優秀だな、君は。部下に欲しいくらいだ」

　グレイワースは苦笑した。

「優秀な君に、ひとつ頼みがあるんだが」

「頼まれなくても、あなたは守りますよ。任務ですから」

「いや、私じゃない。坊やを守ってくれないか？」

「カゼハヤ・カミトを？」





　　　　◇






「……っ、道を、開けろおおおおおっ！」

　エリスの放はなった竜巻が、狂きよう乱らんした精霊どもを薙なぎ倒した。

「見えたぞ、あそこだ──」

〈帝国騎き士し団〉の第三駐ちゆう屯とん地ちは、学院都市の外壁に併設された施設だ。エリスは空中で停止すると、そのまま、カミトたちを駐屯地の真ん中に着地させた。

　避難者のために開放された練兵場には、すでに大勢の人が詰めかけている。

　ここにいる精霊騎士は三人、一般兵士は五十人ほどだという。精霊騎士は軍用精霊と戦うために出動しており、ここにはいないようだ。

「あ、あんたたち、突然なんだ？」

　剣を手にした兵士の男があわてて走ってくる。

　……まあ、突然、空から降ってきたのだから、不審に思うのも当然だ。

「アレイシア精霊学院〈風王騎士団シルフイード〉騎士団長、エリス・ファーレンガルトだ。帝国騎士団に協力を求めたい」

「……協力ですか？」

　相手がファーレンガルトの令れい嬢じようであることに気付き、兵士の態度が改まる。

「そうだ。地下の旧軍事施設に立ち入らせてもらいたい」

「……旧軍事施設？　こんなときになにを──」

「この状況を打破するためにこそ、必要なことなのだ」

「し、しかし、ファーレンガルト公のご息女とはいえ、許可なくそんなこと──」

「ああ、もう。面倒ね──」

　ルーリエが前に出て、兵士の額ひたいにそっと触れ──

「地下施設の入り口に案内してくださるかしら？」

「……わかりました。こちらです」

　兵士は無表情に頷うなずくと、無言で歩きだした。

「〈十二騎将〉の威光が効いたようね」

「……いや、どう見てもあんたの魔術だろ──」

　半眼でぼやきながら、カミトたちは兵士のあとを追う。

　地下施設への入り口は、巨大な武器倉庫の中にあった。

　しかし、その入り口は、精霊語の彫られた巨大な石版で厳げん重じゆうに封ふう印いんされている。

「ルーリエ卿きよう、これは最高レベルの封印では──」

「大丈夫。私に任せて」

　ルーリエが石版の表面に触れた。

　すると、精霊語の彫刻が淡い光を放はなち、石版が二つに割れる。

　錆びた金属製の階段の奥に、暗闇が広がっていた。

「すごい……」

「たいしたことではないですよ。〈十二騎将〉には、第三レベルまでの封印を解く権限が与えられていますから」

　ルーリエはにこっと微笑ほほえむと、指先に魔術の光を灯し、階段を降りていく。

「き、危険です！　私が先に──」

〈風翼の槍レイ・ホーク〉を手にしたエリスが、あわてて前に進み出た。





　　　　◇






　ピチャン、ピチャン、ピチャン──

　水音が響く地下施設の通路を、カミトたちはひた走った。

　地下施設は数十年以上放置されていたようで、ひどく老朽化している。あちこちの天井が崩れ、瓦が礫れきに埋もれていた。

「空気が淀よどんでいるな。まるで、ランバール戦争時代の闇が残っているようだ」

　前を走るエリスが、そんな感想を漏らした。

「俺おれは、むしろ懐なつかしい感じがするな」

　この淀んだ空気には、馴染みがあった。

　拭ぬぐいきれない死の匂い──〈教きよう導どう院いん〉のそれと同じものだ。

「ここでは呪装刻こく印いんの研究をしていたようね」

「まさか、神聖なる学院の真下で呪装刻印の研究を？」

「その学生を実験体にしていたそうよ。もちろん、志願者だけどね」

　ルーリエの言葉に、エリスは複雑な表情で口をつぐんだ。

「そんな場所を、なんで帝国は廃棄しないんだ？」

「広すぎて廃棄できないのよ。もともと遺い跡せきを改装して作られた施設だし、ここがどこまで広がっているのか、完全に把握している人間は、軍にもいないと思うわ──」

　と、前を走っていたエリスが、大きな広間の中心で、ピタリと足を止めた。

「──ここだ。地上にある祠ほこらの座標は」

「ここ？」

　カミトは石に囲まれた、伽が藍らんの広間を見回した。

「なにも見当たらないぞ？」

　あるのは、廃棄された実験道具や、瓦が礫れきの山だけだ。

〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉など、どこにもない。

「君の精霊刻こく印いんに、なにか反応はないのか？」

「……」

　カミトは目を閉じて、右手の精霊刻印に集中した。

「気配は感じる、ような気がするが……」

「大丈夫。〈玄げん室しつ〉は物理的空間座標には存在しない、魔術的な特異空間──だから、君が望みさえすれば、姿を現すわ」

「俺おれが望めば……？」

　ルーリエの静かな言葉に、カミトは奇妙な違和感を覚えて振り向く。

「そう、たとえば──」

　ルーリエはにこっと微笑ほほえんで、

「君が命の危機を感じたとき、とか？」

「──え？」

　次の瞬間、カミトの胸に剣の刃やいばが突き立った。






第十章　封剣解放






「……かっ……はっ──」

　血に塗まみれた漆しつ黒こくの刃。

　自身の心臓に突き立った剣を、カミトは愕がく然ぜんと見下ろした。

「ルーリ、エ……どう……して……」

「ごめんね、カミト君」

　彼女は困ったような表情で微笑んだ。

　まるで、心の底から悲しんでいるかのように。

　ズッ──と、彼女の手にした剣が、素早く引き抜かれる。

「ぐっ……あ、あああああっ……！」

　大量の血が溢あふれ、カミトの制服を真まっ赤かに染め上げた。

　そのまま、くずおれるように地面に膝ひざをつく。

（……なんだ？　一体なにが起きている？）

　状況が把握できない。なぜ、彼女が──

「──カミト！」

　地下の広間にエリスの悲鳴が響きわたった。

　血ち溜だまりに倒れたカミトに駆かけ寄り、治ち癒ゆの精霊鉱石を押しあてる。

　癒いやしの聖光が、カミトの全身を包み込むが──

「無駄よ。この剣で受けた傷は、そんなものでは癒いやせない」

　その背中に冷たい声がかけられる。

　彼女は、血にまみれた剣を手に、平然と二人を見下ろした。

「ルーリエ卿きよう……！」

　エリスが振り向き、カミトを守るように〈風翼の槍レイ・ホーク〉を構えた。

　その鳶とび色いろの瞳ひとみに、激しい怒りをこめて。

「なぜ、こんなことを……！　あなたは、一体──」

「武器を収めなさい、エリス。無関係な娘を殺す趣味はないわ」

　冷淡に告げて、漆しつ黒こくの剣に付着した血をピッと払う。

「私はただ、主あるじのために〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉を欲しているの」

「……エストを？」

　エリスは彼女を睨にらみ据えながら言った。

「エストはカミトの契約精霊だ。奪うことなどできるわけが──」

「それが、出来るのよ。今のカミト君の状況ならね」

　そう言って、ルーリエは虚こ空くうに手を伸ばした。

（……っ、なん……だ……？）

　先ほどまで何もなかった空間に、裂け目のようなものが生まれていた。

　裂け目の向こう側に、光り輝く幾き何か学がく的てきな模様がいくつも浮かんでいる。

「〈玄げん室しつ〉──やはり、魔王の命の危機に反応したようね」

「玄……室……だと？」

　朦もう朧ろうとする意識の中で、カミトは呟つぶやいた。

「正統な〈魔王〉に継承される宝物殿。本当は、こんな乱らん暴ぼうなやり方は嫌いなんだけど、いまのカミト君では、自分の意志で〈玄室〉を開くことはできないでしょうから」

　ルーリエは、虚空の裂け目に手を伸ばしながら続ける。

「〈魔王殺しの聖剣〉は物質として具ぐ現げん化かした状態で〈玄室〉に収められ、しかも、カミト君とのリンクが切れた状態にある。手に入れるには絶好の機会なのよ」

「……っ、まさか、あの軍用精霊はあなたが!?」

　エリスが戦せん慄りつの表情で叫んだ。

　帝国騎き士し団の目を逸そらし、カミトを、エストの封ふう印いんされたこの場所に連れ込むためだけに、あの大規模なテロを起こしたというのか──

「お姫様の魔術方陣に細工をするのは簡単だったわ。グレイワースもヴィレイも、〈十二騎将〉の私が内通者であることを、微み塵じんも疑わなかった」

「……っ、ルーリエ卿、最も高潔な癒し手であるあなたが、なぜこんな──」

「言ったでしょう？　聖剣を手に入れること、それが主の望みだからよ」

　彼女は、虚こ空くうの裂け目から手を抜きだした。

　その手に握られているのは、無数の鎖くさりに縛られた、ひと振りの剣だ。

（あれ……は……！）

　カミトは直感した。

　その剣こそが、夢の中で見たあの少女──〈魔王殺しの聖剣テルミヌス・エスト〉であることを。

「──これは貰もらっていくわね、カミト君」

　ルーリエはその細腕で、剣を軽々と持ち上げた。

「ま、まてっ！」

　エリスが叫び、〈風翼の槍レイ・ホーク〉を一いつ閃せんした。

　一切の加減もない、本気の一閃。だが──

　ルーリエの姿が消える。一瞬後、骨の砕けるような鈍にぶい音が響き、軽々と吹き飛んだエリスの身体は石の床に叩たたきつけられた。

「エリ……ス……！」

「命は大事にしたほうがいい。次は本当に殺しますよ」

　左手に握った〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉を無む造ぞう作さに振り、言い放はなつ。

（なんだ……あの力は……）

　血ち溜だまりの中で、カミトはうめいた。

　治癒師ヒーラーであるルーリエ・リザルディアは、剣技に関しては素人同然だったはずだ。

　だが、彼女が今見せた技は、騎き士しの──それも、剣聖レベルの剣技だ。

　これまでの彼女の姿は、すべて実力を隠すための演技だったのか──

「さようなら、カミト君。もう会うこともないでしょう──」

〈十二騎将〉の女は踵きびすを返し、暗闇の奥へ去っていく。

　虚空の裂け目が閉じ、あたりが闇に包まれる。

「ま……て……」

　遠ざかっていく〈魔王殺しの聖剣〉を掴つかむように、カミトは震える手を伸ばした。

　だが、届かない。守れない。

（俺おれは……また──）

　激しく溢あふれ出でていく血とともに、意識もまた消えていく。

　消えゆく意識の中で、カミトは叫んだ。

　遠ざかってゆく剣に、呼びかけるように。

（……頼む、エスト……俺に、俺に守るための力を貸してくれっ！）

　──その時。

　伸ばした右手の刻こく印いんが、激しく輝いた。
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「先生たちは、下がっていてください──」

　フィアナが盾を構えた〈ゲオルギウス〉を前進させた。

「し、しかし──」

　言いかけて、フレイヤ教師は口をつぐむ。

　契約精霊が狂きよう乱らんしている状態では、彼女たちの足手まといになるだけだ。

「……わかった。おまえたちの精霊は大丈夫なのか？」

「ええ、そのようですね──」

　スカーレット、フェンリル、ゲオルギウス──三体の精霊はいずれも正気を保ち、精霊魔装エレメンタルヴアツフエとしての姿を維持している。この三体が高位精霊であるゆえなのか、それとも、何かほかに理由があるのか、それは不明だが──

　フレイヤは魔術で足もとに影を作ると、負傷した教師を抱えてその中に消える。

　教師たちと入れ替わるように、クレアが炎の鞭フレイムタンを手に飛び出した。

「──このっ、消し炭になりなさいっ！」

　弧を描いて放はなたれた真しん紅くの斬閃が、大地に炎の壁を立ちのぼらせる。

「──ふふ、そんな炎で、この〈ナズ・グール〉は止められないわよ」

　翼竜に跨またがったミレニア・サンクトゥスが、くすりと笑う。

　軍用精霊の咆ほう哮こうが大気を震わせ、燃えあがった炎を薙なぎ払はらった。

「──〈魔術相殺デイスペル〉よ、並の精霊魔術は無効化されるわ！」

　フィアナが警告の声を発する。

「……っ、なら、これはどうかしらっ！」

　クレアは瞳ひとみを閉じ、手にした〈炎の鞭〉にイメージを注ぎ込んだ。

　この世のすべてを──燃え盛る炎さえも灰かい燼じんと帰す、最強の焔ほのおのイメージを。

「其そは、この世ならざる真の焔──〈終焉の真紅エンド・オヴ・ヴアーミリオン〉！」

　炎の鞭が真紅に輝き、荒れ狂う嵐となった。

　──〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉にも〈人間界〉にも存在しない焔。

　エルステインに伝わる真なる焔の力を、スカーレットに上乗せしたのだ。

　真紅に輝く斬閃は、軍用精霊の翼つばさを一瞬で消滅させる。

「へえ、それが、エルステインの姫ひめ巫み女こが簒さん奪だつした〈焔〉──」

　ミレニアが唇くちびるを歪ゆがめて笑う。

「〈火の精霊王ヴオルカニクス〉が欲しがるわけね」

「あんた、この焔のことを知っているの!?」

　驚きの声を上げるクレア。あの少女は一体、何者なのか──

「けれど、その力も使いこなせなければ無意味よ」

　ミレニアが呪文を唱える。少女の掌てのひらに光の刃やいばが生まれ、クレアめがけて放たれた。

　真なる焔を顕けん現げんさせるには、極限まで集中する必要がある。焔の維持に全力を傾けていたクレアは、一瞬回避が遅れた。

　──直後、無数の光の刃やいばがクレアの全身に突き刺さる。

「……っ、ぁ……ぐっ……！」

「──フェンリル！」

　リンスレットが命令を発した。刹せつ那な、氷の魔弓が大狼の姿に変化、大きく跳躍したフェンリルはクレアの首根っこをくわえ、後方に退避させる。

「た、助かったわ、モフモフ犬」

　全身を襲う痛みに耐えながら、クレアはよろよろと立ち上がる。精神の集中を乱されれば、〈真なる焔ほのお〉は霧散してしまう。こちらの弱点を完全に看破されていた。

「クレア、一人で無茶しすぎですわよ」

　リンスレットがふたたび魔弓を展開し、牽けん制せいの矢を連続で放はなつ。

　だが、高い耐魔術性能を備えた軍用精霊相手では、呪じゆ氷ひようも大した効果がない。

　──と、その時だ。三方向に散った軍用精霊の体たい躯くが大きく膨ふくらみ──

　闇の吐息ブレスを放った。

「騎き士しよ、汝の臣下を護まもり給たまえ──〈無窮なる女王の城セイヴ・ザ・クイーン〉！」

　フィアナが、即座に精霊魔装エレメンタルヴアツフエの細剣レイピアを展開。

　周囲に出現した光の障壁が、闇の吐息を弾はじき返すが──

（……まさか、これも〈異界の闇〉！）

　闇属性を無効化するはずの光の障壁が、徐々に侵蝕され、削られてゆく。

「ふふ、いつまで持ちこたえられるかしら？」

　ミレニア・サンクトゥスが嘲あざ笑わらうように微笑ほほえんだ。
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「まさか──」

　ルーリエ・リザルディアの表情に、初めて動どう揺ようの色が浮かんだ。

「……その剣は……俺おれの剣、だ──」

　カミトが、血ち溜だまりの中から、ふらふらと立ち上がったのだ。

　満まん身しん創そう痍い、などというものではない。意識があるのが不思議なくらいだ。

　ただ、意志の力を総動員して、立ち上がった。

　だらりと垂れ下がった右手。その甲に刻まれた精霊刻こく印いんが、激しく明滅する。

　まるで、慟どう哭こくしているかのように。

「剣精霊とのリンクは、完全に絶たれているはずですが──」

　信じられない──という表情で、ルーリエが息を呑のむ。

　彼女の手にした〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉に、これといった変化はない。

　だが、カミトにはわかる。

　あの剣がカミトを呼んでいる。

　テルミヌス・エスト──夢の中で見た、あの白銀の髪の少女が──

　カミトは震える手で腰の剣を抜き、殺気を籠こめてルーリエを睨にらみ据えた。

「ルーリエ……その剣、返して……もらうぜ……！」

　と──

「……カミト君、君には本当に驚かされるわ」

　ルーリエは〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉を地面に突き立てると、

「君には利用価値があるし、本当は殺したくなかったけれど──」

　もう片方の手に握った、漆しつ黒こくの剣をスッと持ち上げた。

「生かしておけば、あの方の邪魔になるかもしれないね」

　刹せつ那な、ルーリエ・リザルディアの放はなつ殺気が肌を撫なでる。

　背筋に悪お寒かんが走るほどの、濃密な殺気。

「……それが、あんたの精霊魔装エレメンタルヴアツフエか？」

　漆黒の剣の放つ禍まが々まがしい気配は、どう見ても聖属性のそれではない。

「〈モーンブレイド〉──由緒正しい、魔精霊の眷けん属ぞくですよ」

　ルーリエが神威カムイを籠めると、魔剣の刃やいばの表面に、無数の血管が浮かび上がった。

　生物と金属が融合したような、グロテスクなその外見に、カミトは息を呑のむ。

「聖精霊と魔精霊の──〈二重契約者ダブルコンダクター〉ってことか」

　二重契約者──それ自体はさほど珍しいものではない。ただ、精霊との多重契約は神威を不安定にするため、まともに使いこなせる者はほとんどいない。

　しかも、その片方が、特異な才能がなくては扱えない〈魔精霊〉とは。

「可哀かわい想そうなカミト君。せめて、この子の糧かてにしてあげますね」

　ルーリエが、魔剣の刃をぺろっと舐なめた。

「──〈教きよう導どう院いん〉の暗殺技ぎ能のう者を、舐めるなよ」

　言って、カミトは床を蹴る。意識を保ち続けるには血を失いすぎた。剣けん戟げきを交わす剣舞でなく──一瞬で、蹴りをつける必要があった。

（──この一撃で、終わらせる！）

〈風王騎士団シルフイード〉の剣──錬魔銀ミスリルの剣に、ありったけの神威を籠める。

　慟どう哭こくする右手の刻こく印いんから、膨ぼう大だいな神威が流れ込んでくる。

　ルーリエ・リザルディアが、魔剣を一いつ閃せんした。──疾い！

　眼前に迫る魔剣の刃──が、カミトは躱すのではなく、敢あえて前に踏み出した。

　暗殺技──〈閃せん牙が〉。

　魔剣の刃の上を、神威を纏まとった錬魔銀ミスリルが滑り、彼女の喉のど元もとへ一直線に奔はしる──！

　が、閃ひらめくその凶きよう刃じんを──

　魔剣の刃が、喰らった。

「……な、に!?」

　ルーリエがすっと目を細め、呟つぶやく。

「──〈モーンブレイド〉よ、存分に〈魔王〉の血を啜すすりなさい」

　魔剣の刃やいばが生物のように蠢うごめき、錬魔銀ミスリルの剣を一瞬で呑のみ込こんだ。更に、貪欲な魔剣は血管のような触しよく手しゆを伸ばし、カミトの喉のどに喰くらいつく。

「……ぐっ……あ、ああ、あああ……！」

　魔剣の触手から無数の牙が生え、カミトの血を奪ってゆく──

（く、そ……俺おれ……は……）

　刻こく印いんの輝きを失った右手が、だらりと垂れ下がる。

　と、その刹せつ那な。

「──カミトをっ、離せえええええええっ！」

　響きわたる叫び声。

　意識を取り戻したエリスがルーリエに肉にく薄はくし、渾こん身しんの刺し突とつを放はなった。

「ちっ──！」

　ルーリエは舌打ちして、魔剣を引き戻す。

　その隙すきを見逃さず、エリスは決死の猛攻を仕掛ける。

　闇の中に、激しい火花が散った。

「……っ、エリス──」

「カミト、君は、私が絶対に守る！」

　叫んだ瞬間、〈風翼の槍レイ・ホーク〉の穂ほ先さきが眩まばゆい閃せん光こうを放った。

「頼む、耐えてくれ──〈シムルグ〉！」

「……っ、魔装展開!?」

　ルーリエが驚きの声を発した。

　精霊魔装エレメンタルヴアツフエを意い図と的に暴走させ、限界以上の力を引き出す技だ。

　槍やりの尖せん端たんから放たれた凄すさまじい暴風が、地下施設の広間を吹き荒れる。

「はああああああああっ！」

「……っ、こ、の……」

　暴力的なまでの風圧に押し戻されるルーリエ。

　その表情に、かすかな焦りが生まれ──

「次は殺すと、警告したはずよ──」

　放たれた〈モーンブレイド〉の刃が、エリスの心臓を真まっ直すぐに貫く。

　だが──

「……ぐっ……あ、う、ああああああっ……！」

「な……に……!?」

　心臓を貫かれたまま、エリスはなおも精霊魔装に神威カムイを籠こめ続けた。

　吹き荒れる暴風が、無数の刃となってルーリエの聖服を斬り刻む。

「……エリ……ス……！」

「カミト……いまのうちに、逃げ……ろ……！」

「……！」

　──ズキン。

　と、頭ず蓋がいの奥が疼うずいた。

　この光景を、カミトはどこかで見たことがあった。

　胸に突き立った剣。カミトを守るために、命を犠ぎ牲せいにして消えた少女。

　艶つややかな黒髪。夜色のドレス。黄昏を宿した瞳ひとみ。

　──ズキン。ズキン。

　封ふう印いんされた記憶に、亀裂が入ったような感覚。

　蓋ふたをして抑え付けられていた感情が、堰せきを切ったように溢あふれてくる。

　──ズキン。ズキン。ズキン。ズキン。

（……そう、だ……思い出せ、カゼハヤ・カミト！）

　地面に這はいつくばりながら、カミトは拳こぶしを握り締める。

　目の前で、カミトを守るために必死に戦っている少女を。

　高潔で、生き真面目まじめで、不器用な騎き士しを守るために。

（僕ぼくは、もうなにも失わせない。失いたくない──）

　カミトは右手の〈精霊刻こく印いん〉に神威カムイを籠こめた。

　激しくほとばしる火花。剣精霊の鋼はがねの力が、逆流してくるのがわかる。

　このままでは、また暴走してしまう。だが──

　カミトはありったけの意志の力をかき集め、それをねじ伏せた。

　そして、意識の底に封印されていた、記憶の欠片かけら。

　その欠片に手を伸ばし、叫ぶ。

（だから頼む、俺おれの記憶を返してくれ──レスティア！）

　瞬間、意識が空白に満たされた。
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　どこまでも続く、無限の空白──

　その中に、一人の少女が浮かんでいた。

　美しい漆しつ黒こくの翼つばさ。夜色のドレスを身に纏まとった、可か憐れんな少女が。

　黄昏色の瞳が、困ったようにカミトを見つめ、微び笑しようした。

「……全部思い出してしまったのね、カミト」

「ああ」

　と、カミトは頷うなずいた。

　──そう、彼女の名前を叫んだ瞬間、カミトはすべてを思い出した。

〈精霊王〉の祭殿であった出来事。〈闇の精霊王レン・アツシユドール〉の意識に憑ひよう依いされそうになったカミトを救うために、レスティアはみずから犠牲になって消滅したのだ。

（……俺おれが、この手で彼女を殺した）

　幼い頃ころ、絶対に守ると約束した少女を──

　この手で、殺したのだ。

　だから、いま目の前にいるこの少女は、レスティアではない。

　おそらく、彼女は──

「彼女が俺の意識の中に遺のこしてくれた、レスティアの心？」

「ご名答──」

　と、彼女はカミトの右手の甲をそっと撫なでた。

　剣の交差したエストの紋章。その上に刻まれた月の紋章は、レスティアのものだ。

「……ずっと、ここに居てくれたんだな、レスティア」

「本当に困った人ね、せっかく忘れさせてあげたのに」

　目の前のレスティアは、泣き笑いのような複雑な表情をしていた。

「おまえは、俺が絶望しないために、記憶を封じてくれたんだな」

「ずっと私のことを忘れていれば、〈魔王〉ではなく、普通の人間として、平和に暮らしていくこともできたはずよ──」

「……そうかもな」

　実際、記憶を失っている間の学院生活は、悪くなかった。楽しかった。記憶を失ったままでいれば、あのまま、普通の学生として過ごすこともできたかもしれない。

「けれど、あなたは記憶を取り戻すことを選んだ。──自分の意志で」

「おまえも、信じてたよな。俺が自分で記憶の蓋ふたを開くことを」

「……そうね。たしかにそれを、期待してもいたわ」

　レスティアは微笑ほほえむと、カミトの身体を優しく抱きしめ、頬ほおにキスをした。

　闇色のドレスを纏まとったその身体が、ふっと霧のように消えていく。

「私はここにいるわ、カミト。たしかに、あなたの心の中に──」

「ああ、わかってる」

　彼女がここに居てくれる。それが、カミトの心を強くした。

　カミトは、消えゆく闇精霊の少女を強く抱きしめ、別れを告げた。
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「……くっ……あっ……」

　エリスが崩れ堕ちると同時、荒れ狂っていた暴風が消滅した。

「……まったく、手こずらせてくれましたね」

　彼女の胸から魔剣の刃やいばを引き抜くと、ルーリエは返り血を拭ぬぐう。

　想定以上に時間をとられてしまった。ミレニア・サンクトゥスも、地上で待ちくたびれているだろう。

　倒れた二人に一いち瞥べつをくれてから、踵きびすを返す。

　地面に突き立てた〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉を引き抜こうと、手を伸ばし、

　ピシッ──

「なっ!?」

　あわてて手を引く。

　剣の柄つかに触れた途と端たん、左手が石化した。

「聖剣の呪い!?　なぜ──」

　と、その時。背後で気配が立ち上がった。

「悪いな。俺おれ以外の人間には、触れられたくないそうだ」

「……っ、そんな、立ち上がれるはずが──」

　驚きよう愕がくの声を上げるルーリエ。

　だが、すぐに気付く。カミトの顔付きが変わっていることに。

「──ああ。全部、思い出したよ」

　カミトはすっと虚こ空くうに手を伸ばした。

　その先には、地面に突き立った〈魔王殺しの聖剣〉がある。

　ぐっと拳こぶしを握ると、剣の刃やいばを縛める鉄鎖が、つぎつぎとはじけ飛んだ。

「……待たせて、悪かったな」

　そして、カミトは口を開く。

「──来い、エスト！」
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　その言葉に応えるように、地面に突き立った剣が消滅した。

　直後、カミトの眼前に眩まばゆい閃せん光こうが生じ、一人の少女が姿を現す。

　輝く白銀の髪。神秘的な紫紺ヴイオレツトの瞳ひとみ。

　素足をニーソックスに包んだその肢し体たいは、雪の妖精のように愛らしい。

　剣精霊──〈テルミヌス・エスト〉。

　カミトの契約精霊にして、最高の相棒だ。

「──待たせたな、エスト」

「はい。とても待ちました、カミト」

　エストはこくっと頷き、カミトの腕にぎゅっと抱きついてくる。

　途端、身体が鋼はがねのように丈夫になったのを感じた。

　契約精霊とのリンクが復活したことによる、肉体への恩おん恵けいだ。

「エリス、もう大丈夫だ。下がっててくれ」

　言って、カミトは背後にエリスを庇かばう。

「カミト、ほ、本当に……大丈夫なのか？」
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　エリスが心配そうに呟つぶやく。

　身体の状態ではなく、記憶が戻ったことに対しての心配だろう。

「……ああ」

　カミトは短く頷うなずくと、右手の精霊刻こく印いんを見つめた。

　レスティアは、カミトの中に彼女の心を遺のこしてくれた。

　カミトが自身の意志で力を望み、記憶を取り戻したときのために。

　そのレスティアの想おもいに応えるためにも、ここで絶望するわけにはいかなかった。

　絶望に立ち向かって歩くこと──それが、彼女の願いなのだから。

（……レスティアはここにいる。俺おれの中にいてくれる）

　カミトの声に応えるように、月の紋章が輝いた。

「……そう」

　と、ルーリエが喉のどの奥で呻く。

「あなたとその剣精霊は、一心同体というわけね──」

　脈打つ〈モーンブレイド〉を両手に構え、カミトを冷たく睨にらんだ。

「〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉──奪えないのなら、破壊しろといわれているわ」

　瞬間、魔剣の刃やいばから無数の触しよく手しゆが生じ、ルーリエ自身の肉体に食らいつく。

「……なっ!?」

「魔精霊〈モーン・ブレイド〉よ──我が血を糧かてとし、力と為せ！」

　ドクン──と、魔剣の刃やいばが脈打った。

　絡み付く触しよく手しゆが大きく膨ふくれ上がり、ルーリエの血を存分に啜すする。

　魔剣の刃が血の色に染まり、神威カムイが加速度的に膨れ上がる──！

「カミト、あれは危険です」

「みたいだな……」

　カミトは唇くちびるを舐なめて呟つぶやいた。

　魔剣の発する圧力は、グレイワースの〈ストームブリンガー〉にも匹敵する。

　おそらく、この一撃で蹴りをつける気なのだ。

　だが、それはこちらも同じこと──

「いくぞ、エスト」

「はい。私はあなたの剣、あなたの望むままに──」

　カミトはエストの手を握り、解放の詞ことばを唱えた。

　──冷れい徹てつなる鋼はがねの女王、魔を滅する聖剣よ！

　──いまここに鋼の刃となりて、我が手に力を！

　エストの身体が虚こ空くうに消失し、カミトの手に、輝く鋼の刃が生まれる。

〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉の異名で呼ばれる、最強の剣精霊。

　その刃の表面に、漆しつ黒こくの雷光が奔はしる。

「……これは!?」

　カミトが目を見開く。と、脳のう裏りにエストの声が響いてきた。

　──闇精霊は、私に力の一部を継承しました。

　──この力で、カミトを守るように、と。

「……っ、レスティアが？」

　カミトはハッとして、〈魔王殺しの聖剣〉の刃に目を落とした。

　剣の側面に、精霊文字の銘が刻まれていた。

　それは、〈魔王〉の導き手であるレスティア・アッシュドールによって、正統な魔王の佩はい刀とうとして選ばれた証あかし。

　鋼の属性に闇の力を継承した、其その名は──

〈魔王剣デモンズ・ソード〉──テルミヌス・エスト・ツヴァイ。

　精霊語の銘が激しく輝き、放はなたれた剣圧が大気を震わせる。

　同時、ルーリエ・リザルディアが咆ほう哮こうをほとばしらせた。

「魂喰くらう魔剣の王よ、我が敵を屠れ──〈閃血魔雷光ブラツディ・ストライク〉！」

　血に濡ぬれて、膨れ上がった真しん紅くの刃が、金属の擦こすれ合うような雄お叫たけびを上げる。

　膨ぼう大だいな瘴しよう気きを孕んだ神威の塊かたまりが、カミト目がけて放たれる。

「……カミト！」

　エリスが叫ぶ。が、カミトはその場にとどまったまま、剣を正眼に構え──

「穿うがて、すべてを滅する裁さばきの魔雷──〈死を呼ぶ雷閃ヴオーパル・ブラスト〉！」

　漆しつ黒こくの雷光を纏まとった〈魔王剣〉を振り抜いた。

　自身の神威カムイを闇属性に変換し、放出する魔剣技。

　三年前の〈最強の剣舞姫〉──レン・アッシュベルが得意とした技だ。

〈テルミヌス・エスト〉によって増幅された闇の魔雷が石の地面を消滅させ、ルーリエの放はなった真しん紅くの神威と激突する！

　拮抗し、空中で静止する膨ぼう大だいな神威の塊かたまり。

　地面がめくれ、砕け散った無数の瓦が礫れきが広間を旋せん回かいする。

「……っ、おおおおおおおおおお！」

　カミトは咆え、ありったけの神威を〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉に叩たたき込こんだ。

　浮かびあがった月と剣の紋章が、目も眩くらむような輝きを放つ。

「──負けるわけにはっ、いかねえんだよ！」

「な……に……！」

　ルーリエ・リザルディアの表情が歪ゆがむ。刹せつ那な──

　闇の魔雷が真紅の神威を押し返し──

　そのまま、ルーリエの全身を呑のみ込こんだ。





　　　　◇






　荒れ狂う雷撃が収まり、たちのぼる土煙が晴れたあと──

「……やった……のか……？」

　息を切らし、剣を下ろしながらカミトは呟つぶやいた。

　目の前の空間には、誰だれもいなかった。すべてが跡形もなく消し飛んでいる。

　封ふう印いんされていたエストの力を一気に解き放ったのだ。手加減もしていない。ここが〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉でない以上、灰かい燼じんとなっていてもおかしくはない。が──

　──いいえ、彼女は逃走したと思われます。

　と、エストの声が頭に響いた。

「……そうか」

　……なんとなく、そんな予感はしていたので驚きはない。取り逃がしてしまったのは残念だが、いまはそれよりも優先すべきことがある。

　振り向き、倒れたエリスの手を握る。彼女の胸から大量の血が溢あふれていた。

「エリス……くっ……」

　カミトは治ち癒ゆの精霊魔術を使えない。剣精霊の持つ鋼はがねの恩おん恵けいは、自身の肉体にしか影えい響きようを及ぼすことができないのだ。

「カミ……ト、私は大丈夫、だ……早く、みんなのところへ……」

　エリスが弱々しく呻く。いまにも意識を失いそうだ。

「こんな状態で放ほうっておけるか！　せめて応急処置を──」

　と、その時だ。

「──そこにいるのは、カゼハヤ・カミトか？」

「……っ!?」

　聞こえてきた声に振り向くと、暗闇の奥からヴィレイが姿を現した。

　カミトたちの様子を見て、彼女はすぐに状況を察したようだ。

「……まさか、ルーリエ卿きようが内通者だったとはね」

「ああ。〈暗部〉の調査能力も、たいしたことないな」

「……それについては、言い返せないな」

　意外にも、ヴィレイは素直に認め、懐から治ち癒ゆの精霊鉱石を取り出した。

「あんたは、どうしてここに？」

「グレイワース卿の命令だよ。君を連れてくるようにとね」

「……まったく、人使いが荒い婆さんだ」

　ため息をつくカミト。〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉を手に立ち上がる。

「カミト、私の魔風精霊シムルグを使ってくれ」

　と、そんなカミトに、倒れたままのエリスが声をかける。

　エリスが魔装展開を解くと、巨大な魔鳥が姿を現した。風属性の精霊の多くは、たとえ契約者が近くにいなくとも、ある程度の自律行動が可能なのだ。

「……私の仲間を……学院を、頼む」

「……ああ、任せろ」

　カミトは短く頷うなずくと、羽ばたく魔風精霊の脚に掴つかまった。





　　　　◇






「もう、結けつ界かいが持たないわ──！」

　フィアナが叫んだ。闇に侵蝕された〈無窮なる女王の城セイヴ・ザ・クイーン〉は、いまにも消滅しそうだ。吐き出される〈異界の闇〉は、丘陵地帯を下って無限に押し寄せてくる。

「ふふ、無駄よ。そのまま闇に呑のみ込こまれなさい──ん？」

　不意に、ミレニア・サンクトゥスが眉まゆをひそめた。

　上空を見上げて、絶句する。クレアたちも視線を空に移し──

　魔鳥が、巨大な翼つばさを広げて頭上を舞っていた。

「……あれは、エリスの魔風精霊!?」

　クレアが叫ぶ。しかも、その脚に掴まっているのは──

「カ、カミト！」「カミトさん!?」「カミト君！」

「──悪い、待たせたな！」

　叫び、カミトは魔風精霊の脚から手を離した。

　空中で〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉を構えて落下。真下に振り下ろされた剣尖が、軍用精霊の頭部を粉々に打ち砕く。

　ヴオオオオオオオオオッ！

　頭部を失った軍用精霊の巨体は、もがくように地面をのたうち、虚こ空くうに消滅した。

「まずは一体、か──」

　刃やいばを濡ぬらした闇を払い、呟つぶやくカミト。

「カミト、記憶が戻ったのね！」

「ああ。みんなには、随分世話をかけちまったな──」

　言って、カミトは背後を振り向いた。軍用精霊に跨またがった聖服の少女を睨にらみ据え、

「──おまえか。軍用精霊どもを放はなったのは」

　カミトの放った本物の殺気に、ミレニアの表情が引ひき攣つった。

「まさか、ユグドレアが失敗した？」

「……ユグドレア？」

　初めて聞く名前に、眉まゆをひそめるカミト。

　だが、ミレニアは無視して、スッと虚空に手を翳かざした。

「──そう、なら、もうこんな場所に用はないわ」

　と、四体の軍用精霊が、カミトに対して鎌首をもたげる。

「カミト、来るわよ！」

　クレアが叫ぶ。が、カミトはその場にたたずんだまま、静かに剣を握った。

「いくぞ、エスト──」

　──はい、カミト。

　魔王の佩はい刀とうとなった〈テルミヌス・エスト〉に、渾こん身しんの神威カムイを籠こめる。

　応えるように、刃の尖せん端たんに闇の雷撃が爆はぜた。

　封ふう印いんを解かれた記憶──それは同時に、カミトの肉体に刻まれた技をも解放した。

〈教きよう導どう院いん〉の暗殺技ではなく、〈最強の剣舞姫レン・アツシユベル〉の剣技を。

　四体の軍用精霊が咆ほう哮こうし、地響きをたてて突撃してくる。戦場にあっては数千の軍勢を蹂じゆう躙りんするであろうその巨体と、カミトは真正面から対たい峙じする。

　そして、軍用精霊が直線上に並んだ、その刹せつ那な。

「見せてやるよ、俺おれの本当の剣舞を──」

　カミトは肺に溜め込んだ呼気を一気に放ち、跳躍した。

「絶剣技、破ノ型──烈れつ華か螺ら旋せん剣けん舞ぶ・十八連・雷火！」

　縦じゆう横おう無尽に虚空を奔はしる、無数の斬閃と漆しつ黒こくの雷撃。

　四体の〈ナズ・グール〉は一瞬で灰かい燼じんと化し、虚空に消滅した。

　地面に降り立ち、剣を地面に突き立てるカミト。




　──ミレニア・サンクトゥスの姿は、いつのまにか消えていた。






エピローグ






　──こうして学院はじまって以来、未み曾ぞ有うの大惨事は幕を閉じた。

　街に送り込まれた軍用精霊はすべて駆逐され、ひとまず、街の混乱は収まった。

　狂きよう乱らんした精霊たちは、グレイワースの指示のもと、学院の姫ひめ巫み女こが総出で演舞を舞い、その狂気を鎮しずめることに成功した。

　二日目も行われるはずだった〈精霊大祭〉は当然、中止になり、学院生は、オルデシア本国から派遣された復興部隊と一緒に、街の復興活動を手伝っている。

　街を襲った軍用精霊の出所は、現在、帝国騎き士し団が調査中。アルファス教国内部に強いコネクションを持つ〈骸連盟マーダーズ〉のものだと推測されている。

　帝国は教国に対し、査察の受け入れを求める声明を発表した。新教主であるシェーラ・カーンがこれを拒否すれば、帝国と教国は戦争になるだろう。

　ルーリエ・リザルディアの消息は、いまだ掴つかめていない。〈十二騎将〉の中に背信者がいたという事実は、帝国上層部に大きな衝撃をもたらした。

　彼女の所属していた組織のことも含め、今後は騎士団の〈暗部〉とヴィレイ・ブランフォードが彼女を追うことになる。

　そして、今回の件の首しゆ謀ぼう者しやと思われるミレニア・サンクトゥスに関しては──

　依い然ぜん、なんの手掛かりも掴めていなかった。





　　　　◇






　──そんなわけで、事件の三日後。

　記憶を取り戻したカミトは、部屋で食事をとりながら、〈チーム・スカーレット〉のメンバーと、今後のことを話し合っていた。

「結局、〈精霊大祭〉は延期になってしまったわね」

　クレアが残念そうに言った。

「延期ってことは、またやるのか？」

「対外的には、テロに屈しないところを見せないとですわ」

「カミト君、また、あのメイド衣装を着るのね♪」

「……メイド服」

　カミトはうめく。……記憶を失っていた間の記憶も、しっかり残っている。

「む、わ、私は見てないぞ！」

　エリスが文句を言った。

「エリス、もう傷は大丈夫なのか？」

「ああ、なんとか、な……」

　エリスは重傷だった。身体のあちこちに巻いた霊包が痛々しい。

　治療を受けた今でも、一人では動けないほどだ。

「……私たちは、もっと強くならねばな」

　エリスの言葉に全員が頷うなずいた。

　これからは、〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉のような競技ではない。本物の戦争に巻き込まれることもあるのだ。

「カミトは私が守ります」

　カミトの横にすわるエストが、無表情に言った。

「ああ、頼りにしてるぞ、エスト」

「ふあ、カミト……」

　エストはこてん、とカミトの膝ひざに頭を預けてくる。

　……ずっと会えなかったからか、とても甘えてくるようだ。

「……あ、ず、ずるいわ」

「カミトさん！」「カミト！」「カミト君！」

　女の子たちがむっとした顔で詰め寄った。

　──こんな、つかのまの平和を、いまは大切にしたい。

　カミトは右手の刻こく印いんに目を落とした。

（……レスティア、お前が守ってくれたんだな）

「カミト……」

　そんなカミトを見て、クレアたちは口をつぐんだ。





　　　　◇






　──その夜。

　オルデシア帝国の国境付近にある薄暗い森の中で、一人の少女が目を覚ました。

　ほつれた長い黒髪。ボロボロに引き千切れた、夜色のドレス。

　白い肌は、木々の枝で引っ掻かいたのか、無数の傷がついている。

　半裸の少女は、黄昏色の瞳ひとみを開き、不安そうに周囲を見回した。

「……ここ、どこ？」

　返事をする者はいない。遠く、不気味な精霊たちの鳴き声が響く。

「私、どうしてこんなところに──」

　その時、ガサッと茂みの揺れる音がした。

　茂みの奥から現れたのは、森歩きの格好をした、二人の老夫婦だった。

「大変だ、森の中で女の子が倒れてるぞ！」「なんだって？」

　老夫婦は少女を助け起こすと、少女に水筒の水を飲ませてくれた。

「お嬢ちゃん、どうした？　森の中で迷ったのかい？」

「……わからない」

「それじゃあ、一体、どこから来たんだい？」

「……どこ？」

　不思議そうに首を傾かしげる少女。

「ううむ、じゃあ、これくらいはわかるだろう。お嬢ちゃんの名前は？」

「わたし、は……」

　少女の表情に、初めて明確な反応があった。

　こくっと頷うなずくと、唇くちびるをわずかに震わせ、名前を口にした。

「レスティア──」

　と。
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あとがき









　──私はここにいるわ、カミト。たしかに、あなたの心の中に。




　本書をお手にとってくださった皆様、本当にありがとうございます。お待たせいたしました。『精霊使いの剣舞ブレイドダンス』第一二弾『封ふう剣けん解かい放ほう』をお送りいたします！

　さて、いよいよ第三部『精霊戦争編』が開幕しました。スケールはますます大きく、ヒロインの恋のバトルもどんどんヒートアップしていく予定なので、今後の展開を楽しみにしていてください！




　謝しや辞じです。今回も素敵な表紙＆挿絵を描いてくださった桜さくらはんぺん先生、本当にありがとうございました。今回の表紙はエリスさん（学園祭バージョン）。普段の制服姿とはちょっと違う、大人っぽい衣装をデザインしていただきました。

　元担当編集の成なり田た様、これまでどうもありがとうございました。毎巻の打ち合わせや、台湾たいわん、広ひろ島しまのサイン会など、楽しい想おもい出でで一杯でした。新天地でのさらなるご活躍を期待しております。三み坂さか元編集長、デビュー作からずっと作品を見てくださってありがとうございました。大変お世話になりました。そして新担当の洲す川かわ様、今後ともどうぞよろしくお願いいたします。と言いつつ、いきなり原稿が遅れてしまって申し訳ありません申し訳ありません（申し訳ないので二回言いました）。

　コミカライズ版を連載してくださっている氷ひよう樹じゆ一いつ世せい先生、毎回とても楽しみに読ませていただいております。バトル、演出、女の子の可愛かわいさ、すべてが超ハイレベルなコミカライズは現在２巻まで好評発売中なので、まだ読めてないよーという方はぜひぜひ買ってみてください（そしてカバー裏の素晴らしい絵を堪たん能のうしてください）。

　そしてもちろん、応援して下さっている読者の皆様には最大の感謝を！

　そしてそして、最後に大ニュース。このたび精霊のアニメ化が決定しました（パンパカパーン！）。これもすべて読者の皆様のお陰です。また、初代担当の庄しよう司じ様、アニメ関連でいろいろ動いてくださった成田様には特別な感謝を。制作は、素晴らしいスタジオ、スタッフ様に恵まれましたので、期待してお待ちください！

　読者アンケートの人気投票ですが、エストとレスティアが超僅きん差さの一位二位、三位クレア、四位カミト、五位レオノーラ、六位ルビア、七位リンスレット、八位フィアナ、九位エリス、十位スカーレットとなっております。読者アンケートの感想は本当に力になるので、ぜひぜひ送っていただければと思います。

　──そんなわけで、次回は第一三巻でお会いしましょう！


二〇一四年　一〇月　志し瑞みず祐ゆう











　著者

　志瑞祐（しみず・ゆう）

　　[image: ]おっぱい！おっぱい！

　　というわけで12巻の表紙はエリス（学園祭ｖｅｒ．）を描いて頂きました。漆黒のドレスは普段とはまた違ったアダルトな魅力がありますね！そしてそして、ついに『精霊使いの剣舞』アニメ化決定です！応援して下さった皆様、本当にありがとうございます！




　　第四回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞受賞。なごみ系ケルトコメディ『やってきたよ、ドルイドさん！』シリーズ、お城擬人化ファンタジー『白銀の城姫』シリーズを上梓。




　イラストレーター

　桜はんぺん（さくら・はんぺん）

　　４月６日生まれのゲーム原画家、イラストレーター。

　　原画担当に『さくらビットマップ』、『SuGirly Wish』『LOVELY QUEST』（ＨＯＯＫＳＯＦＴ）など。

　　好きなことは絵を描くこと、睡眠。

　　ＨＰ「Petite*Cerisier」

　　http://petitecerisier.moo.jp/

















　　カバーイラスト／桜はんぺん

　　装丁／百足屋ユウコ（ムシカゴグラフィクス）
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